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福井県における自然災害のリスト
List of Natural Disasters in Fukui Prefecture, from the year 701 to 1996 
1 .はじめに
服部 勇*)・西村真希日)・西尾裕子村*)
*J,** *J福井大学教育学部地学教室
本 *JZIVIL調査設計株式会社
1995年 1 月 17 日午前 5 時46分，明石海峡付近を震源としてマグニチュード7.2の都市直下型地震が発
生した。兵庫県南部地震と命名きれたこの地震は，死者が6 ， 300人 (1996年 1 月現在)を上まわるな
ど，淡路島 阪神地域にきわめて大きな地震災害をもたらした。地震動による直接の被害だけでなく，
臨海部では地盤の液状化がおこり，山麓部では地すべりや崖崩れが生じそれらによる災害もあった。
福井県でも， 1948年 6 月 28 日にマグニチュード7.1の福井地震が起こり死者が3.800人にものぼる災害
に見舞われている。また， 1989年 7 月 16 日午後 3 時20分，国道305号線の越前町玉川で山側斜面の岩石
が突然崩落した。折りしも通りかかったマイクロパスがこの下敷きとなり乗員 15人が全員死亡すると
いう悲惨な結果となった。近年，このような大災害の発生に伴い， 自然災害への関心が高まってきて
いる。それにあわせて，自然災害に対する研究とその対策に向けて，各機関の研究者および行政など
が調査を進めている。災害研究の最初に行われるのが，過去の災害についての文献調査である。福井
県において過去に発生した自然災害は，古い資料・史料の中に断片的に記述きれているだけのことが
多い。そのため目的とするデータを得るのが大変難しし時間もかかる。そこで本研究では，まず福
井県で、起こった自然災害の記録を一通り収集することにした。次に，誰もが簡単に迅速に，目的とす
るデータを得られるよっなデータベースを作成した。
ここでは，データベースに収集きれたデータを加工し，福井県下における自然災害リストとして提
出する。データベースの詳細やその利用方法あるいはリストの配布などについては，教育学部地学教
室服部まで問い合わせてください。この自然災害リストが，過去の災害事例を引き出 し，将来起こり
うる災害に備えるための研究に役立つことができれば幸いで、ある。
2. データの収集および採録方法
明治以前の自然災害については個別の日誌や藩史に記録きれている。これらを一次資料とすると，
明治時代から現在までに，これらの一次資料を参考にしたり，整理したりして，各郡市町村で，郡市
町村史(誌)が編纂きれている。これらを二次資料とする。このリストは，二次資料の中から自然災
害に関するもののみを抽出し整理した三次資料であり，原著の内容を確認しているわけではない。
1.今回収集した文献(二次資料)は，すべて福井大学付属図書館に所蔵されている。福井新聞縮
刷版は“今月の主な出来事"の中から福井県の自然災害に関する記事を選んだ。気象年表は最初の数
ページの“気象概況"，“気象災害"等の記載を引用した。他の文献は，目次から関係あるものを抜粋
(キーワード:自然災害，データベース，福井県)
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服部 勇・西村真希・西尾裕子
した。収録年代は， 701年から 1996年までにまたがっている。
2. 発生年月日や内容がほぼ同じものは 1 つにまとめた。ただし，発生年月日が同じでも死者数，
壊家数等が文献によって異なるものはそのまま引用した。データの出典の多くは市町村誌(史)であ
り災害の記述も市町村に関するデータのみが記きれていたり場合によっては一部矛盾らしきものや記
述ミスと思われるものも含んでいる。ここではなるべく資料に忠実で、あることを重要視したので評価
に基づく修正等の処置を行っていない。そのため同一あるいは一連の災害について複数の記述が抄録
きれている。
3. 古い時代のものは“大洪水が起こった"という程度のものも取り入れた。最近のものは人的・
建築物的被害のあったものを選んだ。特に戦後の災害については，資料が豊富に存在するがかなり多
くの記述が日常的災害，例えば大雨があったとか大雪が降ったなどは採録を割愛した。
また，純粋な気象災害は割愛したが，気象事象に伴い，発生した地盤災害や洪水災害は採録した。
4. チェックした災害記録の総数は1300件を越えるが，上記の手続きや選択方法によって，そのう
ちの重要な記録約311件をリストとして提示する。 1300件の災害すべてのリストは電子記録として提供
できるのでコ必要ならば申し出ていただきたい。
なおデータの量が多いため，採録，入力ミスが含まれているかもしれないし，逆に，見落とした文
献などがある可能性が大きいがそれらは今後に補充修正きれるのでお許しいただきたい。
3. リストの見方
リ ストは， 1 D，発生年月日，災害種類(M)，場所，壊家数，死者数，災害の内容，文献の順に項目
が並んでいる。 ID は便宜上(データベースのコンビュータ検索用に)付けた災害番号で，ここでは
意味を持たない。
発生年月日
明治 5 年12月からは太陽暦，それ以前は太陰暦を使用した。後者の場合でも，特に太陽暦日付けの
記載があれば，内容の所でカッコ書きで太陽暦を示した。明治 5 年12月以前で太陽暦の記載しかない
ものは，内容にその旨記載。月日， 日付不詳のものは“??"とした。
例) 810年のみ判明 月日不祥→ 810/??/??
1980年 9 月のみ判明 日付不祥→ 1980/09/?? 
災害種類
地震，風雨，崖崩れ，高波， 雪，雷のうち 1 つ，あるいはいくつかを記入。崖崩れには，地すべり，
落石など，雪には霞，電などを含む。この災害リストでは、災害種類で、高波や雪に分類きれたものの
かなりが割愛きれている。
地震による災害の場合，文献中に示きれているマク守ニチュードの最高のものを括弧の中に記した。
場所
現在の市・郡の名。場所が不明なもの，範囲がもっと広い地域に及ぶものは福井県とした。場所が
不明で， 1 つの文献だけに記載があるものはその文献を作成した市郡名を記入した。災害内容に“本
市では"とか“本村では"などのように表現きれている場合，それに対応する郡市町村名は文献作成
に関係する郡市町村名となる。場所は表 l で示す番号で示きれている 。
壊家数
全壊，半壊，流失家屋の合計戸数。資料に現れた数値は実際の災害の一部しか表現していない場合
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が多いので注意されたい。
死者数
死者，行方不明者の合計数。死者ありとしかわからないものは“+"とした。文献上記述のないも
のや判断できない場合は空白とした。
災害の内容
文献の内容を簡略したもの。基本的には原記述に従ったが，一部簡略化，修正した部分もある。
地震の震源位置は緯度，経度で表現きれているが， 。が省略きれている。
文献
文献番号(ページ)となっている。文献番号だけでカッコのないものもある。文献番号は表 2 に示
されている。なお， 1996/07/15のように記きれているのは，福井新聞縮刷版からの引用である。
あとカまき
このリストは福井大学教育学部地学教室における卒業研究の一環として平成 8 年度の西村による
「福井県における自然災害のデータベースイ七」および平成 9 年度の西尾による「福井県における自然
災害のデータベースの画像イじ」において収集したデータを基礎に服部が取捨選択，加工したものであ
る 。 データ収集段階では，福井大学附属図書館の刈谷八重子氏およびデータベース作成について教育
学部地学教室の中島正志氏と山本博文氏には大変お世話になった。記してお礼を述べる。本研究は平
成 8 年度福井大学特定研究「地域環境システムに関する総合的研究J (代表者 杉浦和子)の一環とし
て行われ，必要経費の一部を特定研究経費から充当した。
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，
振動
す。
17
(3
5)
 
5
 I
 
92
5/
08
/1
5 
地
震
。
延
長
3年
(
太
陽
暦
9
月
5
日
)
。
大
地
震
大
山
津
浪
，
山
谷
震
い
，
谷
鳴
り
，
山
の
膝
崩
れ
落
17
 (3
5)
 
ち
て
谷
を
埋
む
。
7
 I
 
13
25
/1
0/
21
 
地
震
(6.
5)
14
 
正
中
2年
(
太
陽
暦
12
月
5
日)
。
亥
刻
。
震
央
近
江
北
部
北
緯
35
.6
，
東
経
13
6.
1，
M
=
6
.
 2
2 
(4
1)
 
,
17
 (3
5)
 
5::
t0
.2
5。
荒
地
，
中
山
(
現
愛
発
，
山
中
?
琵
琶
湖
と
敦
賀
の
中
間
)
崩
る
。
竹
生
島
の
ー
部
崩
れ
て
‘湖
中
に
没
す
。
若
狭
国
敦
賀
郡
気
比
神
宮
倒
壊
す
。
延
暦
寺
十
二
輪
燈
悉
く
消
え
，
常
燈
の
過
半
も
消
え
た
。
京
都
で
強
〈
感
じ
，
余
震
年
末
ま
で
続
く
。
16
 
15
37
 /?
? /
??
 
地
震
。
天
文
6年
。
月
日
不
詳
。
地
震
い
，
疫
病
流
行
。
17
(3
5)
 
17
 
15
44
/1
1/
29
 
地
震
。
天
文
13
年
(
太
陽
暦
12
月
12
日
)
。
越
前
若
狭
地
震
。
17
 (3
5)
 
,
10
 (2
4)
 
18
 1
58
6/
11
/2
9
 地
震
(7
.8)
。
十
天
正
13
年
(
太
陽
暦
1月
18
日)
。亥
下
刻
。
畿
内
・
東
海
・
東
山
・
北
陸
諸
道
。
北
緯
36
.0
，
22
 (
46
)
 
,
17
 (3
5)
 
東
経
13
6.
9，
M=
7.
8
::t0
.1
。
飛
騨
白
川
山
崩
れ
に
て
死
者
数
百
。
近
江
，
長
浜
，
美
濃
，
大
垣
，
震
火
災
。
飛
騨
白
川
よ
り
長
良
川
に
E
る
線
。
越
前
若
狭
地
震。
22
 
16
14
/1
0/
25
 地
震
(7.
7)
。
+
 慶
応
19
年
(
太
陽
暦
12
月
26
日)
。
津
波
あ
り
死
者
多
し
。
西
頚
城
i中
か
。
地
震。
M=
7.
7。
17
 (
35
) 
31
 1
63
4/
10
/?
? 
風
雨
17
 
十
寛
永
11
年
。日
付
不
詳
。1
0月
洪
水
，
人
畜
多
〈
死
す
。
城
下
の
浄
水
数
日
間
泥
の
よ
う
に
な
る
。
41
 (
49
4)
 
35
 
16
39
/1
1/
25
 
地
震
(6.
0)
17
 
寛
永
16
年
(
太
陽
暦
11
月
25
日
-1
2月
24
日
)
。
越
前
。
北
緯
36
.1
，
東
経
13
6.
2，
M
与
6.
0。
22
(5
2)
 ,
17
(36
) 
福
井
城
破
損
す
。
36
 
16
40
/1
0/
10
 
地
震
(6.
5)
。
+
 寛
永
17
年
(
太
陽
暦
11
月
23
日)
。震
央加
賀
大
聖
寺
。北
緯
36
.3
，
東
経
13
6.
2，
M
=
6
.2
5-
6.
 
22
 (5
2)
 
,
43
 (1
3)
 
75
。
家
屋
の
損
壊
多
<
，
人
畜
の
死
傷
も
多
か
っ
た
。
38
 
16
43
/0
6/
22
 
風
雨
17
 
40
8 
14
 
寛
永
20
年
。
数
日
の
大
雨
の
た
め
国
中
大
洪
水
。
約
2万
石
の
田
地
と
約
1万
石
の
畑
を
流
失
。
25
(7
14
)
 
壊
家
40
8軒
。
死
者
14
人
。
46
 
16
60
/0
7/
??
 
風
雨
1
 
万
治
3年
。
日
付
不
詳
。
水
害
あ
り
。
8月
に
も
大
水
が
出
た
た
め
に
同
月
28
日
頃
よ
り
米
側
1
 (2
01
)
 
騰貴
し，
1匁
に
2升
，
の
ち
l升
9合
5勺
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
年
11
月，
小
浜
町
中
に
飢
餓
に
陥
っ
た
者
3，
00
0人
近く
あ
り
，
蔵
米
30
0俵
を
出
し
て
救
済
し
た
。
47
 
16
60
/0
7/
07
 
風
雨
。
18
00
 
万
治
3年
。
洪
水
大
荒
，
小
浜
飢
餓，
1，
80
0余
人
亡
。
10
(2
4)
 
,
31
(34
8) 
48
 I
 
16
62
/0
5/
01
 I
地
震
(7.
6)
I
 
|
一
(
太
陽
暦
6月
16
日
)
午
刻
山
城
大
和
河
内
一
津
一
狭
|
2
2
u
m
近
江
・
美
濃
・
伊
勢
・
駿
河
・
三
河
・
信
波。
北
緯
35
.2
，
東
経
13
5.
95
，
M
=
7
.
2
5
-
7
.
6 o
 
13
3(
25
7)
 ,
41
(49
5) 
比
良
岳
付
近
の
被
害
が
甚
大
。
唐
崎
志
賀
両
郡
14
，80
0石
の
う
ち
田
畑
85
町
(
約
85
ha
)
ゆり
45
 (
57
7)
 ,
17
 (3
6)
 
込
み
(
湖
中
に
か
?
)，
壊家
1，
57
0。
大
溝
で
壊
家
1，
02
0余
戸
(9
5%
以
上
か
?
)，
死
37
0
湖
西
で
沿
岸
が
沈
下
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
考
古
学
的
・
史
料
的
証
拠
が
あ
る
，
こ
の
地
震
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
彦
根
で
壊
家
1，
00
0，
死
30
余
。
朽
木
谷
付
近
で
は
，
比
良
岳
の
山
崩
れ
に
よ
り
(
?
 )
谷
を
埋
め
丘
と
な
る
。
滋
賀
郡
倉
川
の
榎
村
は
総
戸
数
50
で
死
30
0余
，
所
川
村
(
朽
木
谷
の
上
流
て
・
南
へ
2里
)
で
は
，
戸
数
50
，
人
口
30
0余
で
死
26
0余
，
生
存
37
，
他
は
不
明
で
，
家
は
皆
地
下
に
埋
没
し
た
と
い
う
。
京
都
で
は
町
屋
倒
壊
1，
00
0，
死
20
0余
と
も
い
う
。
六
地
蔵
・
鞍
馬
で
山
崩
れ
，
向
島
の
堤
30
0問
(
約
55
0m
)
余
切
れ
，
う
ち
46
-4
7間
(
約
85
m)
は
地
中
へ
4-
5尺
(1.
2-
1.
5m
)
ゆ
り
こ
む
。
彦
根・
膳
所
・
亀
山
・
小
浜
・
篠
山
・
桑
名
・
高
須
・
大
阪
・
水
口
・
伏
見
・
高
槻
・
岸
和
田
・
淀
(
山
城
)
・
尼
ヶ
崎
な
ど
の
諸
城
で
は
石
垣
・
櫓
・
塀
・
多
門
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
の
被
害
あ
り
。
小
浜
で
城
の
櫓
・
多
門
・
石
垣
・
蔵
・
家
中
侍
屋
敷
・
町
屋
ま
で
破
損
。
三
方
断
層
の
西
側
，
三
方
五
湖
の
久
々
子
湖
で
約
3m
，
水
月
湖
東
部
気
山
川
河
口
で
3-
4.
5m
隆
起
し
た
。
長
崎
・
江
戸
に
も
感
じ
た
とい
う
。
余
震
は
非
常
に
多
く
年
を
越
え
た
。
花
折
断
層
あ
る
い
は
琵
琶
湖
西
岸
断
層
の
活
動
叩
説
山
一
合
一
-7
.5
削
の
地
問
径
を
45k
mと
する
[
百世
とM
=7
.6
と
な
る
。
震
度
小
浜
V-
VI
，
敦
賀
V。
上
瀬
川
崩
塞
し
三
方
湖
の
水
氾
濫
す
る
害
ヰキ
を
被
る
こ
と
7
ヶ村
。
猫 r. 
55
 I
 
16
75
/0
8/
02
 I
 風間
|延
宝
3年
。
大
洪
水
(
俗
に
卯
の
洪
水
と
い
う
)
及
び
大
津
波
が
あ
り
，
民
家
50
余
戸
を
流
失
13
(4
40
) 
,
31
(3
48
) 
古7 、十
し
，
人
畜
の
被
害
が
甚
大
で
ヤ
あ
っ
た
。
こ
の
災
害
で
当
時
御
獄
山
の
東
南
麓
に
あ
っ
た
住
宅
は
む也
に工
〉
|
流
失
し
，
現
在
の
鮎
川
町
住
宅
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
.
.
.
.
, 
j深
60
 I
 
16
80
/0
8/
07
 I
風
雨
|
延
宝
8年
。
閏
8月
7
日
に
大
水
が
出
て
，
稲
架
に
か
け
て
あ
っ
た
稲
を
流
し
，
刈
り
取
っ
て
1
 (2
01
) 
〉号主
い
な
い
田
に
は
砂
が
入
り
埋
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
年
秋
に
米
価
高
値
に
な
っ
た
。
10
匁
に
l
E怖
斗
1升
余
り
で
あ
っ
た
。
大
津
の
商
人
は
小
浜
の
米
を
買
い
大
儲
け
を
し
た
。
塩
も
不
足
し
，
ごう } 
1匁
に
8合
で
、
売
ら
れ
た
。
洪
水
の
た
め
野
菜
も
欠
乏
し
，
藻
を
入
れ
た
雑
炊
を
食
べ
た
。
).l ,.
. 
66
 I
 
16
82
/0
8/
14
 I
風
雨
|延
宝
8年
。
大
水
。
「
山
田
村
山
ば
な
迄
ー
へ
ん
に
て
御
座
候
。
其
時
70
に
及
ぶ
年
寄
衆
前
か
た
I1
2 
(3
22
) 
に
覚
え
申
き
ぬ
水
と
申
候
。
小
浜
竹
原
の
屋
敷
方
の
高
塀
地
行
よ
り
7尺
ば
か
り
上
へ
水
っ
き
申
候
」
と
本
郷
荒
木
文
書
に
あ
る
，
こ
の
大
水
で
忌
作
毛
大
か
た
流
れ
申
候
と
も
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
台
風
季
節
に
当
た
る
が
風
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
67
 I
 
16
83
/0
5/
17
 I
地
震
35
 I天和
3年(
太陽暦
7月1
1日)
。間5
月刊
22，2
3日大
地震。
若狭三
郷大地
震死者
117(3
6)
 ,
10
 (2
4)
 ,
31
 (3
63
) 
35
，
家
屋
倒
壊
1，
15
0戸
。
73
 I
 
16
87
/0
9/
07
 I
風
雨
|貞享
4年。
湖水の
水は堀
川より
流れて
海に注
いでい
たが大
洪水が
あって
，)
11尻に
|山
)
苦子
洲
が
出
来
て
水
が
通
ら
な
く
な
り
，
早
瀬
の
入
口
今
の
新
川
と
い
う
処
に
再
ぴ
川
を
掘
削
し
た
が
，
大
波
ご
と
に
川
口
が
閉
き
れ
困
難
し
た
の
で
三
度
目
に
現
在
の
早
瀬
川
を
掘
割
っ
て
水
を
流
す
こ
と
に
し
た
。
83
 I
 
16
99
/0
8/
??
 
I風
雨
|元禄
胤日付
不詳。
東南の
大風に
伴う大
雨によ
り，田
作こと
ごとく
損毛し
，冬
11(20
1)
 
粥
を
施
し
飢
人
を
助
け
た
。
町
家
の
者
，
翌
年
餓
死
者
多
<
.
よ
り
穀
物
高
値
な
り
，
32
(2
1)
 ,
31
(34
8) 
元
禄
12
年
。
大
暴
風
雨
。
越
前
若
狭
共
被
害
大
き
く
餓
死
者
を
出
す
。
。
風
雨
16
99
/0
8/
15
 
84
 
2
 (4
27
) 
死
者
出
る
。
元
禄
14
年。
14
-1
9
日
三
国
で
50
年
来
の
大
水
，
+
 
4
 
風
雨
17
01
/0
8/
14
 
90
 
元
禄
14
年
。
大
洪
水
。
粟
野
・中
郷
・
敦
賀
全
町
。
黒
河
川・
笠
川
欠
填
し
山
崩
れ
も
あ
った
。I
33
 (
25
7)
 
,
45
 (5
77
) 
41
(4
95
) 
土
砂
流
れ
て
河
床
元
禄
14
年。
18
日
か
ら
19
日
に
わ
た
り
大
洪
水
。
町
の
東
南
部
に
浸
水
し
，
高
く
な
り
，
た
び
た
び
の
洪
水
の
因
と
な
る
。
14
 
風
雨
崖
崩
れ
17
01
/0
8/
17
 
91
 
18
(2
16
)
 
,
19
(99
1) 
元
禄
15
年
。
月
日
不
詳
。
九
頭
竜
川
が
氾
濫
し
て
堤
防
を
破
壊
，
家
屋
田
畑
を
流
し
た
。
長
洲
一
帯
が
河
原
とな
っ
た
。
そ
こ
で
早
速
復
旧
工
事
に
か
か
り
，
宝
永
3年
(17
06
年
)ま
で
の
4
年
の
月
日
を
費
し
て
完
成
し
た
。
こ
の
と
き
，
長
測
は
現
在
の
松
原
、
新
道
に
付
け
替
え
ら
れ
た
。
17
 7
 
風
雨
崖
崩
れ
風
雨
17
01
/0
8/
18
 
17
02
/?
?/
??
 
94
 
96
 
国一宮
崎明
22
(6
9)
 ,
17
(36
) ,
43
(13
) 
宝
永
地
震
。
わ
が
流
出
家
2万
。
福
宝
永
4年
(太
陽暦
10
月
28
日)
。
五
畿
七
道
。
北
緯
33
.2，
東
経
13
5.
9，
国
最
大
級
の
地
震
の
一
つ
。
全
体
で
少
な
く
と
も
死
者
2万
，
壊
家
6万
，
井
県
大
野
市
付
近
で
震
度
5-
6
程
度
。
。
地
震
(8
.4
)
17
07
/1
0/
04
 
10
4 
川相
・国
主
10
 (
25
) 
山
沿
10
-1
5尺
。
宝
永
5年
。
月
日
不
詳
。
三
方
，
大
飯
吹
雪
で
倒
死
，
平
野
，
+
 
6
 
雪
17
08
/?
?/
?? 
10
6 
料地 叩・
図柄
17
 (3
6)
 
17
(3
7)
 
正
徳
2年
(
太
陽
暦
4月
6
日)
。
勝
山
領
山
崩
谷
埋
洪
水
村
里
流
壊
人
死
。
死
56
。
糸
魚
川
駿
東
線
正
徳
4年
(
太
陽
暦
4月
28
日)
。
信
波
大
町
に
て
家
屋
全
半
壊
30
0，
に
て
北
安
曇
郡
南
小
谷
村
付
近
・
北
国
地
震。
+
 
7
 
地
震
17
12
/0
4/
06
 
11
0 
議
中
5(
44
9)
 
享
保
8年
と
20
年
の
両
度
の
豪
雨
は
福
井
県
史
に
も
其
の
記
録
は
な
く
，
当
越
前
海
岸
の
み
の
局
地
的
集
中
豪
雨
だ
った
。
月
日
不
詳
。
海
岸
山
脈
が
集
落
に
負
い
か
か
る
様
に
迫
っ
て
い
る
急
峻
な
地
勢
で
あ
る
た
め
，
集
中
豪
雨と
も
な
れ
ば
山
を崩
し
耕
土
を
洗
い
去
っ
て
岩
盤
だ
け
と
し
，
密
集
し
た
住
居
を
大
海
に
押
し
流
す
大
災
害
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
。 13
 
地
震
(6
.4
)
風
雨
崖
崩
れ
17
14
/0
3/
15
 
17
23
/?
?/
??
 
11
4 
12
2 
24
 (
81
2)
 
,
19
 (9
9
1)
 
享
保
10
年
。
月
日
不
詳
。
大
飢
餓
を
も
た
ら
す
原
因
と
も
な
った
。
御
国
大
雪
降
候
に
付
近
年
在
に
猪
鹿
多
，
作
も
荒
候
云
々
(
続
片
主主
記
)
。
福
井
地
方
は
大
雪
に見
舞わ
れ，
山
で
も
食
べ
物
の
無
く
な
っ
た
鹿
，
猪
な
ど
が
多
数
平
地
に
出
て
き
て
作
物
を
荒
し
て
困
っ
た
の
で
，
百
姓
の
願
い
に
よ
り
務
は
，
池
田
，
三
本
木
村
よ
り
猟
師
13
人
を
履
い
，
こ
れ
を
打
た
せ
た
。
打
ち
取
っ
た
も
の
は
，
猪
4，
84
2頭
，
鹿
1，
17
3頭
を
は
じ
め
10
，1
50
疋
に
も
上
っ
た
と
い
っ
。
。
雪
17
25
/?
?/
??
 
12
6 
享
保
11
年
。
2月
29
目。
勝
山
が
中
心
で
田
畑
陥
没
し
人
畜
死
傷
多
し
地
震
も
伴
っ
た
ら
し
い
。
I1
8 
(2
17
)
 
,
32
 (2
1)
 
豪
雪
の
冬
も
終
り
，
あ
た
り
に
春
の
気
配
が
み
え
始
め
た
こ
ろ
，
女
神
川
が
氾
濫
し
，
猪
野
口
村
が
全
滅
す
る
と
い
う
大
惨
事
が
起
っ
た
。
こ
の
日
，
女
神
川
水
源
地
に
近
い
十
月
平
が
，
雪
ど
け
の
増
水
で
突
如
崩
れ
お
ち
，
お
び
た
だ
し
い
土
砂
は
奔
流
と
と
も
に
下
流
へ
押
し
出
し
，
た
ち
ま
ち
牛
ケ
首
の
岩
山
を
っ
き
破
り
揚
原
を
の
り
こ
え
，
姥
ヶ
主
主
の
出
張
つ
り
を
も
ぎ
と
っ
て
益
々
猛
威
を
加
え
た
。
岩
石
や
立
木
を
根
こ
ぞ
ぎ
に
し
，
当
時
の
記
録
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
泥
煙
り
を
あ
げ
，
岩
石
は
中
空
を
飛
ん
で
」
猪
野
口
村
を
襲
う
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
，
北
95
 
48
 
7
 
風
雨
17
26
/0
2/
28
 
12
8 
12
9 
1
 17
26
/0
3/
19
 1
地
震
13
1 
I
 1 7
26
/0
5/
り
|
風
雨
13
6 
1
 17
31
/?
? /
??
 
1 雪
13
9 
1
 17
3
1/
10
/1
4 
1 地
震
ににDD
 
14
0 
1
17
3
1/
11
/1
3 
1 雪
14
1
 1
 17
31
/1
1/
13
 1
雪
14
3 
1
 17
32
/?
? /
??
 
1 雪
14
4 
1
 17
32
/0
1/
13
 1
雪
14
7 
1
 17
35
/0
6/
22
 1
風
雨
崖
崩
れ
市
，
猪
野
，
毛
屋
，
若
猪
野
，
高
山
鳥
，
畔
川
の
各
村
に
も
危
険
が
迫
っ
た
の
で
，
村
人
は
先
を
争
っ
て
片
瀬
村
に
逃
れ
，
下
荒
井
村
も
山
腹
に
避
難
す
る
と
い
う
大
騒
動
で
あ
っ
た
。
女
神
川
は
こ
の
氾
濫
で
新
し
い
流
れ
を
作
り
，
村
や
田
畑
の
ど
真
ん
中
に
大
岩
が
こ
ろ
が
っ
た
。
被
害
は
猪
野
口
村
で
，
全
村
53
戸
の
う
ち
48
戸
が
流
失
ま
た
は
埋
没
，
死
者
82
人
に
及
ぴ
，
牛
馬
14
匹
も
流
れ
て
死
ん
だ
。
ま
た
，
平
泉
寺
村
で
も
13
人
，
他
の
各
村
に
も
数
人
ず
つ
の
死
者
が
あ
っ
た
。
流
失
し
た
田
畑
を
合
計
す
る
と
5 ，
30
0石
，
実
に
勝
山
藩
23
， 00
0石
の
1/4
に
あ
た
る
損
害
で
あ
っ
た
。
藩
主
信
成
(
三
代
)
は
，
家
臣
に
与
え
る
た
め
の
扶
持
米
を
放
出
し
，
仮
ノ
j、
屋
を
設
け
て
，
難
民
を
収
容
し
，
死
体
や
家
財
の
収
容
を
督
励
し
た
。
和
田
の
本
覚
寺
も
役
僧
を
派
遣
し
て
，
死
者
に
法
名
を
付
け
葬
儀
を
行
い
，
ま
た
白
米
2 俵
を
施
し
た
。
+1
享保
11年
(太
陽暦
4 月
20
日)
。勝
山弁
慶ヶ
岳震
い動
，
18間
四方
の岩
石
2 つ
にな
って
I 1
7 
(3
7)
 
2 皇
8 町
の
聞
を
飛
ぴ
大
河
を
塞
ぎ
，
た
め
に
水
溢
れ
て
人
畜
死
亡
そ
の
数
を
知
ら
ず
此
の
時
岳
下
2
ヶ
村
泥
池
と
な
る
と
い
う
。
i 享保
問。日
イ寸不
詳。
5 月か
ら 9
月まて
長雨て
*不作
であっ
た。し
かしこ
の頃は
引 1
(2
01
) 
王
手
打
続
い
て
い
た
た
め
，
米
・
大
豆
に
不
足
し
な
か
っ
た
。
+1
享
保
16
年
。
月
日
不
詳
。
大
雪
。
10
0年
来
。
死
者
多
し
。
I
 26 (制
) ,45
 (578)
山7
) I 
40
 (1
97
) 
,
33
 (2
58
) 
|享
保
16
年
(
太
陽
暦
11
月
13
日)
。巳
刻
。
近
江
八
幡
・ 刈
谷
。
近
江
八
幡
で
青
屋
橋
石
垣
損
22
 (
79
) 
,
17
 (3
7)
 
じ ，
刈
谷
で
本
城
厩
前
の
塀
5 間
倒
る
。
福
井
・
伊
勢
・
名
古
屋
・ 京
都
・
池
田
・ 江
戸
・
八
|
王
子
有
感
。
震
源
地
及
ぴ
M
不明
。
1
 1 享
保
16
年。
11
月
13
日
か
ら
降
り
出
し
た
雪
は
大
雪
と
な
り
，
大
谷
浦
で
雪
崩
が
発
生
，
寺
一
8
 (6
77
) 
字
と
民
家
3 戸
が
押
し演
さ
れ
，
一
人
の
死
者
が
出
た
。
こ
れ
が
引
き
続
き
極
月
3
日
よ
り
降
り続
け，
27
,
 
8 日
頃
に
は
5 丈
( 15
. 1
m)
ば
か
り
に
達
し
た
と
す
る
。
34
 1
享保
16年
。
大
雪
，
諸
邑
に
於
て
雪
積
の
た
め
壊
家
29
，死
人
34
(越
藩史
略，
県史
)当
国
24
(8
12
) 
江
川、1
100
年
以
来
の
大
雪
降
(
続
片
聾
記
)
。
34
 I 享
保昨
。月
日不
詳。
冬。
大雪
。新
道大
桐広
野大
谷な
ど諸
邑壊
家以
死者
九7(
83)
34
。
1
 1 享保
昨。
昼八
ソ頃
， 宮ノ
谷に大
雪崩が
発生，
寺 1
字，百
姓家
3 戸，
土蔵
H東が
18(67
8)
押
壊
さ
れ
死
者
l 人
出
た
。
幸
い
14
人
の
家
族
が
救
助
せ
ら
れ
た
。
1 享保
2陀大
水が
出た。
この際
名田庄
で山抜
大水の
出 る 4
. 5 目前
，日中
太陽が
5 尺
1 1側
ば
か
り 覗
い
て
虹
が
現
れ
，
西
の
方
は
欠
け
て
地
に
続
か
ず
f訟
の
如
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
洪
水
は
，
今
日
に
ま
で
卯
の
洪
水
と
し
て
土
地
の
人
た
ち
の
聞
に語
りつ
がれ
てい
る。
以下
「若
狭
国
洪
水
之
次
第
」
と
の
表
題
を
も
っ
記
録
(
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
)
に
よ
る
。
11
， 04
0 ヶ
所
山崩
れ
山抜
。
内
9 ，
31
6 ヶ
所
下
中
郡
・ 1
， 44
0 ヶ
所
大
飯
郡
・ 1
65
ヶ所
上中
郡・
12
3ヶ
所三
方
都
。
流
家
35
5軒
。
壊
家
37
8軒
。
半
壊
55
5軒
。
壊
寺
10
ヶ
寺
。
半
壊
寺
7ヶ
寺
。
拾
椎
雑
話
に
も
記
載
あ
り
。
ヰ百首キ1
 
ヨ面 7? b:- 、.. むる 日 j浮 ヌ2 日同 fう } ).l ーマー
12
 (
32
2)
 
享
保
20
年
。
若
狭
前
代
未
聞
の
大
洪
水
，
中
て
も
佐
分
利
川
の
山
崩
れ
は
10
0幾
十
ヶ
所
崖
崩
れ
で
あ
っ
た
と
，
拾
椎
雑
話
そ
の
他
の
記
録
に
述
べ
て
あ
る
。
5
(4
50
)
 
享
保
20
年
。
宿
浦
で
は
隣
接
の
新
保
浦
と
の
境
界
を
流
れ
る
川
の
た
め
に
，
両
浦
の
屋
敷
地
が
流
失
し，
藩
よ
り手
形
米
を
毎
年
下
行
き
れ
復
旧
に
努
め
た
。
河
浦
の
屋
敷
が
復
旧
す
る
に
伴
い
，
境
界
の
川
岸
へ
双
方
の
浦
人
が
屋
敷
を
積
み
出
し
た
事
か
ら
，
論
争
が
生
じ
た
。
流
家
30
。
治
家
14
。
44
 
10
 
13
 
風
雨
雨
17
35
/0
6/
22
 
17
35
/0
6/
22
 
14
9 
15
0 
41
 (
49
5)
 
享
保
20
年
。
6月
22
日夜
洪
水
。
浸
水
田
19
，5
50
石
，
畑
9，
16
5石
，
流
家
壊
家
40
8土
蔵
18
，
小
屋
4，
寺
11
，
社
3，
橋
76
，
道
29
8，
堤
防
切
れ
31
7ヶ
所
(
延
長
5，
80
0間
)
山
崩
1，
28
1，
塩
釜
4，
船
12
，
流
死
14
(内
男
4。
女
10
)。
14
 
40
8 
17
 
崖
崩
れ
雨，
17
35
/0
6/
22
 
15
1 
2
 (4
28
) 
元
文
5年
。
日
付
不
詳
。
大
雨
，
翌
閏
7月
朔
日
福
井
は
40
年
来
の
大
水
，
壊
家
あ
り
，
丸
岡
領
も
洪
水
し
，
鳴
鹿
大
堰
破
損
，
三
番
藤
杭
，
田
地
損
毛
大
，
土
用
入
り
後
も
冷
気
統
<
，
三
郷
供
水
入
札
箔
療
流
行
，
三
国
湊
沖
ノ
目
指
留
。
4
 
風
雨
17
40
/0
7/
??
 
15
4 
国 一 同時
ロ
41
(4
95
)
 
,
31
(34
8) 
26
 (
33
4)
 
元
文
5年
。
閏
7月
1
日
夜
大
水
。
浸
水
高
32
，73
5石
，
流
家
32
，
壊
家
13
0，
土
蔵
1，
堤
防
切
81，
(7
，18
4間
)，
流
失
橋
18
，
舟
2，
死
者
15
人
(内
男7
・8)
，
流
死
馬
2。
W - 副
主
7
 (5
55
) 
,
36
 (3
34
) 
延
享
4年
。
4，
5日
の
大
雨
で
白
崎
で
は
川
々
が
満
水
し
田
畑
は
言
う
に
及
ば
ず
家
屋
敷
へ
濁
水
押
し
入
り
数
日
減
水
せ
ず
為
に
立
毛
は
損
亡
し
大
凶
作
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
居
る
。
(
少
な
く
と
も
王
子
保
地
区
何
れ
も
被
害
の
程
度
に
差
は
あ
っ
た
ろ
う
が
，
他
部
落
の
文
献
を
発
見
し
得
ら
れ
な
い
の
で
白
崎
と
し
た
)
15
 
16
2 
。 16
 
風
雨
風
雨
17
40
/0
7/
01
 
17
47
/0
6/
04
 
15
5 
16
2 
? ?
?
?
料品
部・
園調
22
(8
1)
 ,
10
(25
) 
17
 (
37
) 
延
享
4年
(
太
陽
暦
1月
27
日)
。
巳
下
刻
。
若
狭
。
若
狭
三
郡
に
地
震
。
死
61
5人
と
い
う
。
伊
勢
・
金
沢
で
有
感
。
被
害
記
録
に
問
題
あ
る
か
?
こ
の
地
震
は
酒
井
家
(
小
浜
藩
主
)
年
表
史
料
稿
本
に
な
し
。
61
5 
。
地
震
17
48
/1
2/
27
 
16
5 
2
(4
28
)
 
夜
九
つ
時
(
午
後
12
時
)
横
落
堤
の
舟
宝
暦
2年
。
南
金
津
号
|水
願，
6月
17
日
雷
雲
大
雨
，
寄
橋
より
2問
ほ
ど
北
の
所
切
り
落つ
。
#O A 市
1(
20
3)
 
宝
暦
5年
。
日
付
不
詳
。
拾
稚
雑
話
に
よ
れ
ば
，
夏
中
雨
降
り
で
冷
温
で
あ
っ
た
た
め
，
稲
も
か
じ
け
て
収
穫
少
な
か
っ
た
。
山
聞
の
田
は
立
枯
と
な
っ
た
。
若
狭
一
帯
は
，
4，
5分
の
作
で
あ
っ
た
。
畿
内
や
近
江
辺
り
は
8分
の
作
で
あ
っ
た
。
小
浜
一
帯
は
古
米
払
底
し
，
新
米
も
石
85
匁
の
高
値
を
よ
ん
だ
。
こ
の
年
の
冬
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
近
江
か
ら
米
千
俵
計
り
も
買
い
取
り
小
浜
に
運
ん
だ
。
上
方
か
ら
米
を
買
い
入
れ
た
事
は
，
古
老
も
こ
れ
以
外
に
は
知
ら
な
い
と
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
頃
打
続
く
豊
作
に
よ
り
町
家
に
米
の
蓄
え
も
多
<
，
里
方
も
雑
穀
の
囲
い
が
多
か
っ
た
た
め
，
乞
食
て
も
ら
い
に
出
る
者
1人
も
な
く
，
当
時
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
4
 
1
 
風
間
風
雨
17
52
/0
6/
03
 
17
55
/0
6/
??
 
16
9 
17
2 
41
(4
96
)
 
,
40
(19
7)
 
足
羽
川
三
日
間
流
宝
暦
12
年
。
11
月
29
日
か
ら
翌
年
春
に
及
ぶ
。
大
雪
。
平
地
で
一
丈
三
尺
，
れ
ず
，
家
屋
倒
壊
63
戸
。
45
 (5
78
), 
33
 (
25
8)
 
大雪
，
11
月
29
日
よ
り
降
初
め
12
月
17
日
迄
に
降
積
る
l丈
6余
，
葉
原、
村
敦
賀
に
も
壊
家
あ
り
。
(
永
代
諸
事
党
帳
)
宝
暦
12
年
。
冬
，
に
て
壊
家
5戸
，
63
 5
 
。 14
 
雪 雪
17
62
/1
1/
29
 
17
62
/1
1/
29
 
18
7 
18
9 
26
(3
35
) 
17
(3
7)
 ,
33
(2
59
) 
45
(5
78
) 
宝
暦
13
年
。
大
風
。
寺
社
14
倒れ
，
26
9戸
倒
れ
る
。
天
明
3年
。
7月
1
日
(
太
陽
暦
7月
29
日
)
よ
り
8
日
夜
半
に
至
る
間
，
信
州
浅
間
山
噴
火
し
，
火
山
灰
は
当
国
へ
も
及
ぽ
し
大
地
震
に
て
戸
障
子
は
ず
れ
壊
家
も
出
来
た
り
と
(
敦
賀
郡
誌
は
7月
7
日と
せり
)。
28
3 
17
 
14
 
風
雨
地
震
17
63
/0
9/
04
 
17
83
/0
7/
01
 
19
3 
23
1 
12
 (
32
2)
 
天
明
6年
。
時
刻
は
「
昼
九
、
ソ
時
」
と
あ
る
か
ら
正
午
で
あ
る
。
方
角
は
「
西
よ
り
大
風
吹
出
し
」
と
あ
る
。
被
害
は
「
本
郷
天
神
の
宮
吹
倒
し
，
森
の
木
8本
吹
倒
し
，
山
王
様
森
の
木
数
知
れ
ず
倒
し
，
七
社
大
明
神
様
森
の
森
の
内
に
て
大
杉
3本
吹
倒
し
申
候
。
上
下
村
に
壊
れ
家
11
軒
，
市
場
村
に
1軒
，
下
薗
村
2軒
壊
し
申
候
。
並
木
も
尾
内
村
下
よ
り
舟
丘
ま
で
凡
50
余
も
こ
け
申
候
。
」
と
し
て
壊
家
の
氏
名
が
あ
げ
て
あ
る
。
14
 
10
 
風
雨
17
86
/0
8/
29
 
24
3 
副
ヰ
清
打
討
ミ
白
VE 津知
州明
、)
一 」 N?
29
(9
6)
 
寛
政
元
年
。
6月
30
日
よ
り
大
雨
降
り
し
き
り
，
2
日
一
寸
小
止
と
な
っ
た
が
，
3
日
か
ら
又
降
り
出
し
4
日
5
日
は
豪
雨
と
な
り
，
そ
れ
に
風
が
加
わ
っ
て
4
日
頃
か
ら
真
名
川
の
増
水
，
刻
々
注
進
を
受
け
た
が
，
5
日
な
お
降
り
続
く
に
か
か
わ
ら
ず
，
俄
に
真
名
川
の
水
が
激
減
し
た
。
昼
頃
佐
関
村
か
ら
来
た
飛
脚
の
言
う
に
は
「
荒
島
鬼
谷
昨
夜
九
ツ
(
夜
の
12
時
)
崩
れ
，
出
水
候
て
上
な
る
古
水
の
下
を
埋
め
ら
れ
水
3尺
ば
か
り
も
高
〈
相
成
真
名
川
|
へ
は
一
水
も
流
れ
ず
，
右
の
大
水
何
方
へ
ぬ
け
出
候
や
の
程
は
か
り
難
〈
候
に
付
，
佐
開
五
条
方
今
井
な
ど
は
皆
々
外
村
へ
参
候
。
」
と
の
事
で
あ
る
。
聞
い
て
み
る
と
そ
の
刻
大
き
な
地
鳴
り
が
し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
で
も
鬼
谷
に
向
か
つ
て
左
側
の
斜
面
に
大
き
な
赤
禿
が
見
え
る
。
こ
れ
が
こ
の
時
崩
れ
た
跡
で
あ
る
。
兎
も
角
そ
の
時
崩
れ
た
土
砂
が
谷
を
埋
め
，
水
が
流
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
12
 
崖
崩
れ
17
89
/0
7/
04
 
25
6 
21
 (
32
) 
天
明
7年
。
大
風
高
潮
。
若
狭
地
方
で
は
2尺
-5
尺
廻
り
の
大
木
14
5万
本
も
打
折
れ
る
。
寛
政
元
年
50
年
来
の
大
災
と
称
せ
ら
る
る
大
洪
水
あ
り
(
福
井
別
院
史
に
あ
り
)
。
17
 
風
雨
，
高
波
17
89
/0
8/
01
 
25
7 
32
 (
22
) 
,
26
 (3
37
) 
40
 (
19
7)
 ,
41
 (
49
7)
 
2
 (4
31
) 
,
31
 (3
49
) 
石
と
木
の
九
十
九
橋
が
38
間
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。
倒
木
80
67
寛
政
3年
。
大
風
雨
で
福
井
大
橋
の
各
欄
干
が
38
問
吹
倒
れ
，
倒
木
8，
06
7本
，
ì~~
死
者
2人
出
た。寛
政
2年
。
大
風
。
福
井
地
方
，
本，
・溺
死
者
2人
。
大
悪
作
。
2
 
17
 
風
雨
17
90
/0
8/
20
 
26
0 
29
 (
10
1)
 
寛
政
4年
。
前
後
類
例
を
見
な
い
大
風
。
同
日
午
後
4時
頃
よ
り
大
風
と
な
り
，
夜
の
12
時
最
も
激
し
か
っ
た
。
家
屋
の
壊
5f軒
，
小
屋
壊
5軒
。
こ
の
外
貧
民
小
屋
三
味
焼
場
も
全
壊
し
た
。
半
壊
は
全
町
で
31
軒。
2
 
36
 
。 12
 
風
雨
風
雨
17
91
/0
8/
20
 
17
92
/0
8/
20
 
26
6 
27
0 
8(
67
8)
 
寛
政
4年
。
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
続
い
た
大
高
波
に
よ
っ
て
，
沿
岸
に
あ
る
護
岸
用
石
垣
は
全
部
破
壊
さ
れ
，
2戸
の
家
と
舟
が
流
失
し
た
。
人
畜
に
被
害
の
で
な
か
っ
た
事
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。
2
 
15
 
高
波
17
92
/0
9/
25
 
27
3 
22
 (
10
0)
 ,
16
 (6
26
) 
享
和
2年
(
太
陽
暦
11
月
18
日
)
。
晩
七
ツ
ご
ろ
。
震
央
畿
内
・
名
古
屋。
北
緯
35
.2
，
東
経
13
6.
5,
 
M=
6.
5-
7。
奈
良
春
日
の
石
灯
飽
か
な
り
倒
れ
，
名
古
屋
で
本
町
御
門
西
の
土
居
の
松
倒
れ
，
高
壁
崩
る
。
彦
根
で
所
々
墜
落
ち
，
領
内
少
々
ず
つ
破
損
あ
り
。
京
都
で
土
蔵
壁
落
ち
，
石
塔
・
石
灯
縫
倒
れ
も
あ
り
。
大
阪
・
西
宮
・
池
田
・
白
鳥
・
高
山
て
強
〈
感
じ
，
鯖
江
・
鳥
取
有
感
。
や
や
深
い
地
震
か
。
M
は
一
応
の
目
安
。
5
 
地
震
(7
.0
)
18
02
/1
0/
23
 
31
1 
21
 (
26
5)
 
22
(1
03
) 
,
33
(2
60
) 
17
(3
7)
 ,
45
(5
79
) 
文
化
4年
。
米
ノ
。
大
洪
水
ノ
為
荒
倉
山
大
崩
壊
。
文
政
2年
(
太
陽
暦
8月
2
日)
。未
草I
Jご
ろ
。
伊
勢
・
美
濃
・
近
江
。
北
緯
35
.2，
東
経
13
6.
3,
 
M
=
7
 .2
5
:t
0
 .25
。
敦
賀
・
出
石
・
池
田
・
大
和
郡
山
な
ど
で
も
被
害
あ
り
。
伊
勢
，
近
江，
死傷
ー多
し。
13
 。
崖
崩
れ
地
震
(7
.5
)
32
7 
!
 18
07
/0
6/
23
 
18
19
/0
6/
12
 
36
3 
31
 (
36
3)
 
22
 (
10
8)
 
,
2 (
43
3)
 ,
31
 (3
63
) 
そ
の
後
の
豪
雨
で
地
滑
り
が
発
生
，
橋
本
家
裏
天
保
4年
(
太
陽
暦
5月
27
日
)
。
昼
九
ツ
半
。
美
濃
西
部
。
北
緯
35
.5
，
東
経
13
6.
60
M
と
6.
25
。
板
垣
に
あ
っ
た
雌
岩
が
谷
ま
で
転
落
し
た
。
文
政
13
年
。
板
垣
坂
近
く
に
地
割
れ
が
出
来
，
の
大
将
軍
の
杉
ま
で
こ
の
土
砂
が
流
下
し
た
。
3
 
地
震
18
30
/0
7/
03
 
38
9 
。
地
震
(6
.2
5)
18
33
/0
4/
09
 
39
6 
26
 (
33
9)
 
8(
67
9)
 
天
保
8年
。
月
日
不
詳
。
洪
水
。
大
暴
風
雨
死
者
多
し
。
天
保
9年
。
大
津
波
に
よ
る
大
谷
浦
波
除
の
崩
壊
。
大
谷
j甫
村
下
の
海
岸
通
り
20
0問
(4
00
m)
が
，
津
波
で
え
ぐ
り
取
ら
れ
た
。
翌
9年
か
ら
波
除
の
再
建
開
始
。
+
 
17
 
風
雨
18
37
/?
?/
??
 
41
4 
国一同
一時ロ
15
 
高
波
18
38
/1
2/
10
 
42
3 
30
 (
11
5)
 
溺
死
17
人。
天
保
11
年
。
大
水
。
郡
の
白
鬼
女
波
舟
覆
没
，
17
 
3
 
風
雨
18
40
/0
2/
23
 
42
8 
川部
・国
主
2(
43
3)
 
溺
死
あ
り
。
山抜
，
わ
け
て
も
九
頭
竜
川
大
水
，
天
保
13
年
。
大
雨
出
水
，
+
 
4
 
風
雨
18
42
/0
6/
04
 
43
4 
料品
部
・回 調
怪
我
人
l人
。I
16
 (
62
7)
 
41
 (
49
8)
 
弘
化
3年
。
福
井
城
の
城
門
倒
壊
し
塀
の
倒
壊
13
00
間
，
立
木
59
6本
。
家
中
の
家
屋
倒
壊
23
，
大
破
19
，
半
壊
そ
の
他
29
。
専
照
寺
。
妙
国
寺
な
ど
寺
の
倒
壊
6。
町
家
の
倒
壊
18
2，
死
者
1，
負
傷
者
4。
内
13
9軒
半
壊
。
即
死
人
6人
，
弘
化
3年
。
前
代
未
聞
の
大
風
。
壊
家
32
5軒
，
6
 
l
 
32
5 
25
9 
5
 
17
 
風
雨
風
雨
18
46
/0
7/
18
 
18
46
/0
7/
18
 
44
1 
44
3 
司ぢ -tJ 
32
 (
22
) 
弘
化
3年
。
大
風
。
粟
田
部
で
は
43
軒
倒
れ
死
者
3名
福
井
城
下
で
は
城
門
や
塀
垣
つ
ぶ
れ
民
家
神
社
仏
閣
の
倒
壊
多
く
大
小
の
橋
も
大
方
損
傷
す
。
丸
岡
城
の
銑
吹
き
飛
ぶ
，
9尺
囲
り
の
大
木
も
根
こ
ぞ
ぎ
き
れ
る
。
勝
山
も
同
様
神
社
6町
中
の
立
木
12
22
本倒
伏。
3
 
43
 
17
 
風
雨
18
46
/0
7/
18
 
44
4 
40
 (
19
7)
 
弘
化
3年
。
前
代
未
聞
の
大
風
間
で
福
井
城
下
で
土
民
の
家
20
0数
十
軒
壊
れ
，
寺
院
の
壊
れ
た
も
の
中
野
専
照
寺
を
初
め
数
ヶ
寺
，
ま
た
地
方
で
は
上
領
で
33
0軒
，
中
領
で
37
5軒
，
下
領
で
14
9軒
も
倒
壊
し
死
傷
者
も
た
く
さ
ん
出
た
。
+
 
10
54
 
13
 
風
雨
18
46
/0
7/
18
 
44
5 
15
(2
8)
 ,
26
(3
39
) ,
31
 (
34
9)
 
弘
化
3年
。
八
ツ
H寺
よ
り
嶺
北
前
代
未
聞
の
大
豪
雨
。
粟
回
部
43
軒
壊
れ
死
者
3人
あ
り
8，
9尺
周
り
も
あ
ろ
う
立
木
の
如
き
も
根
こ
そ
ぎ
た
お
れ
る
。
22
 (
11
2)
 ,
2 (
43
3)
 ,
30
 (1
15
) 
弘
化
4年
(
太
陽
暦
5月
8
日
)
。
夜
五
ツ
時
~
四
ツ
時
。
信
泌
北
部
お
よ
び
越
後
西
部
。
北
緯
36
.7，
東
経
13
8.
2，
M=
7.
4。
善
光
寺
地
震
。
福
井
に
地
震
の
記
載
あ
り
。
3
 
43
 
。
風
雨
18
46
/0
7/
18
 
44
6 
17
 (
37
) 
嘉
永
元
年
(
太
陽
暦
9月
27
日
-1
0月
26
日)
。
越
前
風
雨
地
震。
山
崩
。
7.K
j勇
。
民
舎
及
田
嶋
損
壊
。
死
亡
亦
衆
。
。
地
震
(7
.4
)
18
47
/0
3/
24
 
44
7 
41
 (
49
8)
 
6
日
か
ら
洪
水
，
石
坂
町
に
山
崩
れ
。
藩
は
た
き
出
し
を
し
6
月
3
日
か
ら
雨
。
嘉
永
5年
。
+
 
。 17
 
地
震
風
雨
18
48
/0
9/
27
 
18
52
/0
6/
03
 
45
5 
46
0 
て
難
民
を
救
助
。
度
崩
れ
30
 (1
15
)
 
41
 (
49
8)
 
嘉ー
永
5 年
。
大
風
。
家
屋
土
蔵
と
も
壊
家
40
戸
。
嘉
永
6 年
。
4
日朝
大
地
震
，
5
日
さ
ら
に
激
震
，
余
震
数
日
に
及
ぶ
。
領
内
全
壊
37
5，
半
壊
15
3，
神
社
13
，
圧
死
7 ，
負
傷
9 。
40
 
3
 
風
雨
18
52
/0
7/
18
 
46
3 
7
 
52
8 
17
 
地
震
18
53
/1
1
/0
4 
46
7 
33
(2
61
) 
,
19
(9
91
) 
22
 (
12
2)
 
,
2 (
43
4)
 ,
16
 (6
26
)
 
33
 (
26
1
)
 
,
43
 (1
4)
 
安
政
元
年
。
月
日
不
詳
。
地
震
。
倒
壊
家
屋
死
傷
者
が
出
る
。
安
政
元
年
(
太
陽
暦
7 月
9
日 )
。丑
刻。
伊
賀
・
伊
勢
・ 大
和
お
よ
び
隣
国
。
北
緯
34
.7
5，
東
経
13
6.
0，
M
=
7
.
 25
:!: 0
.2
5。
福
井
領
内
で
は
壊
家
37
5軒
，半
壊
家
153
軒
，
宮
の
被
害
13
ヵ
所
，
圧
死
7 人
，
怪
我
人
9 人
と
の
記
録
あ
り
。
+
 
7
 
52
8 
14
 。
地
震
地
震
(7
.5
)
18
54
/?
?/
??
 
18
54
/0
6/
15
 
47
0 
47
3 
菌
ヰ
箔
Fh 叫凶 F 中山 V 面市
加減
耐
3 一 」 U 月 T
3
 (9
)
 
,
17
 (3
7)
 
,
16
 (6
26
)
 
22
 (
12
4)
 
,
26
 (3
40
)
 
35
(4
0)
 ,
45
(5
80
) ,
43
(14
) 
31
 (
36
3)
 
安
政
元
年
(太
陽暦
12
月
23
日 )
。五
ツ半
過
ぎ
。
東
海
・ 東
山・
南海
諸道
。
北
緯
34
.0
，
東
経
13
7.
8，
M=
8.
4。
安
政
東
海
地
震
。
福
井
で
は
局
地
的
に
被
害
が
大
き
し
域
内
の
櫓
，
塀
等
大
破
し
，
余
震
は
数
日
続
い
た
。
福
井
市
の
被
害
の
み
で
も
全
壊
37
5戸
，
半
壊
15
3戸
，
圧
死
者
7 名
，
負
傷
者
9 名
と
い
う
。
本
市
で
は
震
度
5 -
6 と
推
定
きれ
る。
7
 
52
8 
。
地
震
(8.
4 )
18
54
/1
1
/0
4 
47
5 
22
(
12
8)
 ,
17
(38
) ,
43
(1
4)
 
安
政
元
年
(
太
陽
暦
12
月
24
日
)
。
申
の
中
刻
。
畿
内
・ 南
海
・
東
山
・
北
陸
・ 東
海
・
山
陰
・
山
陽
道
。
北
緯
33
.0
，
東
経
13
5.
0，
M
=8
. 4
。
安
政
南
海
地
震
。
福
井
は
強
地
震
と記
載
あ
り 。
福
井
領
内
損
害
最
も
多
〈
。
壊
家
37
5。
半
壊
家
15
3。
宮
13
ヶ
所
。
7
 
52
8 
。
地
震
(8.
4)
18
54
/1
1/
05
 
47
6 
43
 (
14
)
 
安
政
元
年
。
安
政
東
海
地
震
。
東
経
=
13
7.
8，
北
緯
=3
4.
1。
福
井
で
は
局
地
的
に
被
害
が
大
き
く
，
城
内
の
槽
，
堀
等
大
破
し
，
領
内
で
壊
家
24
0，
死
4 で
あ
っ
た
。
福
井
市
で
は
震
度
5
-6
と
推
定
き
れ
る
。
4
 
24
0 
。
地
震
(8
.4
)
18
54
/1
2/
23
 
11
47
 
22
 (
13
4)
 
安
政
2 年
(
太
陽
暦
11
月
7
日
)
。
酉
の
刻
。
遠
州
灘
。
北
緯
34
.5
，
東
経
13
7.
75
， M
 =
 7
 .
 
0
 -
7
 .
 
5。
福
井
は
地
震
と
記
載
あ
り
。
22
 (
13
5)
 
,
17
 (3
8)
 
東
経
13
9.
夜
四
ツ
頃
。
江
戸
お
よ
び
付
近
。
北
緯
35
.6
5，
大
野
は
地
震
と
記
載
あ
り
。
。
地
震
(7.
5)
18
55
/0
9/
28
 
48
4 
35
(3
9)
 ,
2(
43
4)
 ,3
(39
) 
19
 (
99
1)
 
安
政
2 年
(
太
陽
暦
11
月
11
日)
。
8,
 
M=
6.
9
:!:
0.
1。
江
戸
地
震
。
安
政
5 年
。
朝
八
ツ
半
時
(
午
前
3時
頃
)
地
震
が
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
余
震
は
頻
発
し
て
10
日
ば
か
り
は
や
ま
ず
。
そ
の
25
日
の
如
き
は
霞
ヶ
城
天
守
閣
東
方
の
銑
を
落
し
丸
岡
町
及
び
金
津
町
な
ど
は
夜
地
震
が
強
<
，
丸
岡
町
の
み
で
も
次
の
被
害
が
あ
っ
た
。
十
軒
町
長
屋
(
藩
の
建
物
で
藩
士
の
住
宅
に
分
貸
せ
し
も
の
)
両
側
と
も
及
び
五
軒
町
に
2 軒
，
金
津
口に
3 軒
，
小
人
町
に
2 軒
の
倒
壊
家
屋
が
あ
っ
た
。
八
幡
町
に
地
割
れ
が
生
じ
そ
こ
よ
り
青
砂
を
出
し
て
噴
水
し
た
。
家
屋
そ
の
他
の
建
物
は
悉
く
傾
き
，
各
家
の
水
が
め
の
水
は
傾
出
し
，
小
器
は
倒
れ
，
特
に
池
つ
ぼ
の
置
場
に
困
っ
た
。
但
し
幸
に
火
事
は
な
か
っ
た
。
各
家
で
は
地
震
よ
け
小
屋
を
作
り
住
む
こ
と
月
余
特
に
3 月
3
日
の
如
き
は
，
大
震
風
雨
の
た
め
小
屋
の
中
は
漏
り
，
住
宅
に
入
れ
ば
地
震
の
恐
れ
が
あ
り
皆
進
退
に
苦
し
ん
だ
。
(
丸
岡
町
史
に
よ
る
)
又
橘
曙
覧
書
簡
集
に
「
夜
地
震
よ
ほ
ど
強
〈
御
座
候
。
大
聖
寺
・
金
津
・ 丸
岡
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
こ
の
地
よ
り
は
強
<
.
民
家
つ
ぶ
れ
候
も
あ
ま
た
こ
れ
あ
る
由
」
と
出
て
い
る
。
7
 
12
 4
 
地
震
(7
. 0
)
地
震
18
55
/1
0/
02
 
18
58
/0
2/
25
 
48
8 
49
6 
22
 (
14
6)
 
,
17
 (3
8)
 
安
政
5 年
(太
陽暦
4 月
9
日 )
。八
、ソ
半こ
ろ。
飛島
町l
・ 越
中
・ 加
賀
・
越
前
。
北
緯
36
.4
，
16
0 
。
地
震
(7.
1 )
18
58
/0
2/
26
 
49
7 
31
(3
63
)
 
,
43
(1
4)
 
東
経
13
7.
2，
M
 =
 7
 .
 
0
 -
7
 .
 1。
大
野
・
勝
山
・
丸
岡
の
震
度
V-
VI
。
丸
岡
で
家
中
・
町
壊
家
30
，
半
壊
13
0，
土
蔵
の
壊
・
半
壊
70
，
城
の
塀
・石
垣
・
櫓
・
門
破
損
。
勝
山
で
本
丸
の
石
垣
崩
れ
，
民
家
の
壁
落
つ
と
い
う
。
41
(4
98
) 
,
17
(3
8)
 
土
蔵
(壊
家
12
，
安
政
6年
。
朝
四
ツ
時
前
大
地
震
，
翌
5
日
余
震
，
そ
の
後
数
日
余
震
統
〈
8，
小
屋
16
，
廊
下
4)
以
後
，
資
料
不
備
に
よ
り
記
載
を
省
略
。
36
(3
34
)
 
慶
応
2年
。
暴
風
雨
で
，
河
原
町
別
荘
御
屋
敷
か
ら
帆
山
一
帯
一
面
の
川
と
な
り
，
ま
た
，
佐
久
間
家
の
表
か
ら
村
国
一
帯
に
も
濁
流
が
押
し
寄
せ
，
縁
の
上
1尺
余
り
も
水
に
つ
か
っ
た
。
一
方
瓜
生
方
面
は
堤
防
が
切
れ
た
ら
し
く
，
五
郎
丸
ま
で
一
面
に
河
原
と
な
り
，
白
鬼
女
村
は
村
の
真
ん
中
に
大
川
が
で
き
，
そ
の
川
幅
は
お
よ
そ
2丈
も
あ
っ
た
。
五
郎
丸
で
は
家
の
棟
ま
で
水
に
つ
か
り
，
諸
道
具
は流
され
，
家
も
流
失
し
，
水
か
さ
は
橋
の
上
3尺
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
た
め
，
越
前
の
御
高
10
万
石
ほ
ど
が
流
失
し
た
。
(
佐
藤
仁
右
衛
門
文
書
)
12
 
17
 
16
 
地
震
風
雨
18
59
/1
1/
04
 
18
66
/0
5/
15
 
50
4 
51
2 
16
 (
29
)
 
慶
応
2年
。
大
雨
で
日
野
川
が
氾
濫
し
た
。
瓜
生
で
日
野
川
堤
防
が
約
10
0m
決
壊
し
，
上
鯖
江
・
五
郎
丸
・定
次
・
有
定
・
上
河
端
の
家
は
床
上
浸
水
，
一
面
湖
と
な
る
。
家
3戸
・小
屋
・回
畑
が
流
さ
れ
た
。
上
鯖
江
と
日
野
川
堤
防
の
間
て
噴
水
位
は
約
2m
'こ
達
した
。
3
 
5
 
風
雨
18
66
/0
5/
15
 
51
4 
国間
同ロ 川相 ・ 国
主
33
(2
61
) 
,
45
(5
80
) ,
10
(2
5)
 
慶
応
2年
。
洪
水
。
山
崩
れ
あ
り
，
疋
田
に
も
大
山
崩
れ
あ
り
。
一
大
岩
石
を
押し
，
流
し
山
の
途
中
で
止
る
。
こ
の
た
め
分
水
し
て
疋
田
の
民
家
は
大
害
を
免
れ
る
。
今
そ
の
岩
を
大
岩
権
現
と
称
す
。
14
 
風
雨
崖
崩
れ
18
66
/0
5/
15
 
51
6 
料弘
司
・ 園
調
8(
68
1)
 
慶
応
2年
。
大
洪
水
に
よ
り
今
泉
川
川
欠
。
盆
四
ツ
時
よ
り
大
雨
に
な
り
，
同
夜
四
ツ
ま
で
，
風
は
卯
の
方よ
りl
吹
き
，
夜
九
ツ
前
か
ら
辰
巳
に
ま
わ
り
未
曾
有
の
大
風
に
な
った
とい
う
。
台
風
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
油
木
は
大
方
吹
折
れ
に
な
り
，
そ
の
後
の
豪
雨
で
山
崩
13
ヶ
所
，
潰
口
の
総
幅
10
7間
，
団
地
流
失
9
ヶ
所
，
潰
地
62
6坪
。
土
砂
流
入
4
ヶ所
10
2坪
，
石
垣
崩
壊
24
ヶ
所
総
延
長
39
4聞
に
な
っ
た
と
い
っ
。
15
 
風
雨
崖
崩
れ
18
66
/0
8/
07
 
52
0 
ー lH
CA
P-
-
骨訪
中
36
 (
33
4)
 
慶
応
2年
。
8月
15
日か
ら
暴
風
雨
と
な
り
，
17
日
に
は
堀
川
の
家
3軒
流
失
，
新
河
原
町
の
家
は
全
部
縁
上
2，
3尺
，
多
い
と
こ
ろ
は
5尺
も
浸
水
し
た
。
橋
の
上
5尺
も
水
が
乗
り
，
新
在
家
・芝
原
よ
り
西
は
釘
貫
藤
兵
衛
の
と
こ
ろ
ま
で
凡
そ
34
、
5q
汗
一
面
の
川
と
な
り
，
大
風
で
多
く
の
大
木
も
倒
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。(
浅井
家文
書)
3
 
16
 
風
雨
18
66
/0
8/
15
 
52
1 
49
(6
90
) 
慶
応
3年
。
8
月
7
日
大
雨
。
九
ツ
よ
り
8
日
昼
大
雨
風
。
石
畠
黒
山
北
ノ
方
へ
墓ー
塔
山
よ
り
貝
水
大
出
水
に
つ
き
村
中
苗
片付
。
8
日
千
町
ヶ
沖
布
施
田
村
水
戸
破
れ
並
び
に
山
岸
水
間
大
破
れ
為
寄
村
伝
右
エ
門
越
ま
で
水
際
越
し
申
候
と
記
載
あ
り
。
17
 
風
雨
18
67
/0
8/
07
 
52
4 
12
 (
32
4)
 
明
治
3年
。
古
今
未
聞
の
暴
風
雨
，
山
崩
れ
が
大
損
害
を
与
え
た
。
川
上
で
民
家
流
失
20
余
戸
山
林
山
林
田
畑
が
7，
8害
IJ壊
滅
し
た
。
経
蔵
が
つ
ぶ
れ
て
水
淡
り
に
な
り
大
般
若
経
12
0巻
が
10
巻
を
残
し
て
他
は
だ
め
に
な
っ
た
。
20
 
10
 
風
間
崖
崩
れ
18
70
/0
8/
07
 
53
0 
30
 (1
07
)
 
,
15
 (2
8)
 
崖
墜
ち
，
岩
石
飛
ぶ
。
壊
屋
後
の
山
俄
然
と
し
て
崩
れ
，
38
 (
62
6)
 
4
月
下
旬
か
ら
の
強
雨
明
治
12
年
。
朝
。
霜
雨
降
り
続
き
，
家
1戸
。
死
者
2。
負傷
-者
20
あ
い
つ
い
で
μ大
洪
水
が
起
こ
っ
た
。
明
治
14
年
。
新
置
の
福
井
県
で
，
2
 
l
 
3
 
。
風
雨
崖
崩
れ
風
雨
18
79
/0
8/
14
 
18
81
/0
5/
07
 
54
1 
54
4 
てフ
k源
地
域
の
堆
雪
が
一
時
に
融
け
，
5 月
7
日
に
は
つ
い
に
膨
張
し
，
九
頭
竜
川
で
は
大
洪
水
と
な
っ
た
。
石
黒
県
令
が
，
8 ，
163
円
余
の
官
費
補
助
を
求
め
た
文
書
に
よ
る
と
，
被
害
村
は
大
野
，
吉
田
，
坂
井
の
3 郡
35
ヶ
村
に
及
ん
だ
。
ち
な
み
に
民
費
支
出
金
は
l 万
30
00
余
円
を
見
込
ん
で
い
る
(
明
治
14
年
「公
文録
J)
。
38
 (
62
6)
 ,
38
 (1
29
) 
48
 (
49
9)
 ,
41
 (
49
8)
 
4
日
に
は
足
羽
・
九
頭
竜
の
両
川
の
堤
防
が
決
壊
し
大
洪
水
明
治
14
年。
2
日'
哀悶
があ
り，
と
な
り
，
死
者
7 人
を
出
し
た
。
7
 
。
風
雨
18
81
/0
7/
02
 
54
5 
32
 (
23
) 
,
31
 (3
50
) 
38
 (
62
6)
 
明
治
14
年
。
暴
風
雨
。
洪
水
。
下
馬
堤
防
決
壊
流
失
家
屋
11
死
者
3 名
。
明
治
14
年。
13
日
の
台
風
で
は
，
若
狭
地
方
の
各
河
川
が
氾
濫
し
大
洪
水
と
な
った
。
14
年
度
の
県
費
中
の
治
水
費
は
5 万
50
00
余
円
で
，
道
路
橋
梁
lt
の
2 万
40
00
余
円
，
町
村
土
木
費
補
助
の
14
00
余
円
を
合
わ
せ
る
と
8 万
余
円
と
な
り
，
14
年
度
県
決
算
総
額
の
3 割
弱
に
達
し
た
。
3
 
11
 
。 。
風
雨
風
雨
18
81
/0
9/
13
 
18
81
/0
9/
13
 
54
6 
54
7 
識
ヰ
猫
打
討
F 中山 VE 津知
鵬、
)-
」
UF
T
48
 (
49
9)
 
圧
死
者
を
出
せ
り
。
明
治
17
年
。
暴
風，
+
 
。
風
雨
18
84
/0
8/
25
 
55
2 
48
(4
99
) 
16
 (
29
) 
圧
死
者
数
名
を
出
す
，
福
井
市
街
も
殆
と
・
浸
水
せ
り
。
明
治
18
年
。
上
鯖
江
で
日
野
川
堤
防
が
決
壊
し
，
有
定
ゃ
い
く
つ
か
の
集
落
は
海
中
の
島
の
よ
う
に
な
り
，
水
回
数
10
ha
が
荒
地
と
な
り
，
大
野
で
20
ha
余
り
が
浸
水
し
，
苗
腐
れ
と
な
った
。
明
治
18
年
。
暴
風雨
，
諸
川
百長
没，
十
17
 
風
雨
18
85
/0
6/
30
 
55
6 
38
 (
62
7)
 
明
治
18
年
。
台
風
に
よ
り
九
頭
竜
川
を
は
じ
め
諸
河
川
が
決
壊
し
，
福
井
県
下
は
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
被
害
状
況
は
，
流
失
家
屋
1 ，
36
3戸
，
堤
防
決
壊
32
， 00
0問
，
耕
地
被
害
54
8町
歩
，
道
路
の
破
損
は
4 万
間
，
橋
梁
の
破
損
は
1 ，
00
0架
に
の
ぼ
り
，
水
害
の
被
害
総
額
は
41
万
円
に
達
し
た
。
復
旧
費
75
， 00
0円
の
内
訳
は
，
国
庫
補
助
の
21
， 00
0余
円
，
新
た
に
徴
収
す
る
地
方
税
16
， 00
0余
円
，
さ
ら
に
越
前
若
狭
縦
貫
の
新
道
関
盤
費
か
ら
の
37
， 00
0余
円
で
あ
っ
た
。
不
景
気
と
土
木
賀
の
地
方
費
に
よ
る
負
担
で
，
県
民
の
困
弊
は
い
っ
そ
う
深
刻
化
し
た
。
県
会
で
は
，
河
川
道
路
は
政
府
の
所
有
で
あ
る
の
に
，
工
事
費
用
を
地
方
費
で
負
担
す
る
と
い
う
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
と
し
て
，
土
木
費
の
国
庫
支
弁
を
建
議
し
て
い
る
。
13
63
 
5
 
。
風
雨
風
雨
18
85
/0
7/
02
 
18
85
/0
7/
03
 
56
0 
56
1 
明治
18年
。
月
日
不
詳
。
秋
。
降
雨
多
く
大
洪
水
と
な
る
。
嘉
永
5 年
以来
32年
ぶり
の出
水。
I 2
5 
(7
16
)
 
氾
濫
の
地
域
広
<
，
川
西
地
方
は
冠
水
の
た
め
稲
作
大
減
収
。
冠
水
聞
は
7 分
作
。
農
民
の
請
願
陳
情
に
よ
っ
て
堤
防
補
修
の
た
め
国
庫
の
補
助
を
受
け
，
川
西
地
方
の
治
水
問
題
の
論
議
俄
然
高
ま
る
。
岸
水
地
籍
に
量
水
標
を
立
て
九
頭
竜
川
の
水
位
の
観
ìRIJ
と
県
内
各
地
雨
量
の
測
定
こ
の
年
よ
り
始
ま
る
。
17
 
風
間
18
85
/0
9/
??
 
56
3 
48
(4
99
) 
明
治
19
年
。
暴
風
雨
，
圧
死
者
あ
り
。
十
。
風
雨
18
86
/0
9/
25
 
56
6 
48
(4
99
)
 
溺
死
者
数
名
。
明
治
19
年
。
暴
風
雨
，
+
 
。
風
間
18
86
/1
1/
18
 
56
7 
48
 (
49
9)
 
37
(7
7 ,
82
) 
ì~~
死
数
名
を
出
せ
り
。
日
付
不
詳
。
豪
悶
に
よ
る
山
地
崩
壊
多
し
。
集
中
豪
雨
流
失
家
屋
5 戸
(
二
ツ
明
治
19
年
。
汽
船
朔
鳳
丸
暴
風
波
に
会
し
て
船
体
破
壊
，
明
治
20
年。
屋)
。
+
 
5
 
。 15
 
風
雨
風
雨
崖
崩
れ
18
86
/1
1/
27
 
18
87
/0
6/
??
 
56
8 
57
0 
2
(5
68
)
 
明
治
24
年
。
朝
6時
40
分
に
発
生
し
た
。
濃
尾
地
震
。
県
内
で
も
奥
越
で
は
相
当
の
被
害
が
で
た
が
，
芦原
、で
は
町
民
が
朝
食
の
茶
碗
も
箸
も
投
げ
だ
し
て
外
に
飛
び
出
し
た
と
い
わ
れ
る。
しか
し
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
，
北
本
堂
と
宮
前
の
間
で
竹
竿
が
届
か
ぬ
ほ
ど
深
い
亀
裂
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
4
 
地
震
18
91
/1
0/
02
 
58
7 
17
 (
39
) 
明
治
24
年。
仙
台
以
北
を
除
き
日
本
中
震
動
を
感
ず
，
震
災
地
を
通
じ
死
72
73
，
全
壊
80
00
0，
其
の
他
の
建
物
を
合
わ
せ
ば
14
21
77
軒
，
出
火
あ
り断
層
著
し
く
岐
阜
に
て
余
震
十
余
年
間
続
<
 (北
緯
36
.10
，
東
経
13
6.
10
)。
。
地
震
18
91
/1
0/
28
 
58
9 
22
(1
64
)
 
,
3(
40
) 
30
(1
16
)
 
,
32
(24
) ,
35
(40
) 
36
(6
88
)
 
,
38
(6
27
) 
42
(3
42
) 
,
47
(95
9) 
41
(4
98
)
 
,
48
(50
0)
 
明
治
24
年。
6時
38
分
50
秒
。
北
緯
35
.6，
東
経
13
6.
6，
M=
8.
0。
波
尾
地
震
。
福
井
震
度
v
 -
VI
o
 
ì農
尾
地
震
に
お
け
る
福
井
県
下
の
被
害
状
況
。
11
月
5
日
，
福
井
県
庁
に
て
詳
細
な
る岡
県
下
各
郡
震
災
被
害
取
調
を
な
し
た
る
に
，
人
家
の
全
壊
57
2戸
，
半
壊
54
8戸
，
破
損
2，
74
0戸
，
土
蔵
の
全
壊
26
9，
半
壊
24
3，
納
屋
全
壊
12
6，
半
壊
40
，
即
死
11
人
，
負
傷
65
人
な
り
し
と
。
11
 
11
20
 
。
地
震
(8.
0)
18
91
/1
0/
28
 
59
0 
国一同
時ロ
16
(2
9)
 
明
治
26
年
。
7月
28
日よ
り
3
日
間
大
問
。
大
野
で
水
田
は
湖
と
な
っ
た
。
7月
29
日，
河
和
田
川
の
氾
濫
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
，
多
くの
田
畑
が
流
さ
れ
た
。
北
中
で
家
が
2戸
全
半
壊
に
な
っ
た
。
2
 
5
 
風
雨
18
93
/0
7/
28
 
60
0 
判制
・国
主
49
 (6
90
)
 
小
幡
門
前
弥
吉
，
石
畠
一
林
吉
之
坂
下
元
蔵
。
明
治
26
年
。
夜
。
大
風
。
全
壊
家
石
橋
大
道
吉
三
郎，
E力，
為
寄
一
高
木
幸
助
。
半
壊
家
浜
別
所
一
桶
屋
由松
，
6
 
17
 
風
雨
18
93
/1
2/
24
 
60
1 
。 料
品却
・ 園
調
48
 (
50
1
)
 
32
 (
24
)
 
死
傷
者
を
出
せ
り
。
明
治
27
年
。
暴
風
雨
。
此
の
日南
風
強
〈
午
後
l時
頃よ
り
ま
す
ま
す
烈
し
く
午
後
811寺
頃
に
暴
風
雨
に
変
じ
て
最
強
風
力
21
米
，
全
壊
の
家
あ
り
，
屋
根
を
取
り去
ら
れ
た
る
家
も
あ
り，
家
屋
の
損
害
，
田
畑，
樹
木
の
被
害
相
当
大
で
あ
っ
た
。
明
治
27
年
。
管
内
暴
風
雨
，
+
 
。 17
 
風
雨
風
雨
18
94
/0
9/
10
 
18
94
/0
9/
21
 
60
5 
60
7 
談 山 市
48
 (50
2)
 
道
路
・船
舶
・家
屋
等
被
明
治
28
年
。
丹
生
・南
条
。
敦
賀
郡
の
沿
岸
，
暴
風
波
浪
湧
溢
し
，
害
多
し。
丹
生
郡
梅
浦
就
中
甚
し
し
死
傷
者
を
出
せ
り
。
+
 
。
風
雨
18
95
/0
1/
29
 
61
0 
48
(5
02
)
 
15
 (28
)
 
坑
夫
36
名
埋
没
す
。
明
治
28
年
。
日付
不
詳
。
大
風
間
。
30
0年
来
の
大
洪
水
。
鞍
谷
川1
，月
尾
川
氾
濫
流
出
家
屋
あ
り。
新
橋
に
て
床
上
5尺
の
浸
水
。
岡
太
神
社
後
な
ど
山
崩
れ
多
数
発
生
。
流
出
田
畑
多
数
あ
り被
害
甚
大
。
明
治
28
年
。
敦
賀
郡
東
浦
村
に
て
鉄
道
線
12
号
墜
道
崩
壊
，
36
 
14
 3
 
崖
崩
れ
風
間
崖
崩
れ
18
95
/0
3/
06
 
18
95
/0
7/
??
 
61
2 
61
6 
14
(3
87
)
 
,
37
(82
) 
46
(1
20
4)
 
明
治
28
年
。
日付
不
詳
。
7月
末
大
水
害
あ
り
。
大
鵠
目
は
戸
数
78
戸
渓
谷
に
一
部
落
を
な
し
た
りし
が
，
連
日
の
降
雨
に
土
砂
崩
壊
し
て
巨
木
を
倒
し
，
家
屋
埋
没
し
て
死
者
12
名
を
出
す
に
至
れ
れ
之
を
救
助
せ
ん
と
す
る
も
日
野
川
増
水
し
て
田
畑
に
氾
濫
し
一
面
の
泥
海と
化
し
て
容
易
に
渡
渉
す
る
を
得
ず
。
水
泳
熟
達
の
壮
者
援
飯
を
頭
上
に
結
び
付
け
濁
流
を
お
し
て
猛
進
す
る
の
有
様
な
り
き
。
水
収
ま
り
て
死
者
を
収
容
す
る
に
数
尺
の
地
下
に
尋
ね
当
て
た
る
も
の
す
ら
あ
り
き。
愛
宕
町
城
ヶ
端
も
水
深
<
2戸
流
失
せ
り
。
大
鶴
自
は
三
新
田
の
住
民
に
等
しく
木
地
屋
の
居
留
り
し
も
の
な
る
べき
か
。
水
害
後
全
部
今
庄
へ
移
住
し
て
部
落
を
失
へ
り。
12
 
15
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) 
明
治
28
年。
7月
10
日
よ
り
降
り
始
め
た
森
雨
は
8月
4
日
ま
で
続
き
，
日
毎
に
増
水
し
，
)11 
西
地
方
で
も
川
沿
い
の
村
々
は
床
上
浸
水
1尺
か
ら
2尺
位
は
珍
し
く
な
し
田
畑
の
冠
水
の
た
め
に
夙
夜
恐
れ
お
の
の
き
心
の
安
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
江
上
・
御
所
垣
内
・
島
山
梨
子
。
布
施
回
・
小
尉
・
円
納
の
冠
水
田
は
半
作
の
と
こ
ろ
が
多く
，
水
難
擢
災
者
に
は
，
皇
室
よ
り
御
下
賜
が
あ
り
，
政
府
よ
り
は
約
10
%の
荒
地
免
租
・
水
害
補
助
金
の
交
附
・
貸
与
金
の
支
給
・
食
糧
と
種
籾
の
下
附
な
ど
特
別
緊
急
措
置
が
と
ら
れ
た
。
明
治
28
年
洪
水
に
よ
る
越
前
の
損
害
の
合
計
は
死
者
と
行
方
不
明
約
1，
00
0人
。
住
家
の
全
壊
20
0戸
。
半
壊
建
物
l万
軒
。
堤
防
決
壊
10
万
問
。
田
畑
の
流
失
と
冠
水
8万
町
歩
。
流
失
家
屋
50
0棟
。
浸
水
家
屋
5万
棟
。
橋
の
流
失
1，
40
0橋
そ
の
延
長
7，
60
0問
。
10
00
 
10
70
0 
17
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前哨
寸滴
打針
3 ・引
田漂
いが
瑚
S - 」 NT
2(
56
4)
 
明
治
28
年。
7月
20
日
か
ら
梅
雨
末
期
の
前
線
の
活
動
で
間
断
な
く
降
り
続
き
，
28
日
午
後
か
ら
風
を
伴
っ
て
一
層
激
し
く
な
り
，
河
川
は
増
水
の
度
を
早
め
，
30
日
朝
に
至
っ
て
つ
い
に
濁
流
が
怒
涛
の
よ
う
に
堤
防
を
越
え
，
決
壊
し
て
一
気
に
橋
を
押
し
流
し
，
道
路
を
水
没
さ
せ
，
田
畑
を
覆
い
，
加
え
て
家
屋
を
倒
壊
せ
し
め
流
失
さ
せ
た
。
8
月
5
日
に
な
っ
て
九
頭
竜
)11
は
そ
の
度
を
一
層
激
し
く
し
，
被
害
区
域
は
1市
13
1ヶ
町
村
に
渡
り
，
流
域
住
民
の
損
害
は
さ
ん
た
ん
た
る
も
の
で
県
下
末
曽
有
の
一
大
天
災
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
洪
水
で
三
国
港
湾
も
被
害
を
う
け
た
。
芦
原
の
平
野
部
で
土
が
見
え
た
の
は
下
番
の
福
岡
寺
と
春
日
神
社
の
境
内
だ
け
で
他
は
こ
と
ご
と
く
床
上
に
浸
水
し
，
低
い
所
で
は
ツ
シ
(
薬
屋
の
天
井
)
に
届
く
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
舟
津
の
春
日
神
社
か
ら
坂
井
平
野
を
見
渡
す
と
一
面
の
濁
水
の
海
で
，
あ
た
か
も
太
古
の
未
開
時
代
を
再
現
し
た
か
と
思
わ
れ
た
。
山
方
の
各
区
は
炊
出
し
を
し
て
里
方
の
被
災
者
に
川
丹
で
握
り
飯
を
配
り
，
各
家
に
屋
根
裏
の
三
角
窓
か
ら
ソ
ウ
ケ
を
出
し
て
受
取
っ
た
と
い
う
。
本
荘
の
福
円
寺
境
内
で
も
炊
出
し
を
行
っ
た
。
掘
江
十
楽
，
願
成
寺
の
過
去
帳
に
当
時
の
水
害
の
様
子
が
記
し
て
あ
る
。
4
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明
治
28
年
。
7月
20
日
土
用
入
以
来
雨
多
ク
シ
テ
殆
ン
ト
虚
日
ナ
ク
恰
モ
微
雨
ヲ
持
続
シ
タ
ル
モノ
，如
ク・
・・
24
日
ニ
至
リ
強
風
雨
交
々
起
リ
夜
半
ヨ
リ
翌
25
日
マ
テ
暴
風
激
雨
ト
ナ
リ
・
・
・
28
日
午
後
3時
頃
ヨ
リ
更
ニ
暴
雨
ト
ナ
リ
加
フ
ル
ニ
夜
ニ
入
リ
西
南
ノ
強
風
ヲ
起
シ
其
勢
頗
ル
急
激
29
日
午
前
5時
ニ
至
リ
河
水
忽
然
ト
シ
テ
増
加
シ
・
・
・
連
日
降
雨
断
続
シ
水
量
ノ
増
減
定
マ
ラ
ス
更
ニ
水
平
ニ
復
ス
ル
ノ
模
様
ナ
リ
キ
ニ
由
リ
人
心
悔
々
恐
怖
ニ
沈
タ
リ
シ
カ
猶
又
8月
5
日
ニ
至
リ
強
雨
激
シ
ク
九
頭
竜
川
ノ
如
キ
ハ
之
カ
為
メ
今
回
水
災
中
ノ
最
高
位
ヲ
占
ム
ル
ニ
至
。
(
明
治
28
年
7・
8月
福
井
県
水
害
景
況
)
こ
の
よ
う
に
数
日
間
に
波
る
出
水
の
被
災
地
域
は
広
大
で
，
河
川
の
水
位
は
8月
7
Bに
な
っ
て
よ
う
や
く
減
水
傾
向
に
な
る
と
い
う
状
態
て
\
í9
郡
1市
(
遠
敷
・
大
飯
ノ
2郡
ノサ
日へ
ス)
13
1町
村
1，
15
1大
字
ニ
亘
り
12
9河
川
3湖
」
に
及
ん
だ
と
い
う
。
敦
賀
郡
と
南
条
郡
で
と
く
に
被
害
が
甚
大
で
，
両
郡
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
13
2人
，
建
造
物
の
流
失
・
全
壊
・
埋
没
は
52
7戸
で
，
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
7割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
道
路
の
決
壊
・
破
損
は
今
立
郡
が
2，
63
4ヶ
所・
36
，7
23
関
，
橋
梁
の
流
出
も
今
立
郡
が
26
1ヶ
所
・
2，
62
0間
，
回
の
損
害
は
坂
井
郡
が
48
，3
28
石
，
畑
の
損
害
は
足
羽
郡
が
81
万
5，
28
5:
:t
'l
でそ
れぞ
れ第
11
立
を
占
め
て
お
り
，
大
河
川
の
流
域
が
大
き
な
打
撃
を
う
け
て
い
る
。
被
害
総
額
の
1，
03
8万
5，
68
1円
は，
28
年
度
の
福
井
県
予
算
額
32
万
9，
00
0余
円
の
実
に
31
倍
強
に
あ
た
る
。
13
2 
52
7 
。
風
雨
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明
治
28
年
。
7月
24
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
，
夜
に
な
っ
て
も
や
ま
ず
，
翌
日
か
ら
30
日ま
で
連
続
の
降
雨
と
な
っ
た
。
28
日
午
後
3時
頃
か
ら
豪
雨
と
な
り
，
翌
29
日
10
時
頃
ま
で
降
り
続
き
，
そ
の
後
小
降
り
と
な
っ
た
が
，
30
日
午
前i
2時
か
ら
正
午
ま
で
，
ま
た
ま
た
大
豪
雨
と
な
り
，
日
野
川
は
29
日
朝
か
ら
水
か
さ
を
増
し
，
30
日
に
は
平
水
よ
り
4.
5m
も
増
水
し
，
帆
山
55
 
74
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橋
は
西
端
約
40
mに
わ
た
っ
て
陥
没
流
失
し
た
。
大
門
河
原
及
び
万
代
橋
と
馬
上
免
橋
(
豊
橋
)
問
の
堤
防
が
2 ヶ
所
も
決
壊
し
た
。
武
生
町
は
行
松
，
松
森
方
面
か
ら
の
流
水
に
よ
っ
て
浸
水
し
，
特
に
大
門
河
原
・ 旭
町
は
，
水
つ
き
が
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
翌
30
日
は
，
ま
た
大
雨
に
な
り
，
万
代
橋
は
両
端
が
流
失
し
た
。
31
日
は
，
晴
天
と
な
っ
た
が
8 月
1
日
再
ぴ
大
雨
と
な
り
，
各
地
に
腕
l病
・
疫
痢
・ 赤
痢
・
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
。
農
村
で
は
米
が
八
分
作
と
な
り
，
米
価
は
3 円
70
銭
か
ら
90
銭
と
高
く
な
っ
た
。
被
害
の
主
な
も
の
は
，
南
条
郡
で
死
者
55
人，
負
傷
者
11
名
，
家
屋
流
失
26
戸
，
全
壊
24
戸
，
埋
没
24
戸
で
，
南
条
郡
に
お
い
て
は
河
野
村
大
谷
，
今
庄
村
大
儀
自
の
山
崩
れ
が
最
も
悲
惨
で
bあ
っ
た
。
こ
の
水
害
で
，
両
陛
下
か
ら
2 千
円
の
御
見
舞
金
が
あ
り
，
特
に
片
岡
侍
従
を
差
し
遣
わ
さ
れ
，
南
条
郡
，
今
立
郡
の
被
災
地
を
巡
回
し
て
見
舞
わ
れ
た
。
県
は
た
だ
ち
に
4 千
余
石
の
食
糧
救
助
と
，
中
央
貯
蓄
金
5 万
3 千
余
円
の
支
給
を
し
た
。
そ
の
外
，
篤
志
家
の
救
助
米
義
摘
金
も
多
額
に
の
ぼ
っ
た
。
国一即
時四
料
部
・ 因
調
川部 ・ 国
主
明治
28
年
。
暴
風
雨
，
諸
川
暴
波
，
管
下
遠
敷
・ 大
飯
2 郡
を
除
く
の
外
未
曾
有
の
被
害
あ
り
。
I 4
8 
(5
02
) 
先
ず
人
畜
の
損
傷
は
19
1名
，
内
訳
死
者
11
9名
・
行
方
不
明
28
名
・ 負
傷
44
名
を
出せ
しが
，
就
中
山
岳
崩
壊
の
為
め
，
南
条
郡
河
野
村
大
谷
・
同
郡
今
庄
村
大
鶴
自
・敦
賀
郡
東
浦
村
阿
曾
・
杉
津
横
涜
・ 大
比
国
・
同
郡
松
原
村
常
宮
等
に
於
て
惨
死
し
た
る
も
の
総
数
の
9 筈
IJ以
上
に
達
し
，
な
お
大
野
・ 吉
田
・ 今
立
・
福
井
の
都
市
に
も
溺
死
者
を
出
し
，
畜
牛
の
死
傷
亦
3 頭
あ
り
。
人
家
そ
の
他
建
物
の
損
亡
は
3 万
49
00
除
の
中
流
失
35
0 ・
全
壊
23
0余
，
埋
没
11
0，
半
壊
77
0余
・ 破
損
25
58
，
浸
水
3 万
90
0余
に
及
び
，
堤
塘
の
破
壊
は
決
壊
18
00
余
ヶ
所
延
長
9 万
30
00
余
間
，
破
損
16
00
余
ヶ
所
・
延
長
3 万
80
00
余
問
，
道
路
は
決
壊
14
10
ヶ
所
・
延
長
5 万
40
00
余
間
，
破
損
57
00
余
ヶ
所
・
延
長
17
万
13
00
余
問
，
橋
梁
は
流
失
14
00
余
ヶ
所
・
長
76
00
余
間
，
破
損
14
00
余
ヶ
所
・
延
長
40
00
余
間
，
用
悪
水
路
の
決
壊
破
損
26
00
余
ヶ
所
・
延
長
12
万
50
00
余
間
，
堰
盛
の
決
壊
破
損
65
0余
ヶ
所
，
樋
悶
は
向
68
0 ヶ
所，
三
国
港
湾
決
壊
破
損
を
生じ
，
山
岳
崩
壊
に
至
り
て
は
惨
害
殊
に
甚
し
し
そ
の
個
所
32
00
ヶ
所
に
近
(
，
就
中
南
条
・
敦
賀
2 郡
そ
の
9 割
を
占
め
た
り
。
田
畑
の
被
害
は
荒
地
田
畑
36
00
余
町
，
不
毛
田
畑
85
0余
町，
浸
水
1 万
65
00
余
町
，
田
畑
生
毛
は
回
に
あ
り
て
17
万
20
00
余
石
，
畑
に
約
25
0万
貫
の
見
積
高
を
算
せ
り
。
鉄
道
は
刃
根
・
金
ヶ
崎
聞
に
破
壕
あ
り
，
工
事
区
域
に
あ
り
て
は
丹
生
・
今
立
・
南
条
郡
内
に
築
堤
橋
梁
の
破
壊
10
0余
ヶ
所
に
及
ぴ
た
り
。
14
7 
14
60
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明
治
28
年。
7
月
28
日
-3
0
日
に
は
，
若
狭
の
一
部
を
除
く
県
内
全
域
に
わ
た
り
，
明
治
期
最
大
の
風
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
死
者
11
9人
・
行
方
不
明
28
人
に
上
り
，
南
条
郡
河
野
村
・今
庄村
，
敦
賀
郡
東
浦
村
・松
原
村
で
の
死
傷
者
が
目
立
っ
た
。
浸
水
家
屋
3 万
90
0余
戸
，
道
路
・
堤
防
・
橋
梁
の
決
壌
が
甚
だ
し
く
，
田
畑
の
浸
水
1 万
6 ，
50
0余
町
に
及
ぶ
と
い
う
大
被
害
を
出
し
た
。
14
7 
。
風
雨
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明
治
28
年
。
7 月
28
日一
8 月
5
日。
暴
風
雨
，
足
羽
川
大
増
水
。
浸
水
家
屋
53
13
戸
，
焚
出
米
36
石
1 斗
1 升
9 合
，
給
与
人
員
1 万
50
2人
，
食
糧
給
与
11
9石
3 升
5 合
，
給
与
人
員
3
万
62
20
人
17
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明
治
28
年
。
連
日霜
雨，
28
日
午
後
に
至
っ
て
暴
悶
と
な
り
，
29
日
午
前
5 時
ご
ろ
，
木
芽
・
疋
田
. a&
: 
.
黒
河
等
の
諸
) 11
は
暴
援
し
て
，
堤
防
は
決
壊
し
，
濁
流
は
治
天
の
勢
い
を
も
っ
て
全
部
に
氾
援
す
。
橋
梁
落
ち
，
道
路
破
壊
し
，
田
岡
流
亡
し
，
家
屋
は
倒
壊
流
失
し
，
あ
る
い
は
混
濁
せ
る
激
流
軒
を
没
す
。
そ
の
屋
材
家
具
の
流
失
す
る
も
の
数
う
べ
か
ら
ず
。
し
か
の
み
な
ら
ず
，
朝
来
山
岳
鳴
動
し
，
至
る
処
崩
壊
あ
り
，
山
i朝
湧
出
し
て
樹
を
抜
き
，
巨
石
土
砂
を
流
し
，
田
園
家
屋
を
埋
没
し
，
人
名
を
損
傷
す
。
わ
ず
か
に
身
を
も
っ
て
の
が
れ
た
る
も
の
は
屋
上
に
す
が
り
付
き
た
る
ま
ま
，
家
屋
と
と
も
に
海
上
に
押
し
流
さ
れ
，
辛
く
し
て
一
命
を
得
14
 
風
雨
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た
る
者
あ
り
。
タ
芸
IJ よ
り
悶
少
し
く
止
み
，
善
<
30
日
午
前
3時
ご
ろ
よ
り
半
減
し
た
り
し
も
，
朝
来
再
び
増
水
し
て
昨
日
の
如
し
。
下
午
よ
う
や
く
減
退
す
。
さ
れ
ど
雨
な
お
止
ま
ず
，
堤
防
・
の
決
壊
容
易
に
堰
君主
す
べ
か
ら
ず
。
8 月
7
日に
至
り，
天
候
平
}I原
に
復
し，
ょ
う
や
く
退
水
す
。
お
よ
そ
今
回
の
被
害
は
全
部
に
わ
た
り
て
，
わ
ず
か
に
敦
賀
町
の
一
部
蓬
来
・
末
広
・
入
船
の
3 区
を
除
き
，
そ
の
他
の
99
字
は
，
そ
の
度
に
お
い
て
深
浅
あ
り
と
い
え
ど
も
，
皆
損
害
を
こ
う
む
り
た
り
。
死
者
9 ，
行
方
不
明
34
，
赤
萩
に
て
l 戸
流
失
。 I
8
(5
7)
 
16
 (
29
)
 
民
家
9 ，
社1
，
明
治
28
年
。
上
鯖
江
で
日
野
川
堤
防
が
決
壊
し
，
水
位
は
人
の
背
丈
に
達
し
た
。
有
定
の
人
々
は
鯖
江
の
寺
に
避
難
し
た
。
上
流
か
ら
根
こ
そ
ぎ
の
大
木
・
家
・
家
財
・
木
材
が
流
れ
て
き
た
。
田
畑
に
土
砂
が
流
入
し
，
復
旧
に
数
年
か
か
っ
た
。
明
治
28
年
。
大
谷
浦
山
崩
，
43
 
11
 
15
 5
 
風
雨
崖
崩
れ
風
雨
18
95
/0
7/
30
 
18
95
/0
7/
31
 
11
48
 
62
7 
46
 (
10
31
)
 
明
治
28
年
。
日
付
不
詳
。 浸
水
家
屋
100
軒，
学
校
は
床
上
5 尺
に
達
し
て
書
類
を
流
失
し
校
舎
大
破
す
。
流
失
家
屋
3 戸
，
聖
橋
も
流
失
し
，
田
畑
50
町
歩
浸
水
す
。
商事
官制
打仕
与が
皿漂
いが
鵬、
)ミ
NT
32
(2
4)
 ,
28
(12
9) 
明
治
28
年
。
大
洪
水
。
連
日
の
降
雨
で
足
羽
川
増
水
し
堤
防
を
乗
り
越
す
状
態
に
な
っ
た
。
村
役
場
吏
員
始
め
関
係
区
民
一
同
防
水
に
務
め
た
が
，
其
の
効
な
く
5
日
下
毘
沙
門
，
中
島
問
3 ，
40
間
欠
壊
し
，
濁
流
渦
を
巻
き
て
一
時
に
押
し
寄
せ
中
毘
沙
門
，
中
島
，
下
東
郷
は
一
面
の
泥
海
と
化
し
，
交
通
社
絶
人
家
に
浸
水
し
施
す
べ
き
術
も
な
く
，
唯
恐
れ
お
の
の
く
有
様
で
あ
っ
た
。
数
日
に
て
減
水
し
た
け
れ
ど
も
，
以
前
の
緑
田
は
泥
田
と
な
り
，
耕
地
は
一
変
し
て
河
原
と
化
し
，
其
の
惨
状
，
其
の
被
害
，
実
に
甚
だ
し
く
，
中
島
区
の
如
き
は
復
旧
工
事
に
日
夜
挙
っ
て
務
め
た
が
土
似
パ
受
入
甚
だ
し
く
其
の
捨
場
に
困
り
，
遂
に
中
島
第
l 区
，
亀
島
地
域
に
丘
を
築
い
て
当
場
を
し
の
い
だ
。
其
の
後
明
治
末
年
足
羽
川
河
川
改
修
に
あ
た
り
村
民
は
丘
の
土
砂
を
築
堤
に
利
用
き
れ
ん
事
を
歎
願
し
，
其
の
結
果
足
羽
川
河
川
改
修
東
郷
主
任
の
河
村
源
太
郎
氏
の
諾
す
る
所
と
な
り
，
土
砂
を
排
除
し
耕
地
整
理
を
行
っ
た
。
下
東
郷
地
籍
に
今
尚
其
の
砂
丘
の
一
部
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
。
3
 
15
 。
風
雨
風
雨
18
95
/0
8/
?? 
18
95
/0
8/
05
 
62
8 
62
9 
'l
HO
由
48
 (
50
3)
 
埋
明
治
29
年
。
坂
井
・
大
野
郡
，
積
雪
の
為
め
家
屋
倒
壊
あ
り
。
大
野
郡
西
谷
村
温
見
に
て
，
没
死
者
2 名
を
出
せ
り
。
2
 
。
雪
18
96
/0
2/
21
 
63
5 
明
治
29
年
。
大
洪
水
。
上
河
内
で
家
十
数
戸
が
流
さ
れ，
20
戸
以
上
の
家
へ
土
砂
が
流
入
し
た
。 I
16
 (
29
)
 
36
 (
68
9)
 
明
治
29
年
。
8 月
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
，
30
日
に
は
大
雨
風
に
な
り
，
そ
の
た
め
日
野
) 11
は
大
増
水
と
な
り
，
平
吹
の
堤
防
が
切
れ
，
橋
が
流
失
し
た
。
帆
山
橋
・
村
国
橋
・
豊
橋
も
そ
の
年
の
春
に
か
け
た
の
で
あ
る
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
31
日
の
昼
頃
よ
う
や
く
雨
が
止
ん
だ
。
こ
の
日
は
，
二
百
十
日
で
あ
り
，
旧
7 月
23
日
日
野
山
祭
の
日
で
，
山
頂
の
社
殿
の
屋
根
が
ま
く
れ
，
灯
明
も
上
ら
な
か
っ
た
。
9 月
に
入
っ
て
4 ，
5 ，
6 日
と
大
雨
が
降
り
続
き
，
9 月
7
日は
豪
雨と
なっ
て，
日野
)1
1 は
平
水
よ
り
も
5m
も
増
水
と
な
り
，
堤
防
は
決
壊
し
，
武
生
町
は
蓬
莱
・
幸
の
約
30
0戸
を
除
い
て
床
下
床
上
に
浸
水
し
，
船
で
通
行
し
た
所
も
あ
っ
た
。 河
原
町
で
は
12
戸
流
失
し
，
武
生
町
で
は
死
者
が
2 人
も
出
た
。
翌
8
日
昼
頃
か
ら
水
が
号
| き
始
め
た
が
，
町
民は
飲料
水に
困っ
た。
米価
は騰
t'
tし
，
4 円
50
銭
が
そ
の
後
4 円
90
銭
，
米
屋
の
白
米
は
5 円
20
銭
と
な
っ
た
。
南
条
郡
の
被
害
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
，
溺
死
者
6 人
，
家
屋
流
失
53
戸
，
全
壊
24
戸
，
埋
没
1 戸
と
な
っ
て
い
る
。
8
 
90
 
5
 
16
 
風
雨
風
雨
18
96
/0
8/
18
 
18
96
/0
8/
30
 
64
2 
64
3 
50
 (1
) 
明
治
29
年
。
夕
刻
よ
り
西
南
の
風
起
り
，
夜
10
時
ご
ろ
よ
り
強
風
激
雨
と
な
り
，
翌
31
日
午
前
2時
に
至
り
，
風
ま
す
ま
す
暴
烈
に
，
雨
は
車
軌
を
流
す
が
如
し
。
同
4時
前
後
は
そ
の
激
烈
の
極
に
達
し
，
屋
根
瓦
を
飛
ば
し
，
垣
塀
を
潰
し
，
樹
木
を
倒
す
も
の
無
数
に
し
て
，
隣
郡
三
方
ま
た
は
遠
敷
郡
の
如
〈
惨
状
を
極
め
ざ
り
し
と
い
え
ど
も
，
な
お
一
郡
の
壊
倒
家
屋
二
十
数
戸
，
敦
賀
町
に
お
け
る
壊
倒
家
屋
は
，
小
嗣
3字
，
家
屋
1棟
，
納
屋
6棟
，
半
壊
寺
院
1字
，
家
屋
10
棟
，
納
屋
2棟
，
警
鐘
台
l台
，
そ
の
他
老
樹
大
木
の
倒
れ
た
る
は
，
気
比
神
宮
境
内
，
粟
野
村
(
現
在
の
敦
賀
市
粟
野
)
丹
後
道
の
並
樹
を
被
害
の
多
な
る
も
の
と
す
。
田
畑
の
損
害
ま
た
お
び
た
だ
し
く
，
ー
郡
12
80
余
町
歩
に
及
ぶ
。
払
暁
わ
ず
か
に
風
収
ま
る
。
海
上
に
あ
り
し
碇
泊
船
は
，
遠
j中
に
あ
り
し
も
の
，
あ
る
い
は
避
難
の
た
め
宵
に
帰
港
し
た
る
も
の
は
無
事
な
る
を
得
た
り
と
い
え
ど
も
，
金
崎
沖
に
あ
り
し
小
田
船
鮮
船
50
余
隻
は
，
あ
る
い
は
衝
突
し
，
あ
る
い
は
海
浜
に
打
ち
揚
げ
ら
れ
た
り
。
そ
の
衝
突
し
て
粉
砕
し
，
あ
と
形
な
き
も
の
9隻
，
難
破
し
た
る
も
の
10
余
隻
，
こ
れ
ら
の
搭
載
貨
物
は
皆
漂
流
あ
る
い
は
沈
没
せ
り
。
31
 
14
 
風
雨
18
96
/0
8/
30
 
11
52
 
園田一
時ロ
加担
・国
主
明
治
29
年
。
暴
風
雨
，
洪
水
，
福
井
市
・
今
立
・
足
羽
・
南
条
・
坂
井
・
丹
生
最
も
被
害
多
<
,
14
8(5
03
) 
吉
田
・大
野
・
敦
賀
三
郡
之
に
次
ぐ
。
8月
31
日.
9月
7
日
両
回
被
害
総
計
死
傷
者
12
8名
(
死
亡
及
行
方
不
明
76
名
)，
人
家
・
土
蔵
・
そ
の
他
建
造
物
流
失
52
0
・全
壊
1千
余
・埋
没
13
・
浸
水
5万
45
00
余
，
堤
防
破
損
53
00
余
ヶ所
・16
万
50
0余
間
，
道
路
破
損
15
00
余ヶ
所，
6万
87
00
余
問
，
橋
梁
流
失
破
損
34
00
余ヶ
所・
1万
36
00
余
聞
，
港
湾
波
止
場
破
損
12
ヶ所
，
18
5 
間
，
樋
問
・
堰
盛
35
00
余
ヶ
所
，
用
悪
水
路
40
00
余
ヶ
所
12
万
60
00
余
問
，
田
被
害
4万
54
00
余
町
，
内
荒
地
と
な
れ
る
も
の
86
00
余
町
，
畑
被
害
2万
13
00
余
町
，
内
荒
地
80
00
余
町
，
農
作
物
の
被
害
は
概
算
41
9万
余
円
を
計
上
し
，
山
岳
崩
壊
は
49
00
余
ヶ
所
.
63
5町
余
に
達
し
，
鉄
道
は
福
井
市
以
北
に
被
害
な
か
り
し
も
，
以
南
に
頗
る
多
く
，
62
ヶ
所
7哩
余
を
破
損
し
た
り。
76
 
15
00
 
。
風
雨
崖
崩
れ
18
96
/0
8/
3
1
 
64
5 
州制
弘司
・園
調
2
 (5
65
) 
明
治
29
年
。
前
年
に
劣
ら
ぬ
大
洪
水
が
あ
っ
た
。
8
月
31
日
か
ら
9
月
9
日
に
か
け
，
2つ
の
台
風
の
影
響
を
う
け
て
県
下
は
激
し
い
暴
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
，
被
害
田
畑
だ
け
で
も
66
，7
00
町
歩
(
前
年
の
4倍
)
に
の
ぼ
っ
た
。
(福
井県
史)
4
 
風
雨
18
96
/0
8/
31
 
64
6 
議
ポ
38
(6
29
) 
明
治
29
年。
8
月
30
日
朝
来
陰
惨
時
々
細
雨
ア
リ
午
後
5時
ヨ
リ
西
南
ノ
風
起
リ
同
10
時
ヨ
リ
漸
次
強
風
激
雨
ト
ナ
リ
，
翌
31
日
午
前
1時
ニ
至
リ
風
ハ
倍
々
暴
烈
ニ
吹
キ
荒
ミ
雨
ハ
車
軸
ヲ
乱
ス
カ
如
ク
，
統
キ
テ
4時
前
後
ハ
殆
ン
ト
其
激
烈
ノ
極
度
ニ
達
シ
・・
・
殊
ニ
若
狭
国
遠
敷
郡
大
飯
郡
三
方
郡
ニ
在
テ
ハ
河
川
ノ
水
量
一
時
ニ
暴
滋
シ
一
大
水
害
ヲ
波
及
。
(
明
治
29
年
8月
31
日
9
月
7
日
福
井
県
ー
暴
風
間
水
害
景
況
)
建
造
物
，
田
畑
，
交
通
箱
設
な
ど
の
被
害
は
県
下
全
域
の
1市
11
郡
15
3町
村
1，
21
7大
字
に
及ん
だ(
8月
31
日と
9月
7
日あ
わせ
て)
0
 
8月
31
日の
水
害
は
大
飯
，
遠
敷
の
両
郡
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
遠
敷
郡
が
11
人
，
建
造
物
の
流
失
・
全
壊
・
埋
没
は
大
飯
郡
が
15
4戸
，
道
路
の
決
壊
・
破
損
は
大
飯
郡
が
53
8
ヶ
所
・1
6，
58
1間
，
橋
梁
の
流
失
は
遠
敷
郡
で
忌
は
59
5ヶ
所
・1
，61
1間
余
，
回
の
損
害
は
坂
井
郡
が
28
，69
6石
，
畑
の
損
害
は
大
野
郡
で
は
3，
39
5石
・
16
万
30
2貫
で
，
そ
れ
ぞ
れ
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
被
害
総
額
(
8月
31
日と
9月
7
日
あ
わ
せ
て
)
は
前
年
を
上
回
る
1，
08
2万
3，
30
5円
に
の
』
ま
っ
た
。
11
 
15
4 
。
風
雨
18
96
/0
8/
31
 
64
7 
39
(7
69
) 
明
治
29
年
。
8
月
31
日，
9
月
7
日
，
嶺
北
を
中
心
に
死
者
・
行
方
不
明
76
人
を
数
える
など
，
前
年
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
惨
事
に
見
舞
わ
れ
た
。
49
(6
90
) 
日
下
沢
崎
藤
左
エ
門
，
明
治
29
年
。
午
前
3時
30
分
。
大
暴
風
雨
。
半
壊
白
方
一
小
玉留
吉，
76
 
8
 
。 17
 
風
雨
風
間
18
96
/0
8/
31
 
18
96
/0
8/
31
 
64
8 
64
9 
門
前
与
三
吉
，
高
橋
末
吉
，
庄
左
エ
門
，
小
l幡
ー
浅
川
伊
作
。
全
壊
小
幡
門
前
勝
右
エ
門
，
石
畠
一
夏
日
清
。
15
(2
8)
 
,
37
(78
) 
43
(9
) 
死
者
1 名
。
九
頭
竜
川
，
足
羽
川
，
荒
川
等
の
氾
濫
に
よ
り
，
浸
水
や
建
物
被
害
が
生
じ
て
い
明
治
29
年
9
月
5
日
-8
日
の
豪
雨
で
は
，
1 万
戸
余
り
も
の
家
屋
が
浸
水
し
て
浸
水
家
屋
多
数
，
明
治
29
年
。
鞍
谷
川
氾
濫
。
大
町
橋
(
舟
橋
)
流
失
，
明
治
29
年。
る。
特に
，
いる
。
1
 
。 17
 
風
雨
風
雨
18
96
/0
9/
01
 
18
96
/0
9/
05
 
65
1 
65
2 
41
(4
99
)
 
明
治
29
年
。
9 月
5
日
-8
日。
豪
雨
。
7
日
正
午
足
羽
川
堤
防
溢
水
し
人
家
に
浸
水
。
上
流
か
ら
樹
木
・ 家
屋
・
家
具
ー
な
ど
が
押
し
流
き
れ
幸
橋
・
九
十
九
両
橋
危
険
と
な
る
，
警
鐘
を
乱
打
。
午
後
6 時
荒
川
・ 中
島
堤
防
の
，
溢
水
全
市
に
氾
濫
。
東
別
院
に
避
難
し
た
者
10
00
余
人
浸
水
を
免
れ
た
の
は
佐
久
良上
・
中
・照
手
上
・
緑
町
の
一
部
だ
け
。
家
屋
そ
の
他
建
物
の
流
失
2 戸
，
全
壊
6 戸
，
半
壊
13
戸
，
破
損
89
8戸
，
浸
水
10
76
2焚
出
米
10
9石
55
8，
食
糧
62
9石
10
0。
21
 
17
 
風
雨
18
96
/0
9/
05
 
65
3 
猷
ヰ
猫
打
仕
ヰ
ん
V 回深
山治
州明
、)
一} 、 N T
25
 (
71
8)
 
明
治
29
年。
5 日
に
降
り
出
し
た
雨
は
，
連
日
降
り
続
い
て
7
日
に
は
九
頭
竜
川
の
水
か
さ
，
い
よ
い
よ
増
加
し
，
堤
防
を
越
し
た
水
は
8
日
夜
氾
濫
し
て
，
江
上
・御
所垣
内
・ 島
山梨
子
・
布
施
回
・
横
越
・
下
野
・
西
野
中
等
の
住
家
に
浸
入
し
，
福
井
方
面
で
は
浸
水
が
軒
端
に
達
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
2 階
さ
ら
に
屋
根
の
上
に
逃
避
し
，
泣
き
叫
ぶ
老
幼
男
女
の
悲
鳴
は
，
乱
打
の
半
鐙
や
太
鼓
の
音
と
入
り
ま
じ
り
，
ご
う
ご
う
と
音
を
立
て
盛
り
あ
が
り
つ
つ
流
れ
行
く
濁
流
に
は
，
屋
根
や
家
財
道
具
や
流
木
が
ご
み
あ
く
た
の
中
に
，
浮
き
沈
み
つ
つ
押
し
流
し行
〈
凄
惨
な
あ
り
さ
ま
は
，
こ
の
世
の
破
滅
か
と
疑
わ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
降
雨
7
日
自
の
11
日に
よ
う
や
く
雲
間
に
太
陽
の
光
を
仰
ぎ
，
蘇
生
の
思
い
に
ホ
ッ
と
し
た
の
で
あ
る
。
川
西
地
方
の
水
田
の
6割
は
12
日間
も
冠
水
。
低
湿
田
の
稲
は
20
日間
も
水
底
に
あ
っ
た
。
早
稲
は
半
収
1 斗
5 升
か
ら
2 斗
位，
し
か
も
乾
燥
し
で
も
精
米
し
で
も
，
悪
臭
の
ぬ
け
ぬ
屑
米
で
あ
っ
た
。
冠
水
し
た
中
稲
は
反
収
一
斗
内
外
，
晩
稲
は
殆
ん
ど
茎
も
業
も
腐
植
し
て
収
穫
皆
無
。
飯
米
を
確
保
で
き
た
百
姓
は
ま
づ
良
い
方
で
あ
っ
た
。
田
の
小
作
料
は
全
免
し
，
冠
水
せ
ぬ
田
で
2 分
位
。
地
主
も
飯
米
に
困
窮
し
た
。
権
災
者
に
対
し
て
は
，
皇
室
よ
り
は
御
下
賜
金
が
あ
り
，
冠
水
田
・
流
失
田
は
地
租
免
除
，
施
与
米
・
種
籾
・ 日
用
品
の
給
与
も
あ
っ
た
が
，
跡
始
末
の
た
め
の
疲
労
と
，
期
待
を
か
け
た
収
穫
が
激
減
し
た
た
め
に
，
久
し
く
愁
眉
の
ひ
ら
く
時
は
な
か
っ
た
。
17
 
風
雨
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96
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31
(3
50
) 
明
治
29
年
。
大
水
。
県
下
全
般
に
わ
た
る
豪
雨
で
奥
越
70
0粍
，
大
野
47
7粍
，
今
庄
52
4粍
，
福
井
37
9粍
と
い
う
記
録
的
な
降
水
を
見
た
。
持
越
村
6 戸
流
出
1 戸
全
壊
。
死
亡
し
称
名
寺
境
内
水
深
5 尺
。
1
 
7
 
3
 
風
間
18
96
/0
9/
07
 
65
6 
明治
29
年
。
大
洪
水
。
9 月
連
日
の
豪
雨
で
足
羽
川
増
水
し
7 日
正
午
頃
脇
三ヶ
地
籍
字
笠
掛，
I
 32
(2
5)
 
堤
防
約
20
0間
欠
壊
し
加
ふ
る
に
5 本
錠
破
壊
し
濁
流
は
も
の
す
ご
い
勢
い
に
て
流
れ
込
み
，河
原
脇
柴
田
吉
左
エ
門
，
林
正
志
，
前
島
惣
之
助
，
安
藤
市
左
エ
門
，
川
井
栄
右
エ
門
の
家
屋
押
し
流
き
れ
，
東
郷
方
面
洪
水
と
な
り
，
民
家
概
ね
浸
水
し
良
園
美
田
は
砂
原
と
化
し
稲
作
の
被
害も
亦
ま
こ
と
に
甚
大
で
あ
っ
た
。
脇
の
民
家
の
屋
根
が
其
の
侭
東
郷
照
思
寺
の
後
に
か
か
り
居
っ
た
り
，
家
財
道
具
が
列
を
な
し
て
流
れ
て
行
っ
た
。
中
に
は
い
づ
め
に
入
っ
た
赤
子
が
笑
い
な
が
ら
流
れ
て
い
っ
た
悲
惨
事
ま
で
あ
っ
た
。
浸
水
後
の
清
潔
法
施
行
に
一
週
間
余
を
要
し
為
に
小
学
校
も
臨
時
休
業
を
し
た
。
内
務
省
よ
り
調
査
員
出
張
せ
ら
れ
，
被
害
を
実
地
調
査
し
十
5
 
17
 
風
間
18
96
/0
9/
07
 
65
7 
脇
三
ヶ
約
6町
歩
，
上
毘
沙
門
約
10
町
歩
，
中
毘
沙
門
約
15
町
歩
1年
乃
至
3年
間
荒
地
免
租と
なり
，
10
ヶ
年
間
免
租
地
は
中
見
沙
門
，
脇
三
ヶ
に
於
い
て
約
2町
歩
許
可
さ
れ
た
。
下
毘
沙
門
，
中
島
，
下
東
郷
の
3区
は
前
年
の
洪
水
に
免
租
と
せ
ら
れ
た
の
で
，
此
の
度
は
こ
の
恩
典
に
は
浴
し
な
か
っ
た
。
此
の
洪
水
は
東
郷
村
よ
り
も
一
乗
谷
の
被
害
は
更
に
大
き
し
安
波
賀
及
び
安
波
賀
中
島
の
如
き
は
概
ね
押
し
流
さ
れ
人
畜
の
死
傷
が
多
か
っ
た
。
国岡
山拐
38
(6
30
) 
明
治
29
年
。
陰
晴
定
マ
リ
ナ
ク
9月
5
日
以
来
降
雨
連
日
ニ
弥
リ
，
而
カ
モ
6
日
ノ
夜
半
ヨ
リ
強
雨
豪
注
7日
ニ
至
ル
モ
更
ニ
駄
マ
ス
，
同
日
繁
明
ヨ
リ
足
羽
，
日
野
，
九
頭
竜
ノ
三
大
河
川
|
及
ヒ
其
ノ
他
ノ
河
川
大
ニ
増
水
シ
，
其
出
水
ノ
急
溢
ニ
シ
テ
流
勢
ノ
猛
烈
ナ
ル
忽
然
ト
シ
テ
岸
ヲ
噛
ミ
，
激
端
狂
騰
堤
塘
ヲ
越
へ
或
ハ
欠
壊
田
園
道
路
ニ
暴
液
シ
人
家
ニ
汎
濫
。
(
明
治
29
年
8月
31
日;
から
9月
7
日
福
井
県
暴
風
雨
水
害
景
況
)
建
造
物
，
田
畑
，
交
通
施
設
な
ど
の
被
害
は
県
下
全
域
の
I市
11郡
153
町
村
1，
21
7大
字
に
及
ん
だ
(
8月
31
日と
9月
7
日あ
わせ
て)
。
9月
7
日
の
水
害
は
足
羽
，
坂
井
，
南
条
の
各
郡
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
福
井
市
で
は
，
夜
半
に
市
東
端
の
中
島
堤
防
が
決
壊
，
市
域
の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
し
，
浸
水
家
屋
は
8，
69
1戸
に
達
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
今
立
郡
が
25
人
，
建
造
物
の
流
失
・
全
壊
・
埋
没
は
今
立
郡
が
34
9戸
道
路
の
決
壊
・
破
損
は
南
条
郡
が
52
0ヶ
所.
68
，38
7間
，
橋
梁
の
流
失
は
南
条
郡
が
17
6ヶ
所
・2
，9
01
間
，
回
の
損
害
は
坂
井
郡
が
91
，8
72
石
，
畑
の
損
害
は
今
立
郡
が
3，
28
3石
・
94
万
4，
67
9貫
で
そ
れ
ぞ
れ
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
被
害
総
額
(
8月
31
日と
9月
7
日
あ
わ
せ
て
)
は
前
年
を
上
回
る
1，
08
2万
3，
30
5円
に
の
ぼ
っ
た
。
25
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風
雨
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W- 図
式 料品
部・
国岡
16
 (
29
) 
明
治
29
年
。
大
洪
水
。
9月
7
日
，
連
日
の
雨
で
、
河
和
田
川
と
天
神
川
の
合
流
付
近
で
堤
防
が
決
壊
し
，
田
畑
は
湖
と
な
っ
た
。
大
野
で
13
戸
・
吉
谷
で
56
戸
・
乙
坂
今
北
で
6戸
浸
水
し
た
。
血
の
川
が
決
壊
し
，
磯
部
の
沖
田
は
湖
と
な
っ
た
。
9月
8
日，
日野
川
堤
防
が
決
壊
し
，
各
川
で
氾
濫
し
，
鯖
江
台
地
の
よ
う
な
高
い
土
地
を
除
い
て
広
い
範
囲
に
浸
水
し
，
下
河
端
以
北
は
海
の
よ
う
に
な
っ
た
。
大
樋
校
(
横
越
の
南
方
，
新
町
よ
り
西
へ
約
60
0m
の
と
こ
ろ
，
鯖
江
東
小
学
校
の
前
身
)
で
床
上
約
12
0c
m浸
水
し
，
多
く
の
器
材
が
流
さ
れ
た
。
5
 
風
雨
18
96
/0
9/
07
 
65
9 
遺書 'fJ 
50
 (
1)
 
明
治
29
年。
6
日よ
りま
た暴
雨，
8
日洪
水，
1町
6村
皆
損
害
を
被
る
。
一
般
の
被
害
は
昨
年
に
比
し
軽
微
な
り
と
い
え
ど
も
，
そ
の
被
害
の
甚
だ
し
か
り
し
を
愛
発
村
(
現
在
の
敦
賀
市
愛
発
地
域
)
と
す
。
7
日
正
午
ご
ろ
よ
り
椿
坂
川
の
水
ま
た
万
根
隠
道
を
流
下
し
，
万
根
川
に
合
し
て
流
れ
，
民
家
に
浸
水
す
。
翌
朝
に
到
り
て
水
勢
猛
烈
と
な
り
て
，
鉄
道
道
路
を
破
壊
し
，
橋
梁
を
流
亡
し
田
畑
を
荒
廃
す
。
家
屋
の
半
壊
，
万
根
に
て
7戸
，
杉
箸
に
3戸
あり
。
そ
の
他
の
各
村
に
お
い
て
は
，
粟
野
村
山
に
溺
死
1人
，
松
原
村
に
全
壊
家
屋
1戸
あ
り
。
ー
郡
の
被
害
家
屋
15
46
戸
，
土
蔵
納
屋
そ
の
他
の
建
物
67
8棟
，
土
地
44
0町
歩
。
そ
の
う
ち
敦
賀
町
に
お
け
る
被
害
は
今
橋
・
笠
橋
流
失
し
，
浸
水
建
物
は
神
社
4，
寺
院
20
，
民
家
13
21
戸，
官
公
署
5，
学
校
1，
宅
地
反
別
70
66
0坪
，耕
地
15
6町
5反
歩
。
不
宅
地
と
な
り
た
る
田
畑
5
反
余
歩
に
及
び
，
家
屋
の
破
損
30
余
戸
あ
り
。
10
日
水
減
退
す
。
l
 
11
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風
雨
18
96
/0
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52
 
45
(6
31
) 
明
治
30
年
，
積
雪
2尺
5-
6
寸，
25
日に
至り
6尺
許
，
家
屋
の
壊
倒
破
壊
敦
賀
町
の
み
に
て
10
余
戸
，
死
傷
あ
り
。
46
 (
10
31
)
 
明
治
32
年
。
日
付
不
詳
。
被
害
前
2固
と
大
差
な
し
。
流
失
せ
し
も
の
聖
橋
・
小
学
校
・
民
家
2
(鯖
波
1，
奥
野
々
1)
。
+
 
10
 
14
 
雪
18
97
/1
2/
22
 
66
2 
37
(7
8 ,
82
) 
日
付
不
詳
。
大
風
水
害
。
流
出
家
屋
7戸
・
田
畑
流
出
(
湯
尾
)
・
天
王
橋
流
出
。
明
治
32
年。
2
 
7
 
15
 
15
 
風
雨
風
雨
18
99
/0
9/
??
 
18
99
/0
9/
??
 
66
9 
67
0 
45
 (
63
1)
 
豪
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
(
湯
尾
)
。
明
治
32
年
。
大
洪
水
，
水
高
28
年
に
比
し
僅
か
に
ー
尺
を
滅
ず
。
被
害
1 町
4
ヶ
村
に
E
る 。
浸
水
戸
数
2 ，
91
3戸
，
耕
地
雑
種
地
合
て
埋
没
流
失
60
町
余
歩
，
浸
水
49
8町
3 反
余歩
。
崖
崩
れ
22
 (
19
5)
 ,
2 (
56
8)
 ,
17
 (3
9)
 
明
治
33
年
。
零
時
55
分
。
福
井
県
鯖
江
付
近
。
北
緯
35
.8
，
東
経
13
6.
2 ，
M
=
5 .
8。
局
所
的
な
地
震
で
日
野
川
沿
岸
で
被
害
大
。
県
全
体
で
家
屋
全
壊
2 ，
半
壊
10
，
破
損
48
8土
蔵
全
壊
し
破
損
24
，
石
垣
お
よ
び
障
壁
の
破
損
98
，
鳥
居
・
石
灯
能
・
墓
石
の
転
倒
32
，
山
崩
れ
し
堤
防
破
損
・ 亀
裂
41
の
被
害
を
生
じ
た
。
最
も
強
か
っ
た
の
は
鯖
江
で
傷
6 ，
家
屋
・
土
蔵
の
倒
潰
・ 破
損
な
ど
が
あ
っ
た
。
12
 
14
 。
風
雨
地
震
(5
.8
)
18
99
/0
9/
08
 
19
00
/0
3/
22
 
67
2 
67
4 
49
 (
69
1) 
45
 (6
31
) 
明
治
36
年
。
午
後
2 時
。
暴
風
。
半
壊
白
方
小
玉
タ
ノ
。
明
治
37
年
。
洪
水
，
被
害
1 町
3 村
に
亘
る
，
浸
水
耕
地
反
別
26
8町
6 反
，
敦
賀
町
浸
水
戸
数
86
2戸
。
l
 
17
 
風
雨
19
03
/1
2/
26
 
68
3 
猷事
官別
打討
3h
vE
津知
刷、
)
一」 U ハマ
22
 (2
05
) 
,
31
 (3
63
)
 
明治
42
年
。
15
時
31分
。滋
賀
県
姉
川
付
近
。
北
緯
35
.4
，
東
経
136
.3
，
M=
6.
8。
江波
(姉
;q
)
地
震
。
福
井
震
度
N
-
V
。
14
 
風
雨
19
04
/0
7/
28
 
68
4 
8(
68
2)
 
流
失
大
正
元
年
。
朝
か
ら
の
豪
雨
で
糠
川
は
氾
濫
し
，
通
路
を
洗
い
，
護
岸
の
石
垣
を
崩
し
，
家
屋
1 ，
土
蔵
2 棟
を
倒
壊
き
せ
，
水
田
の
見
回
り
に
出
た
良
夫
1 人
が
水
死
し
た
。
。
地
震
(6
.8
)
19
09
/0
8/
14
 
68
9 
1
 
1
 
15
 
風
雨
19
12
/0
8/
18
 
69
5 
2
 (5
66
) 
36
(6
93
) 
,
37
(8
3)
 
大
正
3 年
。
二
面
温
泉
で
大
暴
風
雨
の
た
め
3戸
倒
壊
し
た
。
大
正
6 年
。
30
年
来
の
大
雪
，
元
E
以
来
1.
5m
も
降
り
積
も
り
，
積
雪
量
は
3m
'こ
も
及
ん
だ
。
第
l 期
は
1 月
1
日か
ら
6
日
ま
で
，
第
2 期
は
15
日か
ら
20
日
ま
で
，
第
3 期
は
30
日
から
2 月
1
日
ま
で
が
特
に
ひ
ど
か
っ
た
。
従
っ
て
雪
お
ろ
し
は
3 回
以
上
と
な
り
，
道
路
は
雪
で
埋
ま
っ
た
。
稲
荷
神
社
の
拝
殿
，
団
方
(
緑
町
)
の
久
成
寺
台
所
，
村
国
興
禅
寺
の
庫
裡
が
倒
壊
し
，
停
車
場
付
近
の
倉
庫
l 棟
が
倒
れ
，
火
災
と
な
っ
た
。
3
 
4
 
。
風
雨
雪
19
14
/0
1/
03
 
19
17
 /?
? /
?? 
70
3 
70
6 
42
 (
35
0)
 
大
正
6 年
。
12
月
1 9
日
以
来
の
福
井
県
下
降
雪
被
害
は
死
亡
10
名
，
傷
害
7 名
，
家
屋
及
び
工
場
の
全
壊
38
，
半
壊
13
，
土
蔵
及
び
小
屋
の
全
壊
44
，
半
壊
4 に
し
て
此
の
損
害
概
算
19
， 41
8
円
な
り
と
，
尚
詳
細
調
査
せ
ば
多
額
に
上
る
べ
し
，
而
し
て
積
雪
は
福
井
6 尺
，
足
羽
・ 吉
田
は
福
井
よ
り
梢
多
く
，
大
野
郡
勝
山
地
方
は
1 丈
，
山
間
部
に
至
ら
ば
2 丈
にも
達す
べ<
.
各
村
落
の
交
通
途
絶
し
丹
生
郡
は
山
間
部
5 ，
6 尺
，
坂
井
郡
は
福
井
市
よ
り
梢
少
し
鯖
江
は
5 尺
，
粟
田
郡
6 尺
，
武
生
5 尺
，
今
庄
よ
り
山
間
部
の
村
落
は
8 尺
及
至
l 丈
を越
え，
嶺
南
は
一
般
に
少
し
敦
賀
郡
は
海
岸
付
近
は
2 尺
，
山
間
部
3 尺
及
圭
6 尺
に
て
，
三
方
郡
は
5 寸
，
遠
敷
郡
は
2
， 3
寸
よ
り
6 ，
7 寸
に
し
て
，
大
飯
郡
は
降
雪
少
〈
郵
便
物
の
遅
延
の
外
何
等
被
害
な
し
。
(
大
正
7 年
1 月
8
日
大
阪
朝
日
新
聞
北
陸版
)
10
 
51
 
17
 
雪
19
17
/1
2/
19
 
71
5
 
42
(3
52
) 
大
正
7 年
。
4
日
午
前
2 時
頃
よ
り
3 時
ま
で
の
聞
に
坂
井
郡
大
安
寺
村
岸
水
保
安
林
高
さ
30
問
，
幅
25
間
詐
り
の
土
砂
樹
木
30
本
と
共
に
県
道
砂
子
坂
に
雪
崩
れ
落
ち
，
為
に
沿
道
の
家
5
軒
は
九
頭
竜
川
内
に
崩
壊
し
交
通
途
絶
せ
り
，
同
区
民
等
は
道
路
の
土
砂
取
退
け
に
従
事
中
に
な
る
が
尚
同
所
附
近
1
ヶ
所
崩
壊
の
兆
し
あ
り
，
駐
在
巡
査
等
予
防
警
戒
中
な
り
。
5
 
17
 
雪
19
18
/0
2/
04
 
71
7 
大
正
11
年
。
豪
雨
に
よ
り
厳
川
氾
濫
。
橋
は
全
部
，
護
岸
の
石
垣
は
6割
り
ば
か
り
破
壊
さ
れ
，
18
(6
82
)
家
屋
1，
土
蔵
2棟
が
流
失
し
た
。
22
(2
24
) 
,
17
(3
9)
 ,3
1(
36
3)
 
M=
7.
9。
関
東
大
地
震
。
大
正
12
年。
11
時
58
分
。
関
東
南
部
。
北
緯
35
.2，
東
経
13
9.
3，
福
井
震
度
III
。
1
 
15
 
風
雨
19
22
/0
6/
05
 
72
0 
昭
和
2年
。日
付不
詳。
1，
2月
嶺
南
地
方
に
大
雪
が
降
り
，
降
雪
量
は
6尺
にも
達し
た。
11
0(
23
),
36
(6
93
) 
そ
の
雪
の
た
め
に
，
弱
い
建
物
は
雪
の
重
み
に
堪
え
か
ね
て
壊
れ
た
家
も
あ
っ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。
久
々
子
湖
が
雪
で
埋
ま
り
更
に
夜
の
寒
き
で
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。
小
供
達
は
大
悦
び
で
湖
一
杯
に
拡
が
っ
て
，
向
う
岸
ま
で
h氷
の
上
を
歩
い
て
渡
っ
た
。
。 6
 
地
震
(7.
9)
雪
19
23
/0
9/
01
 
19
27
 /?
? /
??
 
72
3 
72
8 
国間
嶺
加担
・国
主
36
 (
69
3)
 
昭
和
2年
。
1月
20
日夜
来の
雪は
，
22
日
に
な
っ
て
，
い
よ
い
よ
猛
威
を
ふ
る
い
，
北
陸
線
は
今
庄
中
郷
聞
が
不
通
と
な
り
，
夜
行
列
車
は
立
往
生
し
，
近
郷
の
人
々
は
炊
き
出
し
で
乗
客
の
救
助
に
努
力
す
る
一
方
，
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
た
。
武
生
の
積
雪
1.
36
m，
1月
25
日
は
屋
根
上
が
1m
以上
とな
り，
3小
学
校
は
臨
時
休
校
し
，
消
防
組
百
数
十
名
が
出
動
し
て
，
小
学
校
の
除
雪
に
当
た
っ
た
。
大
山
町
・
上
市
町
で
，
町
用
水
が
あ
ふ
れ
，
床
下
に
浸
水
し
た
。
雪
は
27
日
ま
で
降
り
続
い
た
。
2月
に
入
っ
て
も
雪
は
止
ま
ず
，
大
正
6年
以
来
の
大
雪
と
な
り
，
積
雪
は
3m
'こ
及
ん
だ
。
各
地
の
交
通
は
途
絶
し
学
校
は
自
然
休
校
と
な
っ
た
。
今
宿
で
家
屋
の
倒壊
があ
り，
3名
が
圧
死
す
る
惨
事
が
起
こ
り
，
桜
町
の
妙
高
寺
の
本
堂
北
側
の
下
屋
が
落
ち
た
。
鉄
道
の
不
通
て
1
原
料
，
燃
料
の
輸
送
が
絶
え
，
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
福
武
線
は
一
週
間
不
通
と
な
り
，
南
越
線
は
不
定
期
運
転
を
統
け
た
。
1月
30
・3
1日
，
町
川
の
水
路
が
ふ
さ
が
れ
た
た
め
，
警
鐘
を
打
っ
て
消
防
も
出
動
し
た
。
大
門
河
原
・深
草
は
，
床
下
に
浸
水
し
，
緑
町
で
は
床
上
ま
で
浸
水
し
た
。
3
 
16
 
雪
19
27
/0
1/
20
 
72
9 
? ? ?
?
?
料品
部
・ 園
調
故山
市
39
 (
20
7)
 
27
 (
41
2)
 
1軒
4
人
が
死
亡
し
て
昭
和
2年
。
2
月
7，
8
日
大
正
天
皇
の
御
大
葬
が
行
わ
れ
た
が
，
こ
の
こ
ろ
か
ら
降
り
出
し
た
雪
は
9
日
に
至
っ
て
交
通
途
絶
の
豪
雪
と
な
っ
た
。
各
寺
は
鐙
を
乱
打
し
て
雪
お
ろ
し
を
し
た
が
，
そ
れ
も
11
日
に
な
っ
て
や
っ
と
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
各
家
々
が
雪
お
ろし
に懸
命で
、，
と
て
も
寺
に
か
け
つ
け
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
丈
余
の
積
雪
で
，
県
内
で
は
死
亡
57
名
，
家
屋
の
倒
壊
17
4戸
，
上
戸
口
正
源
寺
の
記
録
に
よ
る
と
，
本
堂
裏
の
雪
は
5
月
3
日
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
日
付
不
詳
。
勝
山
市
野
向
町
横
倉
で
雪
崩
が
発
生
し
た
。
昭
和
2年
。
い
る
。
4
 
57
 
1
 
17
4 
7
 
5
 
雪 雪
19
27
/0
2/
??
 
19
27
/0
2/
09
 
73
5 
73
8 
22
(2
36
) 
,
17
(3
9)
 ,4
3(
15
) 
昭
和
2年
。
18
時
27
分
。
京
都
府
北
西
部
。
北
緯
35
.5
3，
東
経
13
5.
15
，
km
。
北
丹
後
地
震
。
福
井
て
t
小
被
害
が
あ
っ
た
。
震
度
N
-
V
。
M
=
7
.
3 o
 
h
=
O
 
。
地
震
(7
.3
)
19
27
/0
3/
07
 
73
9 
21
 (
26
5)
 
昭
和
2年
。
米
ノ
。
水
害
に
て
海
牛
山
崩
壊
越
後
坂
水
田
埋
没
。
13
 
崖
崩
れ
19
27
/0
3/
16
 
74
1 
4(
58
1)
 
23
 (
47
1)
 
昭
和
5年
。
梅
浦
山
崩
壊
。
民
家
4戸
破
壊
。
死
亡
9名
。
負
傷
2名
。
昭
和
7年
。
荒
谷
の
崖
崩
れ
夜
半
，
突
如
平
尾
清
水
畑
の
通
称
荒
谷
山
が
雪
解
け
水
に
よ
っ
て
崖
崩
れ
(
な
だ
れ
)
が
起
こ
り
，
土
砂
と
濁
流
が
パ
リ
パ
リ
，
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
立
て
清
水
畑
区
民
の
眠
り
を
覚
ま
し
た
。
8尺
余
り
の
棒
の
大
木
を
根
こ
そ
ぎ
押
し
流
し
，
清
水
畑
村
前
の
水
田
は
土
砂
で
埋
ま
り
，
濁
流
は
本
折
川
か
ら
志
津
川
へ
と
押
し
込
み
，
遠
く
清
水
区
ま
で
土
9
 
4
 
13
 
13
 
崖
崩
れ
崖
崩
れ
19
30
/0
7/
12
 
19
32
/0
3/
29
 
74
5 
74
7 
砂
が
流
れ
た
と
い
う
。
こ
の
荒
谷
に
は
3 つ
の
谷
あ
り
，
南
端
の
「
ヘ
ギ
谷
J
(
へ
ゲ
谷
と
も
い
う
)
の
山
肌
が
残
雪
も
ろ
と
も
春
の
暖
気
に
よ
っ
て
雪
融
水
で
一
気
に
崩
れ
落
ち
た
も
の
で
，
頂
上
の
三
本
松
(
標
高
46
3m
で
与
本
町
で
最
も
高
い
所
)
か
ら
三
角
形
に
赤
い
山
肌
を
さ
ら
し
た
。
こ
の
災
害
に
よ
り
江
筋
・
井
堪
が
土
砂
で
埋
ま
り
，
山
林
の
被
害
は
も
ち
ろ
ん
土
砂
の
入
っ
た
水
田
で
は
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
惨
状
を
呈
し
た
。
復
旧
工
事
は
，
砂
防
堰
堤
の
構
築
5
ヶ
所
の
大
工
事
で
，
林
道
の
な
か
っ
た
荒
谷
の
現
場
へ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
セ
メ
ン
ト
・
砂
を
平
尾
分
教
場
付
近
か
ら
背
負
っ
て
運
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
清
水
畑
の
回
地
の
復
旧
は
耕
地
整
理
組
合
を
つ
く
っ
て
整
地
し
た
。
ヘ
ギ
谷
に
は
芝
が
植
え
ら
れ
，
近
く
の
仁
助
谷
な
ど
に
は
水
源
漏
養
林
と
し
て
植
林
さ
れ
保
安
林
と
な
っ
た
。
2(
56
5)
 
昭
和
8 年
。
7 月
25
日か
ら
26
日
に
か
け
て
台
風
と
前
線
に
よ
る
大
雨
が
あ
り
，
福
井
測
候
所
で
24
時
間
降
水
量
が
20
1.
4mm
'こ
達
し
た
。
竹
田
川
の
増
水
で
沿
岸
の
民
家
40
戸
が
浸
水
し
，
堤
防
が
決
壊
に
頻
し
消
防
組
合
が
出
動
し
て
警
戒
に
あ
た
った
。
4
 
風
雨
19
33
/0
7/
25
 
74
9 
39
(3
23
) 
昭
和
9 年
。
月
日
不
詳
。
福
井
駅
で
停
車
中
の
大
阪
行
き
列
車
の
乗
客
は
逆
回
り
で
帰
っ
た
と
い
う
記
録
。
ま
た
，
片
上
村
(
現
鯖
江
市
)
で
雪
崩
，
住
家
4 戸
倒
壊
，
死
者
3 人
。
敦
賀
市
舞
崎
で
大
雪
崩
，
2 人
圧死
，
6 人
重
軽
傷
と
な
っ
て
い
る
。
5
 
4
 
。
雪
19
34
/?
?/
??
 
75
0 
識
ヰ
猫
π 討
ヰ
ωV
E務
Mm 刷、
)
一 } N T
39
 (
98
7)
 
昭
和
9 年
。
室
戸
台
風
。
21
日
の
午
前
中
，
福
井
県
を
通
過
し
た
強
い
大
型
の
台
風
。
9 月
19
日
に
沖
縄
付
近
を
通
過
し
た
台
風
は
北
東
へ
向
き
を
変
え
，
発
達
し
な
が
ら
20
日
夜
半
過
ぎ
高
知
県
室
戸
市
付
近
へ
上
陸
。
淡
路
島
か
ら
敦
賀
付
近
，
北
陸
沿
岸
を
通
り
，
本
州
、
|
を
縦
断
し
て
北
東
海
上
へ
去
っ
た
。
室
戸
岬
で
は
最
低
気
圧
91
1.
9m
b，
最
大
風
速
45
.0
m/
sを
観
測
。
九
州|
東
部
か
ら
東
北
南
部
の
広
い
地
域
に
，
暴
風
や
大
雨
に
よ
る
風
水
害
，
高
潮
に
よ
る
塩
害
等
の
被
害
が
発
生
し
た
。
県
内
で
の
最
大
風
速
は
，
福
井
市
11
. 7
m/
s，
敦
賀
市
13
.4
m/
sで
トあ
った
が
，
死
者
8 人
，
行
方
不
明
7 人
，
負
傷
14
人
，
全
壊
家
屋
14
6戸
，
半
壊
家
屋
22
9戸
，
橋
梁
流
失
14
ヶ
所
，
船
舶
の
流
失
58
隻
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
15
 
37
5 
。
風
雨
19
34
/0
9/
21
 
75
3 
20
 (
48
6)
 
昭
和
9 年
。
20
日
夜
来
の
暴
風
雨
で
，
九
頭
竜
川
は
1 丈
2 尺
の
増
水
，
勝
山
橋
は
21
日午
前
8 時
15
分
，
橋
脚
2 本
が
押
し
倒
さ
れ
，
桟
橋
20
間
が
濁
流
の
中
へ
落
下
，
さ
ら
に
午
後
O 時
，
こ
れ
に
つ
づ
く
5 間
分
の
桟
橋
も
流
失
し
た
。
ま
た
こ
の
日
，
下
荒
井
橋
も
落
ち
て
勝
山
町
は
孤
立
し
た
。
暴
風
は
午
後
3 時
ご
ろ
よ
う
や
く
衰
え
た
が
，
勝
山
町
内
の
浸
水
家
屋
40
戸
，
他
に
山
岸
工
場
の
1 棟
が
倒
壊
し
た
。
7
 
風
雨
19
34
/0
9/
21
 
75
4 
昭
和
10
年
。
雪
解
け
と
4 月
21
日
夜
か
ら
の
風
雨
の
た
め
，
九
頭
竜
川
は
1 丈
の増
水と
なり
，
I
 
20
 (
49
2)
 
勝
山
橋
は
22
日
午
前
4 時
30
分
，
東
方
第
2 脚
よ
り
約
20
余
聞
が
一
大
音
響
と
共
に
落
下
，
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
県
は
大
野
土
木
工
区
と
打
ち
合
わ
せ
，
応
急
処
置
と
し
て
流
出
部
分
20
聞
に
鉄
塔
を
建
て
，
雨
中
を
か
え
り
み
ず
30
聞
の
つ
り
橋
を
か
け
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
，
翌
々
24
日
午
前
10
時
，
川
洲
の
対
岸
へ
こ
ぎ
出
し
た
人
夫
3 人
の
舟
が
濁
流
に
巻
き
込ま
れ転
覆，
3 人
は
波
聞
に
消
え
た
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
夫
10
数
人
は
下
流
を
指
し
て
追
う
の
み
で
あ
っ
た
。
3
 
7
 
風
雨
19
35
/0
4/
22
 
75
6 
37
(8
4)
 
昭
和
11
年
。
日
付
不
詳
。
大
雪
湯
尾
隆
道
今
庄
側
で
約
2 ，
00
0坪
の
大
雪
崩
。
死
者
8 名
重
軽
傷
13
名
。
39
 (
32
3)
 
昭
和
11
年
。
月
日
不
詳
。
こ
の
年
は
雪
崩
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
国
鉄
北
陸
線
今
庄
鯖
波
8
 
10
4 
15
 。
雪 雪
19
36
/?
?/
??
 
19
36
/?
?/
?? 
75
7 
75
8 
聞
の
ト
ン
ネ
ル
付
近
で
除
雪
中
の
作
業
員
80
人
が
埋
没
し
，
死
傷
者
多
数
が
あ
り
，
同
じ
く
北
陸
線
葉
原
(敦
賀)
で
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
で
大
阪
行
き列
車
が
雪
崩
の
上
に
乗
り
上
げ
，
脱
線
転
覆
し
，
機
関
車
と前
3 両
の
客
車
が
崖
下に
転落
，
死
亡
l人
，
重
傷
5 人
，
軽
傷
6 人
の
事
故
。
北
陸
線
柳
ヶ瀬
で
は
雪
崩
が
落
下
し
，
巡
警
中
の
鉄
道
職
員
1 人
と
除
雪
作
業
員
20
名
が
下
敷
き
と
な
り
，
2 人
重
体
。
穴
馬
村
(現
和
泉
村
)
中
竜
鉱
山
で
は
雪
崩
が
発
生
，
家
屋
9
棟倒
壊，
14
人
即
死
，
行
方
不
明
3 人
，
重
傷
4 人
の
被
害
があ
っ
た。
南
柏
山
村
(
現
南
条
町
)
で
は
住
家
3 戸
を
押
し
倒
し
，
火
災
が
発
生
，
6人
焼
死
の
雪
崩
事
故
。
7
 (5
55
)
 
昭
和
12
年
。
月
日
不
詳
。
大
豪
雨
，
出
水
で
村
道
，
農
道
，
溜
池
。 耕
地
等
の
被
害
約
12
8 ，
00
0
余
円
，
死
者
2 名
を
出
し
た
。
床
上
浸
水
60
。
床
下
浸
水
73
。
流
水
家
屋
2 。
土
砂
流
入
浸
水
田
畑
37
6反
。
大
字
別
の
被
害
状
況
は
王
子
保
村
誌
に
記
載
あり
。
2
 
16
 
風
雨
19
37
/?
?/
?? 
76
1 
36
(6
90
) 
,
15
(2
9)
 ,3
9(
76
9)
 
昭
和
12
年
。
8 月
7 ，
8 の
両
日
の
豪
雨
は
，
丹
生
，
南
条
，
今
立
の
3 郡
を
重量
い
，
各
地
の
橋
梁
が
流
出
し
た
。
武
生
町
だ
け
の
被
害
を
み
て
も ，
浸
水
家
屋
1 ，
70
6戸
(
内
床
上
浸
水
88
2
戸)
，
権
災
者
7 ，
36
0人
・
被
害
額
20
万
89
00
円
に
及
ん
だ。
ま
た
用
排
水
路
，
農
道
の
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
。
。
風
雨
19
37
/0
8/
07
 
76
3 
国同時
一日
40
 (
30
8)
 ,
43
 (1
2)
 
昭
和
14
年
。
西
安
居
村
五
太
子
に
起
っ
た
山
崩
れ
て
廿
家
屋
7 戸
が
倒
壊
し
死
者
15
名
が
出
て
いる
。
狐
・
国
主
39
 (
32
3)
 
,
36
 (6
93
)
 
昭
和
15
年
。
雪
の
被
害
は
，
死
者
44
人
，
負
傷
者
10
人
，
行
方
不
明
2 人
，
建
物
損
壊
10
4件
が
あ
っ
た
。
15
 
7
 
17
 
崖
崩
れ
19
39
/1
2/
14
 
76
5 
判
部
・ 園
調
22
(2
79
) 
,
17
(40
) ,
31
(36
3) 
昭
和
18
年
。
17
時
37
分
。
震
央
は
鳥
取
県
気
高
郡
野
坂
川
中
流
域
。
北
緯
35
.5
2，
東
経
134
.
08
,
 
M
=
7
.
2
0
 
h =
Ok
m。
鳥
取
地
震。
福
井
で
震
度
W
。
46
 
。
雪
19
40
/?
? /
?? 
76
7 
22
(2
82
)
 
,
17
(40
) 
昭
和
19
年
。
13
時
35
分
。
東
海
道
j中
北
緯
33
.8
0，
東
経
13
6.
62
，
M
二
7 .
9 0
h=
30
km
東
南
海
地
震
。
福
井
で
震
度
W
。
。
地
震
(7.
2)
19
43
/0
9/
10
 
77
1 
引訪
中
39
(3
23
)
 
,
15
(21
) ,
36
(69
3)
 
昭
和
20
年
。
前
年
末
よ
り
北
陸
一
帯
に
雪
が
降
り
出
し
，
北
陸
線
は
長
期
間
不
通
。
志
目
木
鉱
山
(
現
大
野
市
)
で
は
30
人
余
人
が
埋
没
す
る
雪
崩
が
発
生
し
，
休
鉱
に
追
い
込
ま
れ
た
。
。
地
震
(7
. 9)
19
44
/1
2/
07
 
77
3 
。
雪
19
45
/?
?/
?? 
77
5 
22
(2
83
)
 
,
17
(40
) 
11
 (
42
)
 
,
2 (
64
3)
 
3 時
38
分。
愛
知
県
南
部
。
北
緯
34
.7
，
東
経
13
7.
0，
M
=
6.
8 0
 
h=
Ok
m福
井
昭
和
20
年
。
9 月
17
日
-1
8
日 。
枕崎
台風
.九
州、
ト関
東
に
被
害
。 福
井
県
で
は
家
屋
全
半
壊
35
0戸
，
そ
の
他
。
風水
害。
昭
和
20
年
。
で
震
度
III
。
。
地
震
(6
.8
)
19
45
/0
1/
13
 
77
6 
11
 (
42
) 
,
15
 (2
9)
 
昭
和
20
年
。
10
月
10
日
-1
3
日 。
阿
久
根
台
風
。
北
海
道
を
除
く
全
国
に
被
害
，
本
県
で
は
死
者
1
人
。
行
方
不
明
1
人
。
そ
の
他
。
水
害。
35
0 
。
風
雨
19
45
/0
9/
17
 
77
8 
22
(2
86
)
 
,
17
(40
) 
昭
和
21
年
。
4 時
19
分。
南
海
道
沖
。
北
緯
33
.0
3，
東
経
13
5.
62
，
M
=
8
.0
0
 
h =
20
km
福
井
で
震
度
II
I-
V 。
敦
賀
市
内
で
は
電
線
切
断
。
停
電
約
40
分
。
棚
上
の
安
定
の
悪
い
器
物
が
落
下
し
て
壊
れ
た
。
2
 
。 。
風
雨
地
震
(8.
0)
19
45
/1
0/
10
 
19
46
/1
2/
21
 
78
0 
78
3 
前
ヰ
猫
打
針
ヰ
向
V 面
禁
獄
嚇
3 ミ N 一，
39
(8
51
)
 
,
10
(2
6)
 ,3
1(
36
3)
 
40
(3
08
) 
,
41
(5
01
) 
22
 (
29
1)
 ,
43
 (1
5)
 
昭
和
23
年
。
16
時
13
分
。
福
井
平
野
。
東
経
13
6.
20
，
北
緯
36
.1
7，
M
=
7
.
1
o
 
h=
Ok
m。
福
井
地
震
。
最
大
震
度
VI(
烈震
)。
福井
VI
，
敦
賀
W。
被
害
地
域
は
九
頭
竜
川
流
域
を
な
す
沖
積
層
の
福
井
平
野
(
福
井
市
，
勝
山
市
，
鯖
江
市
，
足
羽
郡
，
吉
田
郡
，
坂
井
郡
，
今
立
郡
，
丹
生
郡
)
お
よ
び
石
川
県
南
西
部
の
狭
い
範
囲
で
，
特
に
福
井
市
か
ら
春
江
町
を
経
て
金
津
町
に
至
る
幅
15
km
の
激
震
地
域
の
被
害
は
，
わ
が
国
の
地
震
史
上
ま
れ
に
み
る
激
甚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
気
象
庁
震
度
階
級
V
l
I
(
激
震
)
は
，
こ
の
地
震
の
経
験
か
ら
新
し
く
生
ま
れ
た
。
<
被
害
>
福
井
県
の
被
害
状
況
は
，
県
国
家
警
察
本
部
の
調
査
に
よ
る
と
，
死
者
3 ，
542
人(
石川
県は
37
人
)
負
傷
者
15
， 84
9人
(
同
44
4人
)
全
壊
家
屋
34
， 49
5戸
(
同
69
3戸
)
に
達
し
た
。
19
45
年
(昭
和2
0年
)
の
空
襲
に
よ
り
焼
け
野
原
と
な
っ
た
福
井
の
街
は
，
こ
の
地
震
に
よ
り
街
の
真
ん
中
に
あ
る
進
駐
軍
キ
ャ
ン
プ
を
除
い
て
再
び
焼
け
野
原
、
と
な
っ
た
。
特
に
市
街
地
で
は
倒
壕
家
屋
が
道
路
を
塞
ぎ
，
消
火
活
動
も
困
難
と
な
り
広
域
火
災
と
な
っ
た
。
そ
の
死
者
の
過
半
数
は
焼
死
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
見
て
，
出
火
し
た
家
が
燃
え
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
，
類
焼
を
防
ぐ
た
め
進
駐
軍
が
提
案
し
，
19
50
年
(昭
和2
5年
)
市
街
地
建
物
の
難
燃
化
を
含
む
建
築
基
準
法
が
制
定
さ
れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
大
和
デ
パ
ー
ト
1 階
中
央
部
の
柱
が
圧
壊
し
6 階
が
5 階
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
被
害
写
真
は
世
界
中
の
人
々
を
驚
か
し
た
。
他
の
ビ
ル
で
も
半
地
下
室
で
類
似
の
崩
壊
を
示
し
て
い
る
物
が
見
い
だ
さ
れ
，
そ
の
後
い
く
つ
も
国
内
外
の
地
震
で
こ
の
型
の
被
害
が
起
っ
た
。
特
に
木
造
家
屋
の
全
壊
率
は
福
井
平
野
全
域
で
60
%
を
越
え
，
地
域
に
よ
っ
て
は
90
%以
上
の
所
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
山
地
部
で
は
5-
10
%
程
度
で
平
野
部
と
山
地部
で
木
造
家
屋
の
被
害
に
明
確
な
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
地
震
は
「
直
下
型
地
震
」
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
，
ま
た
建
設
構
造
物
の
耐
震
設
計
に
は
胸
l下
の
地
盤
を
考
慮
す
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
近
代
地
震
工
学
の
ス
タ
ー
ト
の
地
震
と
な
っ
た
。
上
流
山
間
部
を
除
き
九
頭
竜
川
の
橋
梁
は
全
滅
し
た
。
こ
れ
が
川
の
南
と
北
を
分
断
し
，
災
害
復
旧
・ 情
報
連
絡
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。
各
河
川
堤
防
も
亀
裂
・
沈
下
な
ど
の
被
害
が
各
所
に
発
生
し
た
。
そ
の
後
復
旧
は
行
わ
れ
た
が
，
1 ヶ
月
後
に
豪
雨
に
よ
り
決
壊
し
今
度
は
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
35
42
 
34
49
5 
。
地
震
(7
.1
)
19
48
/0
6/
28
 
78
6 
36
(8
52
) 
,
31
(3
50
) 
昭
和
23
年
。
全
県
下
被
害
多
し
。
7 月
23
日か
ら
25
日
ま
で
降
り
続
い
た
豪
雨
は
，
今
庄
で
22
3
mm
，武
生て
'23
1聞
の
降
雨
量
を
記
録
し
た
。
そ
の
た
め
日
野
川
の
堤
防
は
決
壕
し
，
道
路
は
崩
壊
し
，
多
く
の
浸
水
家
屋
を
出
し
た
。
。
風
雨
19
48
/0
7/
23
 
78
7 
43
(9
) 
昭
和
23
年
。
同
年
6 月
の
福
井
地
震
後
間
も
な
い
時
の
豪
雨
で
あ
り
，
地
震
で
被
害
を
受
け
た
堤
防
等
が
完
全
復
旧
き
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
，
被
害
が
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
24
日
午
後
か
ら
豪
雨
と
な
り
，
足
羽
川
は
午
後
6 時
に
は
増
水
3m
を
越
え
，
こ
の
後
も
増
水
を
続
け
，
午
後
8 時
頃
に
は
幸
橋
付
近
の
市
民
に
足
羽
山
へ
の
避
難
命
令
が
出
さ
れ
た
。
一
時
雨
も
小
康
状
態
と
な
っ
た
が
，
25
日
の
午
後
6 時
頃
か
ら
再
ぴ
豪
雨
と
な
り
，
九
頭
竜
川
左
岸
等
で
堤
防
が
決
壊
し
，
当
時
の
福
井
市
総
面
積
の
5 分
の
3 の
地
域
が
浸
水
し
，
穣
災
戸
数
は
総
戸
数
の
40
%に
及
ん
だ
。
26
日
に
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
て
い
る
17
 
風
雨
19
47
/0
7/
24
 
78
5 
41
(5
01
) 
明
治
23
年
。 九
頭
竜
川
燈
明
寺
地
籍
・
左
岸
堤
防
決
壊
。
浸
水
家
屋
70
00
余
戸
・
被
災
人
口
28
00
0
人。
1
 (2
57
)
 
,
2 (
64
3)
 
昭
和
24
年
。
月
日
不
詳
。
へ
ス
タ
ー
台
風
に
よ
る
洪
水
で
は
，
家
屋
流
失
全
壊
2 戸
，
床
上
浸
水
35
戸
，
団
地
流
失
埋
没
1 町
5 反
，
冠
水
18
町
2 反
，
道
路
48
ヶ
所
欠
損
，
橋
梁
流
失
29
の
被
害
を
受
け
た
。
2
 
17
 。
風
間
風
雨
19
48
/0
7/
25
 
19
49
/?
?/
??
 
78
8 
78
9 
41
 (
50
1)
 
昭
和
25
年
。
ジ
ェ
ー
ン
台
風
(
最
大
風
速
30
.9
m.
燐
間
最
大
風
速
40
.7
m)
全
壊
16
2戸
，
半
3
 
66
3 
17
 
風
雨
19
50
/0
9/
03
 
79
2 
39
 (
39
5)
 
負
傷
者
42
人。
昭
和
25
年
。
ジ
ェ
ー
ン
台
風
。
9月
3
日
，
福
井
県
沿
岸
を
通
っ
た
台
風
。
硫
黄
島
付
近
で
発
生
し
た
熱
帯
性
低
気
圧は
，
9月
1
日
台
風
と
な
っ
た
。
そ
の
後
，
勢
力
を
強
め
な
が
ら
3
日
10
時
徳
島
県
日
和
佐
付
近
に
上
陸
，
12
時
神
戸
市
付
近
に
再
上
陸
，
13
時
こ
ろ
舞
鶴
市
付
近
を
通
り
若
狭
湾
に
入
っ
た
。
こ
の
台
風
は
，
典
型
的
な
風
台
風
で
あ
り
，
南
な
い
し
南
東
の
風
が
著
しか
っ
た
。
最
大風
速は
，
福
井
て;
'3
0.
9m
/s
，敦
賀で
み3
0.
4m
/s
を
記
録
し
，
共
に
歴
代
1
位
(福
井
18
97
-1
98
9年
，
敦
賀
18
98
-1
98
9年
)
と
な
っ
て
い
る
。
瞬
間
最
大
風
速
は
福
井
で
40
.7
m/
sを
記
録
し
た
。
<
被
害
>
こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
，
死
者
14
人
，
負
傷
者
55
6人
，
住
宅
の
全
壊
68
4戸
，
半
壊
4，
30
6戸
で
あ
っ
た
。
強
風
に
よ
る
建
築
物
の
被
害
は
住
宅
の
み
な
ら
ず
工
場
，
倉
庫
，
病
院
，
学
校
に
も
及
び
，
非
住
宅
の
全
壊
97
8棟
，
半
壊
1，
60
0棟
，
公
共
施
設
の
全
壊
23
棟
，
半
壊
18
5棟
学
校
施
設
の
全
壊
26
棟
，
半
壊
66
棟
に
達
し
た
。
ま
た
水
田
の
冠
水
や
流
失
は
2，
55
2h
a，
漁
船
の
被
害
も
39
9隻
に
上
っ
た
。
被
害
総
額
は
33
億
2，
14
1万
円
で
あ
っ
た
が
，
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
稲
作
等
の
農
業
関
係
13
億
6，
90
0余
万
円
，
次
い
，
で
商
工
業
関
係
7億
2，
54
2万
円
，
土
木
建
築
関
係
4億
9，
71
8万
円
，
林
業
関
係
3億
8，
68
8万
円
で
あっ
た。死
者
3
人，
壊
50
1戸
，
14
 
49
90
 
。
風
雨
19
50
/0
9/
03
 
79
3 
国一剛
山崎ロ
40
 (
30
9)
 
半
昭
和
25
年
。
9月
3
日
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
。
全
壊
家
屋
が
住
宅
6，
工
場
6，
非
住
宅
62
，
壊
家
屋
は
住
宅
78
，
工
場
4，
非
住
宅
40
，
合
計
19
6棟
に
達し
た。
加担
・国
主
料品 切・
国岡
43
 (
10
)
 
昭
和
25
年
。
ジ
ェ
ー
ン
台
風
は
，
9月
3
日
午
前
8時
45
分
室
戸
岬
通
過
後
，
午
後
10
時
45
分
神
戸
付
近
に
上
陸
し
，
舞
鶴
，
若
狭
湾
を
通
り
日
本
海
沿
岸
部
を
北
上
し
た
。
県
内
の
最
大
風
速
は
30
.9
m/
sと
な
り
，
九
頭
竜
川
，
足
羽
川
，
日
野
川
は
警
戒
水
位
を
超
え
て
，
土
砂
崩
れ
，
堤
防
・
護
岸
の
決
壊
等
が
生
じ
た
。
本
市
の
被
害
は
，
死
者
3人
，
重
傷
者
24
人
，
家
屋
全
壊
18
6戸
，
家
屋
半
壊
53
1戸
等
と
な
っ
た
。
3
 
84
 
71
7 
13
 
17
 
風
間
風
雨
崖
崩
れ
19
50
/0
9/
03
 
19
50
/0
9/
03
 
79
5 
79
6 
11
 (
42
) 
昭
和
25
年
。
9
月
3
日
-4
日。
ジ
ェ
ー
ン
台
風
。
九
州
を
除
〈
全
国
に
被
害
。
本
県
で
は
死
者
14
人，
負傷
ム者
55
6人
，
そ
の
他
。
風
水
害
。
家
屋
の
全
壊
34
戸
，
半
壊
43
戸
，
大
破
63
戸
に
達
し
，
被
害
額
は
27
00
万
円
を
越
え
た
。
14
 
13
 
風
雨
19
50
/0
9/
03
 
79
7 
議
中
36
(8
52
) 
,
37
(7
8)
 ,1
5(
29
) 
昭
和
25
年。
9月
3
日
は
，
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
影
響
を
受
け
，
最
大
風
速
30
.9
mの
大
暴
風
雨
と
な
り，
日野
川|
は
警
戒
水
位
を
1m
以
上
も
突
破
し
た
。
武
生
地
方
の
家
屋
の
全
壊
34
戸
，
半
壊
43
戸
，
大
破
63
戸
に
達
し
，
被
害
額
は
27
00
万
円
を
越
え
た
。
77
 
。
風
雨
19
50
/0
9/
03
 
80
3 
昭
和
27
年
。
月
日
不
詳
。
巣
原
1也
すべ
り
。
大
野
市
(旧
西
谷
村
)
奥
巣
原
付
近
で
発
生
した
I3
9 
(5
06
) 
地
す
べ
り
。
最
初
に
小
・
中
学
校
，
寺
院
近
く
で
家
・石
垣
な
ど
に
変
動
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
19
63
年
(昭
和
38
年
)
度
か
ら
県
土
木
部
砂
防
課
に
よ
っ
て
防
止
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。
19
52
年
(
昭
和
27
年
)
こ
ろ
に
延
長
約
15
0m
の
弧
状
の
滑
り
面
が
生
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
，
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
新
旧
両
期
の
地
す
べ
り
地
形
と
崩
積
層
が
あ
り
，
岩
相
的
に
区
5
J
1jし
が
た
い
。
新
期
地
す
べ
り
地
の
頭
部
に
池
ノ
簿
凹
地
が
あ
り
，
背
後
の
古
期
崩
積
層
下
に
埋
没
し
た
旧
谷
底
を
通
っ
て
地
下
水
が
伏
流
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
期
崩
積
層
中
に
再
ぴ
崩
壊
が
生
じ
て
い
る
。
12
 
崖
崩
れ
19
52
/?
?
 
/?
? 
80
7 
22
(3
08
) 
,
31
(3
63
) ,
43
(1
5)
 
昭
和
27
年。
16
時
32
分
。
大
聖
寺
i中。
M=
6
，5。
大
聖
寺
沖
地
震
。
北
緯
36
.4
8，
東
経
13
6，
20
,
 
M
=
6
,
5 o
 
h=
Ok
m。
金
津
付
近
で
震
度
V。
北
潟
で
被
害
が
大
。
壁
の
剥
落
，山
崩れ
，
1
 
。
地
震
(6.
5)
19
52
/0
3/
07
 
80
8 
道
路
の
亀
裂
等
が
所
々
み
ら
れ
た
。
福
井
県
で
民
家
埋
没
1 ，
傾
斜
60
。
4
 (5
81
)
 
7
 (5
55
) 
昭
和
27
年
。
米
ノ
隆
道
北
側
の
山
崩
壊
山
本
竹
吉
の
家
屋
破
壊
。
死
亡
9 名
。
負
傷
2 名
。
昭
和
28
年
。
日
付
不
詳
。
日
野
川
の
大
洪
水
で
中
平
吹
，
下
平
吹
は
10
0余
町
歩
の
田
畑
の
浸
水
，
耕
土
流
失
，
磯
土
砂
埋
積
は
，
言
わ
ず
も
が
な
家
屋
の
浸
水
も
約
全
区
等
の
3 分
の
l に
及
ぶ
大
被
害
で
あ
っ
た
。
9
 
1
 
13
 
16
 
崖
崩
れ
風
雨
19
52
/0
6/
23
 
19
53
/0
7/
??
 
80
9 
81
2 
43
(1
0)
 
昭
和
28
年
。
台
風
13
号
は
紀
伊
半
島
南
端
の
潮
岬
か
ら
紀
伊
半
島
東
岸
を
北
上
し
，
伊
勢
湾
か
ら
本
州
上
を
縦
断
し
釧
路
沖
に
達
す
る
コ
ー
ス
を
と
っ
た
。
風は
強<
，
降
水
量
は
多
か
っ
た
。
25
日
午
後
3 時
頃
か
ら
暴
風
雨
と
な
り
，
最
大
瞬
間
風
速
は
市
内
で
N2
7.
3m
/s
を
記
録
し
て
いる
。 本
市
の
被
害
は
，
床
上
浸
水
65
54
戸
，
床
下
浸
水
46
40
戸
，
穣
災
者
33
40
0余
人
と
な
っ
た
。
26
日
午
後
8 時
30
分
に
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
17
 
風
雨
19
53
/0
9/
22
 
81
9 
賞
ヰ
猫
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E
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S
G
N
T
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 (
30
) 
昭
和
28
年
。
9 月
23
日
-2
6
日
，
台
風
13
号
に
よ
る
豪
雨，
日
野
川
左
岸
で
氾
濫
し
，
下
司
で
家
が
流
さ
れ
， 豊
・ 立
待
地
区
で
広
〈
浸
水
し
た
。
日
野
川
右
岸
有
定
地
内
の
堤
防
50
mほ
ど
が
1.
5m
低
く
な
り
，
濁
流
が
あ
ふ
れ
出
し
，
家
が
浸
水
し
た
。 鞍
谷
川
堤
防
左
岸
が
松
成
の
下
流
で
決
壊
し
，
橋
立
て
ゆ
床
上
約
50
cm
浸
水
し
た
。
鯖
江
・
神
明
・
中
河
・
片
上
・
北
中
山
・
立
待
・
吉
川・
豊
地
区
で
被
害
が
続
出
し
，
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
た
。
5
 
風
雨
19
53
/0
9/
23
 
82
0 
40
(3
09
) 
昭
和
28
年
。
9 月
24
日
の
台
風
13
号で
は，
日野
川・
志
津
川
な
ど
の
堤
防
が
決
壊
し
，
朝
日
町
・
豊
村
・
吉
川
村
・
立
待
村
・
天
津
村
・
三
方
村
・
志
津
村
・
西
安
居
村
・
国
見
村
な
ど
が
特
に
大
き
な
打
撃
を
受
けた
。
郡
内
の
総
計
は
，
死
者
1 ，
負
傷
者
4 ，
全
壊
家
屋
6 ，
半
壊
家
屋
11
，
一
部
破
損
し
た
も
の
22
，
床
上
浸
水
96
5，
床
下
浸
水
48
4，
非
住
宅
の
被
害
12
，
水
聞
の
埋
没
59
9町
歩
，
水
を
か
ぶ
っ
た
水
田
44
5町
歩
，
畑
の
流
失
し
た
も
の
16
町
歩
，
畑
の
水
を
か
ぶ
っ
た
も
の
54
町
歩
，
道
路
の
く
ず
れ
た
所
46
ヶ
所
流
さ
れ
た
橋
24
，
堤
防
の
く
ず
れ
た
所
25
ヶ
所
，
崖
崩
れ
25
ヶ
所
，
倒
れ
た
電
柱
22
本
，
板
塀
の
倒
れ
た
も
の
25
，
鉄
道
の
被
害
8
ヶ
所
，
稲
木
の
被
害
84
，
木
材
の
流
失
65
，
催
災
者
は
80
5名
に
達
し
た
。
1
 
17
 
13
 
風
間
崖
崩
れ
19
53
/0
9/
24
 
82
1 
41
 (
50
1)
 
昭
和
28
年。
9 月
24
日・
25
日 。
台
風
13
号
(
最
大
風
速
市
内
て
"2
7m
)
豪
雨
を
伴
い
出
水
，
荒
川
・
底
喰
川
流
域
等
，
特
に
被
害
多
大
。
浸
水
面
積
全
市
の
約
40
%。
回
畑
の
冠
水
約
40
0町
歩・
被
災
者
総
数
33
40
0人
17
 
風
雨
19
53
/0
9/
24
 
82
2 
11
 (
42
) 
負
傷
者
86
昭
和
28
年
9 月
24
日
-2
6
日 。
テ
ス
台
風
。
全
国
に
被
害
。
本
県
で
は
死
者
83
人，
人
，
そ
の
他
。
風
水
害。
34
 (5
0)
 
昭
和
28
年
。
台
風
13
号
。
午
後
12
時
45
分
頃
，
紀
伊
半
島
の
南
端
潮
岬
附
近
に
上
陸
し
た
台
風
13
号
は
，
そ
の
後進
路を
北東
に変
え，
18
時
頃
志
摩
半
島
を
通
り伊
勢
湾
及
び
知
多
半
島
を
横
断
し
て
岡
崎
附
近
を
通
過
し
，
そ
の
ま
ま
中
部
山
岳
地
帯
に
進
ん
だ
。
こ
の
た
め
若
狭
地
方
の
各
河
)11
は
氾
i!
i
し
，
特
に
小
浜
地
方
は
家
屋
の
流
失
，
行
方
不
明
者
の
発
生
等
相
次
ぎ
，
そ
の
被
害
惨
状
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
っ
た
。
当
町
に
お
い
て
も
同
日
19
時
30
分
頃
に
は
最
大
風
速
27
m，
降
雨
量
は
18
5m
mに
達
し
，
旧
耳
村
南
市
地
籍
の
耳
川
堤
防
は
え
ぐ
り
取
ら
れ
，
河
畔
の
民
家
21
戸流
失，
9 戸
が
大
破
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
阿
部
落
全
戸
に
退
避
の
勧
告
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
た
め
小
浜
市
を
始
め
三
方
町
・
旧
耳
村
・
旧
山
東
村
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
死
者
3 人
。
床
上
浸
水
23
3戸
。
全
壊
非
住
家
4 棟
。
道
路
決
壊
70
ヶ
所
。
橋梁
流失
・
83
 3
 
30
 
13
 6
 
風
雨
風
雨
19
53
/0
9/
24
 
19
53
/0
9/
25
 
82
3 
82
4 
1
 (2
57
) 
破
損
22
ヶ
所
。
堤
防
破
損
70
ヶ
所
。
回
冠
水
29
0h
a。
畑
冠
水
30
ha
。
昭
和
28
年。
13
号
台
風
に
よ
る
大
洪
水
で
大
被
害
を
受
け
た
。
前
日
に
大
雨
が
あ
り
相
当
に
増
水
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
，
25
日の
集
中
豪
雨は
，
表
現
の
言
葉
も
見
当
た
ら
な
い
程
の
物
凄
き
で
あ
っ
た
。
享
保
，
明
治
の
頃
に
は
山
林
の
樹
木
も
多
〈
繁
茂
し
て
い
た
た
め
水
勢
が
お
と
な
し
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
洪
水
は
山
林
が
多
く
伐
採
さ
れ
て
い
た
た
め
か
一
気
水
で
水
勢
激
し
く
，
降
水
量
も
前
2 回
の
大
洪
水
の
時
よ
り
も
多
か
っ
た
ら
し
し
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
交
通
機
関
も
と
だ
え
一
時
孤
立
状
態
と
な
っ
た
。
直
ち
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
て
，
救
助
の
手
が
さ
し
述
べ
ら
れ
た
が
，
そ
の
復
旧
に
は
5 ヶ
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
被
害
の
大
要
は
，
死
者
行
方
不
明
16
人
，
負
傷
者
59
人
，
建
物
流
失
13
0戸
，
床
上
浸
水
並
に
半
壊
47
8
戸
，
田
地
流
失
埋
没
1 ，
98
5反
，
冠
水
団
地
36
9反
，
同
畑
地
40
7反
，
道
路
被
害
18
0 ヶ
所
で
19
，
90
0m
，
堤
防
被
害
51
ヶ
所
で
l ，
ll
Om
，
林
道
56
ヶ所
の
9 ，
12
1m
，
橋
梁
94
ヶ所
，
共
同
施
設
14
ヶ戸
斤で
あっ
た。
16
 
13
0 
風
雨
19
53
/0
9/
25
 
82
5 
出一同
時ロ
判
部
・図 柄湖 ・ 国
主
39
(4
40
)
 
昭
和
28
年。
13
号台
風。
25
日
に
紀
伊
半
島
か
ら
伊
勢
湾
を
通
り
，
夕
方
愛
知
県
南
部
に
上
陸
して
，
21
時
ご
ろ
中
部
山
岳
地
帯
を
北
東
進
し
た
。
台
風
前
面
の
前
線
に
よ
る
大
雨
と
台
風
接
近
時
の
暴
風
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
福
井
県
で
は
台
風
が
伊
勢
湾
中
部
に
達
した
18
時
ご
ろ
風
雨
が
最
も
激
し
し
敦
賀
で
は
最
大
風
速
18.
7m
/s
(北
)
を
観
測
し
た
。
23
-2
6
日
の
総
雨
量
は
福
井
22
1m
m，
敦
賀
30
9m
m を
は
じ
め
県
内
全
般
に
20
0 -
30
0m
mて
事特
に
小
浜
市
下
回
で
は
70
5m
ml
こ
達
し
た
。
こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
<
被
害
>
台
風
13
号
は
，
活
発
な
停
滞
前
線
の
活
動
に
伴
う
集
中
豪
雨
を
本
県
に
も
た
ら
し
た
。
特
に
若
狭
地
方
は
，
中
名
目
で
日
雨
量
58
5.
4m
m と
い
う
記
録
的
豪雨
に襲
われ
，
北
川
や
南
川
が
至
る
所
で
決
壊
し
，
激
甚
な
被
害
が
発
生
し
た
。
小
浜
市
，
遠
敷
郡
，
大
飯
郡
合
わ
せ
て
死
者
87
人，
行
方
不
明
15
人，
負
傷
者
291
人
，
家
屋
の
全
壊
お
よ
び
流
出
66
2戸
，
被
災
者
数
41
， 61
2に
達
し
た
。
福
井
市
の
日
野
川
決
壊
な
ど
に
よ
り
嶺
北
地
方
に
も
被
害
は
及
び
，
県
内
全
体
の
死
者
は
101
人
，
行
方
不
明
15
人
，
負
傷
者
63
9人
であ
った
。
26
日 午
前
3 時
に
は
福
井
県
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
，
4 市
7 町
38
村
に
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
た
。
県
内
全
域
の
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
は
43
億
円
に
及
ん
だ
。
11
6 
66
2
 
。
風
雨
19
53
/0
9/
25
 
82
6 
? ? ? ? ?
司お 』い
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55
6)
 
昭
和
28
年。
13
号
台
風
に
よ
る
洪
水
。
被
害
近
来
に
な
い
激
甚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
平
吹
の
日
の
出
橋
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
3 ス
パ
ン
流
出
。
住
家
の
被
害
半
壊
3戸
，
床
上
浸
水
7
戸
，
床
下
浸
水
64
戸
。
田
畑
の
被
害
，
田
の
流
失
12
町
7 反
， 冠
水
16
6町
歩
，
稲
の
完
全
倒
伏
10
7町
2 反
，
畑
冠
水
8 町
歩
。
各
区
潅
概
用
水
ほ
と
ん
ど
決
壊
し
た
。
そ
の
中
て
も
白
崎
北
笹
生
の
大
溜
池
の
決
壊
は
，
猛
威
を
這
う
し
て
濁
流
笹
生
谷
を
お
う
て
山
の
如
く
，
直
ち
に
沿
道
の
薪
，
盤
木
の
束
を
投
し
，
愈
々
勢
を
得
て
過
ぐ
る
雑
木
を
根
こ
ぞ
ぎ
に
し
て
奔
流
す
る
す
さ
ま
じ
き
に
一
時
は
村
中
水
浸
し
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
が
家
屋
の
浸
~7j
(は
白崎
は
20
戸
内
外
に
終
っ
た
が
，
塚
原
，
四
郎
丸
は
時
間
的
に
短
か
っ
た
が
大
部
分
浸
水
し ，
河
濯
川
改
修
(
春
日
野
川
下
流
)
後
は
じ
め
て
の
浸
水
で
あ
っ
た
。
白
崎
の
家
屋
の
浸
水
は
叙
上
の
よ
う
に
小
範
囲
で
す
ん
だ
が
，
奔
流
の
後
即
ち
笹
生
谷
，
西
ノ
谷
等
の
田
畑
の
浸
水
，
冠
水
，
耕
土
の
流
失
は
勿
論
畦
畔
の
決
壊
，
流
失
は
か
な
り
広
範
囲
に
及
ぴ
，
溜
池
の
被
害
額
の
み
を
も
っ
て
30
0万
円
の
巨
額
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
3
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風
雨
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/0
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25
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2)
 
昭
和
28
年
。
9 月
25
日の
13
号
台
風
は
，
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
み
，
福
井
県
で
は
4 時
頃
か
ら
約
10
時
間
に
わ
た
り
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
，
市
内
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
武
生
で
の
雨
量
は
23
日 3
2m
m，
24
日 8
0m
m ，
25
日
に
は
10
7m
mに
及
ん
だ
。
日
野
川
の
増
水
は
は
な
は
だ
し
1
 
7
 
16
 
風
雨
19
53
/0
9/
25
 
82
8 
<
 ，
中
平
l次
の
日
出
橋
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
は
三
橋
脚
が
流
さ
れ
，
百
鬼
女
椅
(
本
橋
)
は
西
半
分
を
流
失
し
た
。
日
野
側
の
堤
防
は
家
久
で
決
壊
し
，
福
井
鉄
道
の
路
床
(
線
路
道
) は
濁
流
に
流
さ
れ
て
，
線
路
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
。
吉
野
瀬
川
堤
防
は
広
瀬
・
岡
本
で
ず
た
ず
た
に
切
ら
れ
，
大
虫
川
は
大
虫
で
，
文
室
川
は
文
室
，
上
大
坪
で
，
鞍
谷
川
は
堤
防
が
5
ヶ
所
も
決
壊
し
，
荒
谷
川
は
平
林
・
庄
田
で
被
害
を
出
し
，
た
く
さ
ん
の
稲
や
は
さ
が
流
さ
れ
た
。
道
路
で
は
武
生
木
本
線
・
河
野
武
生
線
・
甲
楽
城
武
生
線
・
中
小
屋
武
生
線
・
武
生
四
ケ
浦
線
・
上
荒
谷
武
生
線
・
武
生
岐
阜
線
が
所
々
で
削
り
取
ら
れ
て
か
な
り
の
被
害
を
出
し
た
。
武
生
市
の
被
害
状
況
は
死
傷
者
各
々
1 名
を
出
し
，
流
失
家
屋
l 戸
，
半
壊
家
屋
6 戸
，
床
上
浸
水
34
7
戸
，
床
下
浸
水
1 ，
38
8戸
に
及
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
擢
災
者
の
合
計
は
，
7 ，
34
0人
に
及
ぶ
あ
り
さ
ま
で
，
武
生
市
で
は
26
日
災
害
救
助
法
の
発
動
を
申
請
し
た
。
そ
の
後
34
年
9 月
26
日
に
は
伊
勢
湾
台
風
が
あ
り
，
日
野
川
は
増
水
し
，
鞍
谷
)11
，
吉
野
瀬
) 1 1
が
氾
濫
し
た。
菌
ヰ
一 世 H 討与
が思
漂い
が刷
、)
こ
NT
50
 (
8)
 
昭
和
31
年。
4
-
5
日 。
4
日
9 時
，
北
海
道
に
あ
っ
た
低
気
圧
か
ら
，
南
西
に
の
び
て
い
た
寒
冷
前
線
が
徐
々
に
南
下
し
，
同
日
夕
刻
か
ら
5
日朝
にか
け，
北
陸
地
方
で
は
こ
の
前
線
の
移
動
に
伴
っ
て
局
地
的
に
極
め
て
短
時
間
の
強
雷
雨
と
な
り
，
敦
賀
で
は
1 時
間
降
水
量
57
.9
mm
，
総
降
水
量
18
5.
0m
m を
観
測
し
た
。
こ
の
強
雨
に
よ
り
，
国
鉄
北
陸
線
は
敦
賀
一
中
ノ
郷
問
駅
間
で
土
砂
崩
れ
，
道
床
の
ゆ
る
み
が
発
生
5
日
4 時
30
分
頃
不
通
と
な
る
。
同
日
7 時
頃
敦
賀
市
鳩
原
で
笠
ノ
川
の
氾
濫
に
よ
り
60
mi
こ
わ
た
り
決
壊
，
一
時
交
通
不
能
に
な
っ
た
。
ま
た
笠
ノ 川
が
減
水
し
始
め
た
同
日
の
10
時
頃
，
敦
賀
市
曽
々
木
の
北
陸
線
笠
ノ
川
護
岸
2
ヶ
所
が
決
壊
し
た
。
こ
の
他
落
雷
に
よ
る
電
灯
線
，
通
信
線
等
に
若
干
の
被
害
が
あ
った
。
。
風
雨
崖
崩
れ
19
56
/0
8/
04
 
11
71
 
2
 (6
44
) 
昭
和
33
年
。 2
5 日
か
ら
26
日
朝
に
か
け
て
前
線
活
動
が
活
発
に
な
り
，
坂
井
郡
北
部
の
竹
田
川
・
権
世
川
流
域
一
帯
に
20
0m
m以
上
の
集
中
豪
雨
が
あ
っ
て
死
者
2 人
を
だ
し
，
家
屋
倒
壊
や
堤
防
決
壊
な
ど
の
被
害
が
で
た
。
2
 
4
 
風
雨
19
58
/0
7/
25
 
83
1 
39
(9
69
) 
昭
和
34
年
。
美
濃
俣
地
す
べ
り
。
24
日
夜
，
池
田
町
美
濃
俣
集
落
東
南
方
の
山
腹
斜
面
で
，
面
積
33
.7
ha
の
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
。 そ
の
崩
積
物
の
末
端
部
は
約
75
0m
下
方
の
水
海
川
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
は
18
91
年
(
明
治
24
年
)
の
濃
尾
地
震
の
際
，
支
流
の
皿
谷
上
流
で
山
津
波
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
19
48
年
(
昭
和
23
年)
6月
の
福
井
地
震
で
は
高さ
4m
の
断
崖
が
て
ゆ
き
，
渓
流
沿
い
で
小
崩
壊
を
生
じ
た
。
こ
の
位
置
は
温
見
断
層
上
に
ほ
ぼ
位
置
す
る
。
緩
〈
西
方
に
傾
く
足
羽
層
の
上
位
に
重
な
る
糸
生
層
が
流
れ
盤
を
呈
し
，
両
層
の
境
界
部
分
が
地
下
水
に
よ
る
風
化
(
粘
土
化
)
を
受
け
，
崩
壊
性
地
す
べ
り
を
起
こ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
<
災
害
>
福
井
県
の
地
す
べ
り
で
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。 池
田
町
美
濃
俣
の
足
羽
川
支
流
，
水
海
川
上
流
，
7.
5k
m右
岸
に
発
生
し
，
そ
の
被
害
面
積
は
27
0h
aに
及
ん
で
い
る
。
地
す
べ
り
状
況
は
，
地
形
お
よ
び
地
質
か
ら
み
て
3 ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
。
A
地
区
は
地
す
べ
り
が
起
こ
っ
た
所
て1
そ
の
面
積
が
34
ha
。
上
部
に
大
滑
落
崖
が
発
達
し
て
い
る
。
B地
区
は
A
地
区
に
隣
接
し
，
面
積
が
12
ha
で，
A
地
区
同
様
，
大
地
す
べ
り
の
発
生
が
危
|冥
され
る。
C
地
区
は
面
積
8h
aで
サ
也
す
べ
り
現
象
が
顕
著
で
、
あ
る
。
大
地
す
べ
り
に
よ
る
土
石
流
に
よ
っ
て
，
美
濃
俣
集
落
(27
戸
)
は
，
家
屋
の
流
失
，
埋
没
の
ほ
か
林
地
や
田
畑
，
林
産
物
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
，
19
61
年
(昭
和3
6年
)
年
11
月
，
廃
村
と
な
っ
た 。
こ
れ
を
契
機
に
19
62
年
，
国
の
地
す
ぺ
り
防
止
地
域
に
指
定
さ
れ
，
本
格
的
な
実
態
調
査
が
行
わ
れ
，
地
す
べ
り
防
止
工
事
が
統
け
ら
れ
て
い
る
。
27
 
3
 
崖
崩
れ
19
59
/0
4/
24
 
83
2 
31
 (
54
0)
 
昭
和
34
年
。
美
濃
俣
地
す
べ
り
が
発
生
。
原
因
は
明
治
24
年
の
濃
尾
地
震
に
よ
る
根
尾
谷
断
層
の
変
位
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村
水
島
か
ら
，
池
田
町
野
尻
を
線
に
，
こ
3
 
風
間
崖
崩
れ
19
59
/0
4/
24
 
83
3 
の
時
多
数
の
亀
裂
や
小
地
滑
り
が
見
ら
れ
た
。
更
に
こ
れ
が
昭
和
23
年
6
月
の
福
井
地
震
に
よ
っ
て
，
亀
裂
面
を
拡
大
し
た
。
此
処
か
ら
雨
水
が
地
下
に
浸
透
し
，
軟
弱
な
滑
り
や
す
い
土
質
に
変
化
し
て
滑
落
し
大
惨
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幅
75
0m
，長
50
0m
。
上
部
に
大
滑
落
崖
が
発
達
し
て
い
る
。
16
 (3
0)
 
橋
立
で
床
上
浸
水
し
床
上
浸
水
79
戸
，
床
昭
和
34
年
。
台
風
7号
と
前
線
の
影
響
で
鞍
谷
川
堤
防
左
岸
が
決
壊
し，
た
。
8月
14
日，
日
野
川
な
ど
堤
防
の
決
壊
45
ヶ
所
，
橋
の
流
失
21
件，
下
浸
水
15
9戸
，
田
畑
の
冠
水
86
5h
a。
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
た
。
5
 
風
雨
19
59
/0
8/
12
 
83
6
 
11
 (
42
) 
昭
和
34
年
。
8月
12
日
-1
4
日。
59
07
台
風
。
近
畿
一
東
北
に
被
害
。
前
線
北
上
も
あ
り
，
本
県
で
は
死
者
5人
，負
傷ー
者
6人
，
そ
の
他
。
風
水
害
。
国 岡山崎 明 料品 部 ・ 園
調
加担 ・ 国 主
50
 (9
) 
昭
和
34
年
。
12
-1
4日
。
13
日
頃
硫
黄
島
の
北
方
海
上
を
か
な
り
の
速
度
で
北
上
し
て
い
た
台
風
7号
は
，
そ
の
後
も
加
速
し
な
が
ら
北
上
を
続
け
，
14
日
6時
過
ぎ
に
は
駿
河
湾
か
ら
静
岡
県
に
上
陸
し
，
諏
訪
，
長
野
，
直
江
津
付
近
を
経
て
11
時
に
佐
渡
の
西
方
海
上
に
抜
け
た
。
そ
の
後
は
衰
え
な
が
ら
日
本
海
北
部
に
去
っ
た
。
台
風
襲
来
以
前
の
12
日
頃
か
ら
停
滞
前
線
が
次
第
に
活
発
と
な
り
，
嶺
北
地
方
で
は
強
い
雨
に
な
っ
て
来
た
が
，
嶺
南
地
方
で
は
13
日
9時
ま
で
の
雨
量
は
敦
賀
で
、
77
mm
で
，
そ
の
他
の
地
点
で
も
余
り
多
く
な
か
っ
た
。
13
日
午
後
，
小
浜
地
方
に
16
時
頃
か
ら
19
時
頃
に
か
け
て
20
0m
m以
上
の
降
雨
が
あ
り
，
か
な
り
の
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
一
旦
小
降
り
に
な
っ
た
雨
は
，
台
風
の
接
近
と
共
に
14
時
過
ぎ
て
強
く
な
り
，
14
 
日
2時
か
ら
6時
の
間
に
約
10
0m
mの
降
雨
が
あ
り
，
所
々
で
被
害
が
出
た
。
こ
の
台
風
と
前
線
に
伴
う
大
雨
に
よ
る
被
害
は
次
の
と
お
り
。
敦
賀
土
木
出
張
所
管
内
死
者
3人
，
負
傷
2人
。
家
屋
全
壊
1戸
，
半
壊
5戸
，
浸
水
床
上
89
戸
，
床
下
27
2戸
。
堤
防
決
壊
12
，
破
損
12
0，
橋
流
失
9，
道
路
損
壊
39
，
崖
崩
れ
240
田
畑
流
失
26
町
，
冠
水
35
6問
。
小
浜
出
張
所
管
内
負
傷
l人
。
家
屋
全
壊
1，
浸
水
床
上
32
，
床
下
87
4戸
。
堤
防
決
壊
1，
破
損
75
，
橋
流
失
2，
道
路
損
壊
59
，
崖
崩
れ
24
，
田
畑
冠
水
11
13
町
，
流
失
30
町
。
5
 
3
 
7
 
13
 
。
風
雨
風
雨
崖
崩
れ
19
59
/0
8/
12
 
19
59
/0
8/
12
 
83
7 
11
73
 
l
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 (
50
1)
 
昭
和
34
年
。台
風
7号
の
接
近
と
不
連
続
線
の
活
動
に
よ
り
降
雨
激
し
さ
を
加
え
河
川
は
急
激
に
増
水
，
午
後
1時
災
害
救
助
法
発
動
。
被
災
者
27
60
00
人
，
死
者
l人
，
重
傷
者
1人
，
床
上
浸
水
41
53
戸
，
床
下
28
69
戸
，
田
畑
の
浸'
水
及
冠
水
30
24
ha
，
道
路
決
壊
55
ヶ
所
，
桜
橋
流
失
，
推
定
損
害
45
00
0万
円。
l
 
17
 
風
雨
19
59
/0
8/
13
 
83
8 
4
 (5
82
) 
昭
和
34
年
。
連
日
の
豪
雨
に
よ
り
住
宅
，
回
，
畑
，
道
路
等
大
災
害
あ
り
。
住
家
全
壊
1戸
，
半
壊
10
戸
，
床
上
浸
水
20
戸
，
床
下
浸
水
10
2戸
，
土
蔵
倉
庫
全
壊
2戸
，
半
壊
4戸
，
床
上
浸
水
3戸
，
床
下
浸
水
1戸
。
11
 
13
 
風
雨
19
59
/0
8/
13
 
83
9 
43
 (1
0)
 
昭
和
34
年
。
台
風
第
6号
7号
の
影
響
で
福
井
地
方
は
9
日
か
ら
雨
と
な
っ
た
が
，
12
日
朝
か
ら
は
豪
雨と
なり
，
13
日
-
14
日
と
降
り
続
き
，
山
間
部
で
'4
6m
m，
平野
昔日
でレ
20
0m
mに
達
し
た
。
本
市
の
被
害
は
，
足
羽
川
の増
水で
与
13
日
午
後
l時
頃
桜
橋
が
流
失
し
，
ま
た
荒
川
の
氾
濫
に
よ
り
13
日
午
前
3時
30
分
頃
か
ら
東
部
地
域
一
帯
が
泥
海
と
化
し
，
浸
水
家
屋
は
70
00
戸
弱
と
な
っ
た
。
13
日
午
後
1時
に
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
17
 
風
雨
19
59
/0
8/
13
 
84
0
 
23
 (
54
8)
 
昭
和
34
年
。
連
日(
5
日
間
)
降
り
続
い
た
豪
雨
(5
00
mm
以
上
)
に
よ
っ
て
，
午
前
10
時
15
分
頃
竹
生
の
志
津
川
右
岸
堤
防
が
約
30
mに
わ
た
り
欠
壊
し
，
津
波
の
よ
う
な
濁
流
が
竹
生
・片
粕
を
襲
い
40
戸
が
床
上
浸
水
50
戸
が
床
下
浸
水
し
た
。
ま
も
な
く
日
野
川
の
片
山
左
岸
堤
防
50
m
13
 
風
雨
19
59
/0
8/
14
 
84
1
 
が
決
壊
，
さ
ら
に
10
0m
上
流
で
弘
内
側
か
ら
堤
防
が
え
ぐ
り
と
ら
れ
崩
れ
落
ち
た
。
こ
の
濁
流
は
山
に
沿
っ
て
逆
流
し
片
山
区
を
ー
の
み
に
し
，
73
戸
全
戸
床
上
浸
水
と
な
っ
た
。
水
勢
は
さ
ら
に
広
が
り
，
新
保
区
の
17
戸
浸
水
，
清
水
山
区
へ
近
つ
'
き
山
の
北
側
に
流
れ
込
み
，
区
民
は
定
然
と
見
て
い
る
だ
け
で
防
ぎ
ょ
う
が
な
く
，
片
山
・
新
保
90
戸
は
一
瞬
に
し
て
濁
流
に
の
ま
れ
た
た
め
，
ほ
と
ん
ど
家
に
取
り
残
さ
れ
孤
立
状
態
に
陥
っ
た
。
清
水
町
災
害
対
策
本
部て
、は
，
県
響
に
救
援
を
依
頼
し
午
後
6 時
半頃
，
3 隻
の
ポ
ー
ト
が
到
着
し
，
片
山
35
0人
，
新
保
13
0
人
に
対
し
お
に
ぎ
り
50
0人
分
，
飲
料
水
・
日
用
品
な
ど
が
配
ら
れ
た
。
11
 (
42
) 
昭
和
34
年
。
9
月
25
日
-2
7
日 。
伊
勢
湾
台
風
。
北
海
道
を
除
〈
全
国
に
被
害
。
本
県
で
は
死
者
25
人，
負傷
ー者
6 人
，
そ
の
他
。
風
水
害
。
前 半 滴打
討与
が血
漂い
が嚇
3 - 」 NT
昭和
34
年
。
伊
勢
湾
台
風
。
硫
黄
島
の
南
南
東
海
上に
あ
っ
た
台
風
15号
は異
常に
発達
して
，
15
0(9
)
中
心
気
圧
は
89
5曲
とな
り，
北西
のち
北北
西に
進ん
て.
，
26
日
6 時
に
は
湖
岬
南
方
海
上
に
達
し
た
。
そ
の
後
次
第
に
加
速
し
つ
つ
北
上
し
，
18
時
15
分
頃
1銅山
Ipの
西
方
に
上
陸
し
た
。
北
陸
・
近
畿
北
部
・
中
国
・
九
州
北
部
を
暴
風
圏
に
包
ん
だ
台
風
は
，
奈
良
県
中
部
，
揖
斐
川
上
流
を
経
，
北
東
に
進
ん
で
岐
阜
県
白
川
付
近
，
富
山
の
東
を
通
り
，
糸
魚
川
と
高
田
の
中
聞
か
ら
日
本
海
に
抜
け
，
更
に
加
速
し
つ
つ
秋
田
沖
に
達
し
た
。
敦
賀
地
方
の
被
害
は
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
，
小
浜
地
方
で
は
，
か
な
り
の
風
水
害
が
発
生
し
，
特
に
26
日
夕
方
か
ら
風
雨
が
強
く
な
っ
て
19
時
30
分
頃
南
川
，
北
川
と
も
箸
戒
水
位
を
突
破
し
，
小
浜
市
で
は
21
時
30
分
サ
イ
レ
ン
を
吹
き
鳴
ら
し
て
避
難
命
令
を
出
し
た
程
で
あ
っ
た
。
被
害
の
概
要
は
次
の
通
り
。
負
傷
者
29
人
。
住
家
全
壊
52
，
半
壊
26
9，
流
失
5 ，
浸
水
床
上
57
3，
床
下
26
53
戸
。
堤
防
決
壊
53
，
橋
流
失
18
，
道
路
損
壊
76
，
崖
崩
れ
14
。
田
畑
流
失
36
町
，
冠
水
47
9町
。
小
船
沈
没
15
，
流
失
破
損
14
隻
。
25
 
32
6 
13
 。
風
雨
風
雨
崖
崩
れ
19
59
/0
9/
25
 
19
59
/0
9/
26
 
84
3 
11
75
 
ー lH
Nω
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 (
55
0)
 
昭
和
34
年
。
復
旧
半
ば
に
台
風
15
号。
9 月
26
日
午
後
か
ら
，
台
風
15
号
来
襲
必
至
の
報
に
町
内
各
水
防
団
以
下
町
民
に
警
報
を
発
し
て
水
防
態
勢
を
整
え
た
が
，
午
後
6 1
時
頃
か
ら
大
暴
風
雨
と
な
っ
た
。
水
防
団
や
町
民
は
暗
夜
を
い
と
わ
ず
日
野
川
・
志
津
川
両
河
川
の
8 月
14
日
決
壊
堤
防
に
集
結
し
て
，
福
井
・ 朝
日
両
土
木
出
張
所
長
を
は
じ
め
，
各
技
師
の
指
示
に
よ
っ
て
刻
々
に
激
増
し
て
く
る
水
に
必
至
に
な
っ
て
対
決
し
た
が
遂
に
及
ば
ず
，
27
日
午
前
1 時
半
日
野
川
堤
防
左
岸
12
0m
が
決
壊
，
つ
づ
い
て
志
津
川
右
岸
40
mが
午
前
2 時
半
に
決
壊
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
町
内
の
平
坦
地
は
前
回
同
様
，
た
ち
ま
ち
一
面
の
泥
海
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
隈
災
者
総
数
1 ，
24
0人
，
田
畑
の
冠
水
54
0町
，
床
上
・
床
下
浸
水
25
1戸
，
被
害
総
額
I 億
4 千
万
円
と
見
込
ま
れ
た
。
1
ヶ
月
余
り
の
間
に
2 度
も
大
災
害
を
受
け
，
少
し
ば
か
り
助
か
っ
た
水
稲
も
今
回
で
す
っ
か
り
皆
無
と
な
り
飯
米
に
も
事
欠
く
農
家
が
続
出
し
た
。
清
水
町
に
降
っ
た
雨
量
は
，
中
学
校
の
雨
量
計
で
ー
1 ，
10
0m
m と
記
録
さ
れ
た
。 2
7 日
直
ち
に
町
に
水
害
対
策
本
部
を
設
置
し
，
越
前
町
よ
り
救
助
舟
2 隻
を
借
り
入
れ
炊
き
出
し
飯
や
救
助
物
資
の
運
送
に
あ
た
っ
た
。
前
回
切
落
し
た
志
津
川
「
み
せ
や
堤
」
も
警
官
隊
10
0名
余
の
答
備
の
な
か
で
，
前
回
の
よ
う
な
混
乱
も
な
く
水
上
・ 水
下
各
区
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た
。
話
し
合
い
に
よ
り
28
日朝
6 時
円
満
に
，
み
せ
や
堤
防
の
切
り
落
し
が
行
わ
れ
た
た
め
，
自
に
み
え
て
十
郷
沖
の
水
が
減
水
し
た
。
こ
の
間
首
脳
部
は
も
ち
ろ
ん
，
植
木
・
福
田
岡
代
議
士
を
は
じ
め
自
民
党
視
察
団
の
来
町
が
あ
り
，
県
や
日
赤
を
通
じ
て
毛
布
を
は
じ
め
多
数
の
衣
料
品
が
送
ら
れ
て
き
た
。
13
 
風
雨
19
59
/0
9/
26
 
84
4 
34
 (
50
) 
昭
和
34
年
。
伊
勢
湾
台
風
(15
号)
0
 
18
時，
ì朝
l岬
の
西
方
か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
，
和
歌
山
・
奈
良
を
通
過
し
，
名
古
屋
の
西
方
1岐
阜
県
北
部
，
富
山
市
東
方
を
通
り
27
日
1 時
頃
直
江
津
附
近
か
ら
日
本
海
上
に
出
た
。
こ
の
間
わ
ず
か
6 時
間
ば
か
り
の
間
で
あ
2
 
6
 
風
雨
19
59
/0
9/
26
 
84
5 
っ
た
が
，
風
速
25
m/
s以
上
の
暴
風
圏
の
直
径
は
60
0-
80
0k
mに
及
ぶ
超
大
型
台
風
て
検
あ
っ
た
た
め
，
九
州
を
除
〈
全
土
に
多
く
の
災
害
痕
を
残
し
，
中
で
も
伊
勢
湾
の
異
常
高
潮
と
相
ま
っ
て
名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
伊
勢
湾
周
辺
地
区
の
被
害
は
，
戦
後
の
災
害
史
上
最
大
の
も
の
と
な
っ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
こ
の
台
風
に
よ
る
影
響
は
大
き
し
26
日
19
時
30
分
頃
か
ら
約
3
時
間
に
亘
り
，
風
速
29
m，
降
雨
量
22
4m
mを
記
録
レ
豪
雨
の
弱
ま
っ
た
頃
か
ら
鉄
砲
水
が
農
地
・
河
川
を
襲
い
，
農
地
の
流
失
，
堤
防
の
決
壊
等
多
く
の
災
害
が
続
出
し
た
。
重
傷
者
l 人
。
家
屋
流
失
・全
壊
2 戸
。
一
部
破
損
3 戸
。
床
上
浸
水
61
戸
。
床
下
浸
水
39
4戸
。
非
住
家
全
壊
1 戸
。
半
壊
2 戸
。一
昔
11破
損
7 戸
。
道
路
決
壊
4
ヶ
所
。
破
損
9
ヶ
所
。
橋
梁
破
損
3
ヶ所
。
河
川
21
ヶ
所
。
堤
防
破
損
18
ヶ
所
。
回
冠
水
40
ha
。
31
 (
35
0)
 
昭
和
34
年
。
台
風
15
号
(
伊
勢
湾
台
風
)
稲
荷
20
7m
m。
隣
村
の
西
谷
村
(
大
野
市
が
，
壊
滅
的
な
洪
水
禍
を
受
け
，
地
滑
り
地
で
あ
る
美
濃
俣
か
ら
も
，
多
量
の
土
砂
流
出
と
な
っ
た
。
43
(1
5)
 ,
28
(24
3) 
,
31
(36
3) 
22
 (
32
6)
 
昭
和
36
年。
14
時
33
分
。
福
井
・ 岐
阜
県
境
。
東
経
13
6.
77
。
北
緯
36
.
 
02
0
 
M
 =
 7
 .
 
0 0
 
h
 =
 0
 
km
。
北
美
濃
地
震
。
震
源
地
は
石
徹
白
付
近
で
，
福
井
県
の
勝
山
か
ら
石
徹
白
と
の
問
で
山
崩
れ
，
道
路
破
損
が
多
〈
道
は
寸
断
さ
れ
た
。
県
内
で
は
，
死
者
1 ，
家
屋
全
壊
12
，
山
崩
れ
94
ヵ
所
，
道
路
損
壊
11
1 ヵ
所。
1
 
12
 
3
 
。
風
雨
崖
崩
れ
地
震
(7
.0
)
19
59
/0
9/
26
 
19
61
/0
8/
19
 
84
6 
85
0 
国一 即時 ロ 料油
叩
・ 図
柄
川部 ・ 国
主
28
(2
43
) 
昭
和
36
年
。
奥
越
の
打
波
川
は
，
昭
和
36
年
の
北
美
濃
地
震
(
8 月
19
日
)
と
，
第
二
室
戸
台
風
(
9 月
1
日
)
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
北
美
濃
地
震
は
，
福
井
地
震
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
き
だ
と
い
わ
れ
た
。
震
源
地
に
近
い
打
波
川
の
周
り
は
様
子
が
一
変
し
た
。
大
雨
の
集
中
と
重
な
り
， )
1 1 は
全
く
破
壊
さ
れ
，
川
底
が
20
mも
上
が
っ
た
所
が
あ
っ
た
。
美
濃
俣
谷
の
損
害
が
一
番
大
き
し
流
出
し
た
土
砂
の
量
は
も
の
す
ご
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
下
流
の
福
井
平
野
は
大
水
に
あ
う
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
県
で
は
，
翌
年
の
4 月
か
ら
復
興
に
か
か
っ
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
の
大
き
な
土
木
機
械
を
使
っ
て
工
費
31
億
円
を
か
け
た
。
復
旧
工
事
と
合
わ
せ
て
，
ダ
ム
建
設
道
路
や
，
水
没
し
た
道
路
の
付
け
替
え
，
橋
の
付
け
替
え
な
ど
も
行
っ
た
。
こ
の
災
害
で
上
流
の
小
池
部
落
は
全
滅
し
た
の
で
，
分
校
は
廃
校
し
て
部
落
民
の
宿
泊
所
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
夏
に
な
る
と
山
林
の
手
入
れ
の
た
め
に
，
働
き
に
く
る
村
の
人
達
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
12
 
風
雨
19
61
/0
8/
19
 
84
9 
議小
市
39
 (
55
5)
 
昭
和
36
年
。
第
2 室
戸
台
風
。
9 月
16
日
室
戸
岬
の
西
方
に
上
陸
し
，
福
井
県
を
通
っ
た
強
い
大
型
の
台
風
。
経
路
は
19
34
年
(
昭
和
9 年
)
9 月
の
室
戸
台
風
と
ほ
ぼ
同
じ
で
，
大
阪
府
西
部
，
京
都
府
付
近
，
能
登
半
島
東
方
を
経
て
，
日
本
海
を
北
東
に
進
ん
だ
。
こ
の
た
め
第
2 室
戸
台
風
と
命
名
さ
れ
た
。
室
戸
岬
で
は
最
大
風
速
66
. 7
m/
s，
最
大
瞬
間
風
速
84
. 5
m/
sに
達
し
た
。
福
井
で
は
，
開
設
以
来
の
最
低
気
圧
95
7.
1m
bを
記
録
。
最
大
瞬
間
風
速
は
福
井
て
、
35
.5
m/
s，
敦
賀
で
4l
. 9
m/
sを
観
測l
。
被
害
の
状
況
は
風
害
，
高
I弱i
害
"
塩
害
が
顕
著
だ
が
，
県
内
で
は，
日
本
海
を
南
下
し
た
前
線
の
影
響
も
あ
り
水
害
が
目
立
つ
。
負
傷
72
人
，
全
壊
家
屋
95
戸，
半
壊
家
屋
35
7戸
，
床
上
浸
水
1 ，
54
0戸
，
床
下
浸
水
4 ，
29
1戸
，
水
田
被
害
35
8h
aの
ほ
か
，
道
路
，
橋
梁
，
鉄
道
，
通
信
施
設
な
と
1こ
被
害
を
受
け
た
が
，
幸
い
な
こ
と
に
死
者
・
行
方
不
明
は
な
か
っ
た
。
45
2 
。
風
雨
19
61
/0
9/
16
 
85
1
 
34
 (5
1)
 
昭
和
36
年
。
第
2 室
戸台
風(
1
8号
)
0
 
9 時
過
ぎ
，
室
戸
岬
の
西
方
に
上
陸
し
た
第
2 室
戸
台
風
は
，
淡
路
島
南
西
部
を
通
り
，
13
時
過
ぎ
神
戸
と
大
阪
の
聞
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
北
東
進
を
続
け
，
京
都
・ 敦
賀
地
方
を
通
過
し
，
18
時
に
は
能
登
半
島
東
部
に
達
し
，
日
本
海
上
に
出
た
。
美
浜
町
に
最
大
接
近
し
た
15
時
前
後
か
ら
風
雨
激
し
く
，
I瞬
間
最
大
風
速
33
. 3
m，
雨
量
6
 
風
雨
19
61
/0
9/
16
 
85
2 
は
，
平
野
部
て"
10
0-
20
0m
m，
山
間
部
で
1ま
20
0-
30
0m
m を
記
録
し
，
こ
の
豪
雨
の
た
め
道
路
の
決
壊
，
農
地
の
流
失
等
多
く
の
災
害
を
蒙
っ
た
。
床
上
浸
水
50
戸
。
床
下
浸
水
47
戸
。
非
住
家
半
壊
8 棟
。
一
部
破
損
13
棟
。
道
路
決
壊
7
ヶ
所
。
橋
梁
破
損
1
ヶ所
。河
)1
11 4
ヶ
所
。
田
冠
水
26
ha
。
43
(1
1)
 
昭
和
36
年
。
昭
和
9 年
の
室
戸
台
風
に
も
劣
ら
な
い
規
模
の
台
風
で
あ
り
，
進
路
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
。
九
頭
竜
川
，
足
羽
川
等
の
大
小
河
川
が
氾
濫
し
，
県
内
で
は
堤
防
，
道
路
の
決
壊
等
の
被
害
が
生
じ
た
。
福
井
市
で
は
，
下
一
光
町
で
17
戸
の
う
ち
家
屋
全
壊
3 戸
，
家
屋
半
壊
・ 大
破
13
戸
と
な
り
，
ま
た
足
羽
川
の
増
水
に
よ
り
荒
川
に
逆
流
し
，
溢
水
被
害
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
，
死
者
1 人
，
重
傷
者
3 人
，
建
物
全
壊
32
戸
，
建
物
半
壊
55
戸
，
床
上
浸
水
75
7戸
，
床
下
浸
水
31
12
戸
，
合
計
擢
災
戸
数
3 ，
95
6戸
，
合
計
権
災
者
16
， 94
5人
等
の
被
害
と
な
っ
た
。
1
 
87
 
17
 
風
雨
19
61
/0
9/
16
 
85
3 
41
 (
50
2)
 
昭
和
36
年
。
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
風
水
害
。
17
日災
害
救
助
法
発
動
。
全
壊
32
戸
，
半
壊
55
戸
，
床
上
浸
水
75
7戸
，
床
下
31
12
戸.
猷辛
口和
打討
与が
思深
山抑
制
s
-
N
7
41
 (
50
2)
 
昭和
37年
。
12
月 3
1 日
から
降り
出し
た雪
は，
従来
の記
録を
突破
，百
年来
を記
録。
1/
31
の
積
雪
量
2.
13
m，
全
壊
住
家
3 戸
，
非
住
家
50
戸
，
半
壊
住
家
11
戸
，
非
住
家
22
戸，
一部
損
壊
住
家
41
戸
，
非
住
家
40
戸
，
融
雪
に
よ
る
被
害
床
上
浸
水
8 戸
，
床
下
55
戸。
87
 
14
 
17
 
17
 
風
雨
雪
61
/0
9/
16
 
19
62
/1
2/
31
 
85
5 
85
9 
28
 (
24
4)
 
昭
和
38
年
。
日
付
不
詳
。
38
豪
雪
。
正
月
か
ら
降
り
続
い
た
雪
は
，
休
ま
ず
に
積
も
り
，
大
野
て・2
88
cm
(2
月
4
日現
在)
中島
て"
315
cm
を
記
録
し
た
。
北
陸
線
は
全
部
止
ま
り
，
大
野
市
の
一
部
で
は
，
陸
の
孤
島
の
よ
う
に
な
っ
た
所
も
あ
っ
た
。
約
1 ヶ
月
の
間
は
，
交
通
に
大
き
な
痛
手
を
与
え
，
魚
，
野
菜
，
石
油
な
ど
が
不
足
し
た
の
で
不
自
由
な
目
に
あ
っ
た
。
市
で
は
，
陸
上
自
衛
隊
の
応
援
を
頼
み
，
山
間
部
の
人
々
の
物
資
輸
送
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
与
行
っ
た
り
，
道
路
の
除
雪
に
出
動
し
て
も
ら
っ
た
の
で
，
ま
も
な
く
開
通
し
た
。
雪
に
慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
，
こ
の
よ
う
な
大
雪
は
，
10
0年
に
一
度
だ
と
い
わ
れ
た
。
12
 
雪
19
63
/?
? /
??
 
86
0 
9
 
昭
和
38
年
。
月
日
不
詳
。
38
豪
雪
。
な
だ
れ
，
交
通
機
関
の
マ
ヒ
，
建
物
倒
壊
，
学
校
の
休
校
な
ど
未
曽
有
の
雪
害
。
最
深
積
雪
=
福
井
21
3c
m
(敦
賀 1
54c
m)
最
深
。
月
平
均
気
圧
=
福
井
10
08
. 
6m
b 
(平
年1
01
9.
3m
b)
最
低
。
月
間
降
水
量
=
福
井
63
5m
m最
多
。
月
間
日
照
時
間
=
福
井
26
時
間
(
平
年
68
時
間
)
最
少
。
い
ず
れ
も
明
治
30
年
観
測
開
始
来
の
記
録
。
こ
れ
ら
の
た
め
，
な
だ
れ
，
交
通
混
乱
，
家
屋
倒
壊
な
ど
多
く
，
被
害
甚
大
。
2 月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
峠
を
越
し
，
雪
害
に
よ
る
混
乱
も
中
旬
末
に
は
解
消
し
た
。
。
雪
19
63
/?
?/
??
 
86
4 
39
 (3
90
)
 
昭
和
38
年
。
日
付
不
詳
。
三
八
豪雪
。
19
62
年
12
月
末
か
ら
19
63
年
(
昭
和
38
)
2 月
初
め
に
か
け
て
北
陸
地
方
を
中
心
に
襲
っ
た
大
雪
。
1 ヶ
月
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
，
大
陸
か
ら
新
し
い
寒
波
が
次
々
と
押
し
寄
せ
，
記
録
的
な
大
雪
と
な
っ
た
。
福
井
県
地
方
も
1 月
17
日に
は，
平
野
部
で
1m
を
越
え
る
積
雪
と
な
り
，
山
沿
い
地
方
で
は
2m
を
越
え
た
。
下
旬
も
連
日
降
り
続き
，
24
日
勝
山
で
二
日
降
雪
量
95
cm
を
記
録
。
こ
の
期
間
の
最
深
積
雪
は
，
勝
山
32
5c
m，
今
庄
31
5c
m，
大
野
28
8c
m，
福
井
21
3c
m，
敦
賀
15
4c
m'
こ
達
し
た
。
こ
の
大
雪
の
た
め
，
山
沿
い
地
方
で
雪
崩
に
よ
り
尊
い
人
命
を
失
っ
た
。
ま
た
主
要
道
路
は
寸
断
さ
れ
，
各
交
通
機
関
は
完
全
に
麻
簿
，
福
井
県
は
「
豪
雪
非
常
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
，
自
衛
隊
が
災
害
救
助
で
出
動
し
た
。
気
象
庁
は
f3
8年
1 月
豪
雪
」
と
命
名
し
た
。
<
被
害
>
雪
の
深
き
が
観
測
史
上
最
大
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
，
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
死
者
31
人
，
う
ち
勝
山
市
横
31
 
10
24
4 
。
雪
19
63
/?
?
 
/?
? 
86
5 
倉
雪
崩
に
よ
る
も
の
16
人
，
美
山
町
芦
見
雪
崩
に
よ
る
も
の
4人
。
建
物
全
壊
47
6棟
，
半
壊
9，
76
8棟
あ
り
，
雪
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
も
大
き
い
が
，
県
全
体
の
物
的
損
害
の
総
額
は
17
3億
8，
30
0万
円
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
う
ち
商
工
業
関
係
の
間
接
的
被
害
80
億
円
が
特
徴
で
あ
る
。
交
通
機
関
を
は
じ
め
，
社
会
的
機
能
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
り
，
時
代
は
高
度
成
長
期
に
向
か
う
と
こ
ろ
で
，
こ
の
豪
雪
が
道
路
除
雪
等
の
雪
害
対
策
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
契
機
と
なっ
た。
国一同 ぃ時 ロ 川相 ・ 国
主
34
 (
51
) 
昭
和
38
年
。
1月
10
日
夕
方
か
ら
降
り
始
め
た
雪
は
，
翌
日
も
終
日
降
り
続
き
，
12
日
9時
に
は
平
野
部
で
マ
Oc
m内
外
，
山
間
部
で
は
10
0-
12
0c
mに
達
し
，
そ
の
後
も
断
続
的
に
降
り
続
き
，
20
日
6時
に
は
，
平
野
部
で
11
0c
m，
山
間
部
で
い
20
0c
mを
越
え
る
積
雪
量
と
な
っ
た
。
そ
の
後
風
雪
波
浪
注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ま
ま
，
小
康
状
態
が
続
い
た
が
，
30
日
か
ら
再
び
降
雪
が
激し
くな
り，
31
日
平
野
部
で'
143
cm
，
2月
1
日
に
は
15
4c
m'
こま
で達
した
。
30
日頃
から
，
各
家
族
で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
作
業
が
開
始
き
れ
，
降
ろ
さ
れ
た
雪
は
道
路
等
に
う
ず
高
〈
積
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
，
雪
の
捨
て
場
所
が
な
い
地
区
で
は
2階
に
ま
で
達
し
た
雪
の
道
路
を
通
行
し
，
平
屋
建
て
の
家
屋
で
は
雪
の
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
，
2階
建
て
の
家
屋
で
は
2階
の
窓
か
ら
出
入
り
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
2月
1
日
の
積
雪
量
を
最
高
に
，
徐
々
に
降
雪
は
弱
ま
っ
た
が，
28
日
ま
で
断
続
的
に
降
雪
が
続
い
た
。
国
鉄
北
陸
線
は
，
今
庄
地
係
を
中
心
に
降
っ
た
豪
雪
の
た
め
，
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
1月
11
日
か
ら
こ
れ
を
解
散
し
た
2月
22
日
ま
で
の
問
，
運
休
又
は
列
車
発
着
時
刻
の
大
幅
な
遅
延
が
続
き
，
国
鉄
小
浜
線
て
‘
も
本
線
開
通
以
来
未
曾
有
の
マ
ヒ
状
態
を
記
録
し
た
。
又
，
パ
ス
等
の
道
路
交
通
は
，
十
数
日
完
全
マ
ヒ
の
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
冬
の
雪
は
，
降
雪
期
間
，
量
と
も
に
未
曾
有
の
記
録
を
残
し
，
耳
中
学
校
体
育
館
を
は
じ
め
多
く
の
建
物
，
通
信
線
・
電
力
線
及
ぴ
山
林
等
に
記
録
的
な
雪
害
の
爪
痕
を
残
し
た
。
死
者
l入
。
全
壊
家
屋
1戸
。
半
壊
家
屋
3戸
。
一
部
破
損
13
戸
。
非
住
家
全
壊
10
棟。
半
壊
12
棟
。
堤
防
破
損
27
ヶ所
。
4
 
6
 
雪
19
63
/0
1/
10
 
86
8 
料品
部・
図柄
骨取
引
27
 (
41
2)
 
昭
和
38
年
。
こ
の
豪
雪
は
近
来
に
な
い
記
録
破
り
の
も
の
で
，
河
和
田
小
学
校
の
建
て
て
聞
も
な
い
鉄
骨
づ
く
り
の
屋
内
体
育
館
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
て
つ
ぶ
れ
，
鉄
骨
も
鉄
筋
も
安
心
な
ら
な
い
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
1月
21
日
夜
8時
15
分
で
あ
っ
た
。
12
日
か
ら
す
ご
い
雪
ふ
り
とな
り，
15
日
16
日
雪
し
き
り
に
降
り
，
交
通
も
寸
断
。
17
日
に
は
北
中
山
小
学
校
も
臨
時
休
校。
18
日
に
は
10
0名
が
出
動
し
て
校
舎
の
雪
お
ろ
し
。
各
家
庭
の
雪
お
ろ
し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，
雪
と
の
戦
い
に
あ
け
く
れ
た
。
小
学
校
は
24
日
も
臨
時
休
校
。
25
日
も
雪
降
り
は
げ
し
く
給
食
後
集
団
下
校
し
て
26
日
ま
た
臨
時
休
校
。
27
日
が
日
曜
て
，
28
日
か
ら
31
日
ま
で
連
続
し
て
臨
時
休
校
。
校
庭
の
積
雪
は
2.
04
m，
吹
き
だ
ま
り
の
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
多
く
，
職
員
は
連
日
雪
お
ろ
し
作
業
。
31
日
に
は
再
ぴ
地
区
民
10
0名
の
出
動
で
校
舎
の
雪
お
ろ
し
。
10
0年
来
の
豪
雪
と
い
わ
れ
福
井
気
象
台
創
設
以
来
最
高
の
積
雪
と
い
う
。
政
府
は
河
野
建
設
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
北
陸
地
方
豪
雪
非
常
災
害
対
策
本
部
」
を
29
日
持
廻
り
閣
議
で
決
定
。
昭
和
2年
が
20
9c
mに
対
し
て
38
年
の
積
雪
は
21
3c
mに
達
し
た
と
い
う
報
道
で
あ
っ
た
。
屋
根
の
雪
降
ろ
し
は
し
た
も
の
，
降
ろ
し
た
雪
の
始
末
に
だ
れ
も
か
れ
も
汗
を
流
し
た
。
北
中
山
地
区
で
本
格
的
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
除
雪
が
開
始
さ
れ
た
の
は
2
月
5
日
で
あ
っ
た
。
鯖
江
を
出
て
も
遅
々
と
し
て
進
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
2月
10
日
は
日
曜
だ
っ
た
が
，
「
県
民
総
出
動
除
雪
デ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
，
各
地
区
各
学
校
と
も
総
力
を
あ
げ
た
。
各
家
で
は
お
ろ
し
た
屋
根
雪
に
埋
ま
っ
た
家
を
掘
り
上
げ
る
の
に
汗
を
流
し
，
県
道
沿
い
に
は
雪
の
I
1
Jが
高
々
と
速
な
っ
た
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
消
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
ほ
ど
の
雪
を
相
手
に
あ
け
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
，
こ
の
2，
3年
，
雪
の
た
め
に
交
通
杜
絶
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
豪
雪
以
来
除
雪
対
策
が
重
視
さ
れ
，
除
雪
機
動
力
が
か
つ
て
な
い
充
実
ぶ
り
を
み
た
か
ら
で
あ
る
。
5
 
雪
19
63
/0
1/
2
1
 
86
9 
自
動
車
の
交
通
積
雪
が
2 ，
30
cm
と
も
な
れ
ば
県
道
は
い
っ
せ
い
に
除
雪
車
の
出
動
と
な
っ
て
，
が
確
保
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
43
(1
6)
 
昭
和
38
年。
24
-3
1
日。
1 月
初
旬
日
本
海
の
低
気
圧
が
異
常
に
発
達
し
，
中
旬
に
は
海
で
停
滞
し
，
嶺
北
山
間
昔
11で
ヨ0
0-
15
0c
m と
な
っ
た
。
下
旬
に
は
再
ぴ
雪
が
激
し
く
な
り
1 月
31
日に
は本
市で
与積
雪
深
21
3c
m と
なり
，
10
0年
来
の
大
雪
と
い
わ
れ
た
。
家
屋
被
害
16
7戸
，
融
雪
床
上
浸
水
4 戸
，
融
雪
床
下
浸
水
39
戸
，
融
雪
非
イ主
家
浸
水
5 戸
等
の
被
害
が
生
じ
た
。
17
 
雪
19
63
/0
1/
24
 
87
0 
39
 (2
07
)
 
昭
和
38
年。
24
日
午
後
零
時
30
分
ご
ろ
，
勝
山
市
野
向
町
横
倉
で
発
生
じ
た
大
規
模
な
表
層
雪
崩。
4 家
族
17
人
が
生
き
埋
め
と
な
り
，
う
ち
16
人死
亡，
1 人
救
出
。
建
物
の
損
壊
は
，
住
宅
4 棟
の
ほ
か
土
蔵
5 ，
小
屋
2 ，
際
、
居
部
屋
1
，
道
場
(
集
会
場
)
1 ，
神
社
1 計
14
棟
に
の
ぼ
っ
た
。
う
ち
1 軒
の
住
宅
に
火
災
が
発
生
し
，
悲
惨
な
災
害
と
な
っ
た
。
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
雪
崩
事
故
で
は
明
治
以
降
最
大
で
，
約
40
戸
の
集
落
の
廃
村
を
早
め
た
。
16
 
7
 
雪
19
63
/0
1
/2
4 
87
1 
謝ヰ
病打
役一
中山
VE 漂い
が刷
、)
占
N7
昭
和
38
年。
6 時
34
分
。
福
井
県
沖
。
東
経
13
5・
46'
，
北
緯
35・
4 7'
0
M
=
6
.
9 0
 
h
=
Ok
mo
l 
9 ,
43
(12
) ,
22
(33
4) 
越
前
岬
沖
地
震
。
震
度
N-
V。
敦
賀
湾
と
若
狭
湾
と
の
沿
岸
の
約
50
km
に
わ
た
って
小
被
害。
住
家
全
壊
2 (
美浜
町
) ，
住
家
半
壊
4 ，
非
住
家
全
壊
3 ，
非
住
家
半
壊
2 ，
山
崩
れ
1 ，
土
砂
崩
れ
3 ，
そ
の
他
道
路
の
亀
裂
，
墓
石
の
転
倒
等
の
小
被
害
が
あ
っ
た
。
6
 
。
地
震
(6
.9
)
19
63
/0
3/
27
 
87
2 
41
 (
50
2)
 
昭
和
39
年。
7 月
8
日
-9
日
。
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
，
9
日
正
午
ま
で
に
16
0m
mの
降
雨
を
記
録
。
水
田
冠
水
58
33
反
，
浸
水
44
03
4反
，
畑
冠
水
34
3反
，
浸
水
166
反
，
損
害
1 億
54
38
万
円
。
家
屋
半
壊
1 戸
，
床
上
浸
水
16
27
戸
，
床
下
14
41
戸
損
害
l 億
54
38
万円
。
1
 
17
 
風
雨
19
64
/0
71
08
 
87
5 
43
(1
1)
 
昭
和
39
年。
本市
では
，
7
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
9
日
正
午
ま
で
に
17
4m
m と
な
り
市
内
の
各
河
川
は
い
ず
れ
も
増
水
し
，
九
頭
竜
川
，
足
羽
川
，
日野
川，
荒川
では
，
8
日
に
い
ず
れ
も
警
戒
水
位
を
越
え
て
い
る
。
9
日
午
前
6 時
頃
か
ら
荒
川
が
溢
水
し
，
足
羽
)11
が
満
水
状
態
に
な
り
，
流
域
の
浸
水
家
屋
が
増
え
て
き
た
。
午
前
81
時5
0分
頃
に
は
，
未
更
毛
川
左
岸
堤
防
が
安
田
町
と
羽
坂
町
の
境
界
付
近
で
決
壊
し
た
。
9
日
午
後
5 時
に
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
被
害
は
，
家
屋
半
壊
1 戸
，
床
上
浸
水
16
27
世
帯
，
床
下
浸
水
14
41
世
帝
と
な
っ
た
。
1
 
17
 
風
雨
19
64
/0
71
08
 
87
6 
9 ,
50
 (2
3)
 
昭
和
40
年。
23
-2
7 日
。
23
日
夜
半
頃
か
ら
強
〈
降
り
始
め
た
雪
は
敦
賀
市
，
美
浜
町
を
中
心
にし
て，
27
日ま
て事
連続
20
cm
前
後
の
降
雪
が
あ
り
，
27
日
朝
の
積
雪
は
敦
賀
57
，
三
方
74
，
杉
箸
91
cm
など
，
2 月
と
し
て
は
か
な
り
の
大
雪
に
な
っ
た
。
敦
賀
57
cm
2 月
下
旬
以
降
で
は
第
3 位
。
こ
の
大
雪
に
よ
り
，
24
円 三
方
郡
の
小
中
学
校
4 校
が
休
校
25
日
美
浜
，
三
方
地
方
を
中
心
lこ
小
中
学
校
20
校，
26
日 3
7校
が
休
校
し
，
27
日
も
三
方
郡
で
休
校
が
続
い
た
ほ
か
，
23
日か
ら
27
日
に
か
け
て
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
道
路
の
渋
滞
，
鉄
道
の
運
休
が
あ
り
，
更
に
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
，
電
線
着
雪
の
た
め
敦
賀
市
内
で
高
圧
線
2
ヶ
所
，
低
圧
線
4 件
の
断
線
，
電
話
線
18
件
の
断
線
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。
6
 
雪
19
65
/0
2/
23
 
87
8 
9
 
昭
和
40
年。
6 月
3
日
(
つ
ゆ
入
り
)
-7
月
25
FI 
(
つ
ゆ
明
け
)
ま
で
の
長
雨
に
よ
る
山
崩
れ
死
者
6 ，
負傷
ー者
3 ，
浸
水
家
屋
22
4戸
。
7 月
の
降
水
量
=
山
沿
70
0-
90
0m
m，
嶺
北
平
野
昔日
50
0m
m。
福
井
第
2 位
の
多
雨
。
中
旬
の
日
照
不
足
I 位
。
6/
3
台
風
8 号
く
ず
れ
の
低
気
圧
が
接
近
し
，
梅
雨
入
り
。
19
日
台
風
9 号
が
台
湾
付
近
か
ら
北
東
進
す
る
に
伴
い
，
前
線
が
北
上
し
て
活
発
と
な
り
，
19
日午
後
か
ら
20
日
朝
に
か
け
て，
九
州
，
中
国
地
方
を
中
心
に
集
中
豪
雨
が
あ
り
，
本
県
地
方
で
も
全
般
に
10
0m
m，
山
沿
い
地
方
で
は
10
0 -
15
0m
mi
こ達
した
。
6
 
。
風
雨
崖
崩
れ
19
65
/0
6/
03
 
88
2 
41
(5
02
) 
昭
和
40
年
。
集
中
豪
雨
85
酬
を
記
録
。
床
上
浸
水
12
戸
，
床
下
34
1戸
，
冠
水
田
18
2町
歩
，
畑
35
町
歩
，
道
路
44
ヶ所
。
9/
11
日4
0 0
9風
水
害
。
台
風
23
号
高
知
県
に
上
陸
，
若
狭
湾
か
ら
能
登
半
島
に
向
か
つ
て
北
上
。
負
傷
者
2人
，
建
物
全
壊
49
戸
，
半
壊
11
戸
，
屋
根
破
損
18
3
棟。
9/
14
-1
6台
風
24
号
の
水
害
，
福
井
の
降
雨
16
1m
m。
床
上
浸
水
29
8戸
，
床
下
73
7戸
，
山
崩
れ
9
ヶ
所
，
堤
防
決
壊
4
ヶ
所
，
道
路
決
壊
18
ヶ
所
，
風
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
2棟
，
田
畑
冠
水
16
25
町歩
。
2
 
17
 
風
雨
崖
崩
れ
19
65
/0
7/
23
 
88
4 
37
(7
8)
 
昭
和
40
年
。
日
付
不
詳
。
豪
雨
(台
風2
3号
)
。
全
壊
家
屋
9戸
。
半
壊
家
屋
6戸
。
破
損
家
屋
21
9戸
(今
庄)
。豪
雨
(台
風2
4号
)
床
上
浸
水
l戸
。
床
下
浸
水
20
5戸
。
水
田
の
冠
水
35
ha
(
今
庄
)
。
被
害
総
額
約
l億
53
00
万
円
に
透す
。
15
 
15
 
風
雨
19
65
/0
9/
??
 
88
5 
国岡山
崎一山
料
部
・
園
周
議
中
明 ω ・ 国
主
39
 (
15
0)
 
昭
和
40
年
。
奥
越
集
中
豪
雨
。
9月
9
日
か
ら
の
10
日
間
に
福
井
県
地
方
は
台
風
23
号
に
崖
崩
れ
よ
る
強
風
，
停
滞
前
線
に
よ
る
西
谷
村
の
集
中
豪
雨
，
台
風
24
号
に
よ
る
嶺
南
地
方
の
大
雨
と
3つ
の
大
風
水
害
に
襲
わ
れ
た
。
特
に
14
日
か
ら
15
8
に
か
け
て
は
本
州
中
部
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
に
，
日
本
の
は
る
か
南
海
上
を
ゆ
っ
く
り
北
西
に
進
ん
で
、
い
た
台
風
24
号
の
間
接
的
影
響
に
よ
る
暖
湿
気
流
が
断
続
的
に
進
入
。
奥
越
地
方
を
中
心
に
局
地
的
集
中
豪
雨
と
な
り
，
未
曾
有
の
大
雨
を
記
録
し
た
。
県
営
笹
生
川
ダ
ム
の
本
戸
で
観
測
さ
れ
た
日
降
水
量
84
4m
mは
全
国
の
観
測
史
上
で
8位
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
丸
3
日
間
の
雨
量
は
，
本
戸
で
1，
04
4m
mに
達
し
た
。
本
戸
の
悶
は
14
日
午
後
か
ら
強
く
り
20
時
ご
ろ
か
ら
24
時
に
か
け
て
は
1時
間
に
70
mm
を
越
え
る
激
し
い
雨
と
な
っ
た
。
次
々
と
進
入
す
る
強
い
雨
雲
は
，
こ
の
年
の
春
に
完
成
し
て
い
た
東
尋
坊
気
象
レ
ー
ダ
ー
で
も
探
知
さ
れ
た
。
こ
の
豪
雨
の
た
め
当
時
の
大
野
郡
西
谷
村
は
各
地
で
土
石
流
が
発
生
し
，
村
の
中
心
中
島
を
は
じ
め
村
全
域
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
後
，
防
災
目
的
の
真
名
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
，
村
民
は
全
員
離
村
し
西
谷
村
は
廃
村
と
な
っ
た
。
<
被
害
>
奥
越
地
方
の
局
地
的
な
集
中
豪
悶
で
死
者
9人
，
行
方
不
明
2人
，
負
傷
者
24
人
，
家
屋
の
全
半
壊
1，
27
2戸
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
特
に
西
谷
村
中
島
地
区
で
は
，全
戸
数
10
6戸
の
うち
42
戸
が
流
失
し
58
戸
が
倒
壊
，役
場
や
小
学
校
も
土
砂
に
埋
ま
る
と
い
う
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。
九
頭
竜
川
上
流
域
の
支
川，
真
名
川
上
流
に
あ
る
本
戸
で
は
，
13
-1
6
日
の
丸
3
日
間
で
福
井
地
方
気
象
台
創
設
以
来
の
1，
04
4m
mを
記
録
し
た
。
こ
の
た
め
14
日
夜
か
ら
真
名
川
を
は
じ
め
清
滝
川
，
旅
塚
川
，
赤
根
川
が
相
次
い
で
決
壊
し
，
奥
越
地
方
の
各
所
で
河
川
の
氾
濫
や
山
腹
崩
壊
と
土
砂
石
の
流
出
が
発
生
し
た
。
流
出
し
た
土
砂
は
65
万
5，
00
0m
'に
達
し
，
こ
の
う
ち
17
万
5，
00
0m
'が
中
島
地
区
に
流
れ
込
ん
だ
。
被
害
は
15
6億
円
以
上
の
巨
額
に
の
ぽ
り
，県
で
は
直
ち
に
災
害
救
助
法
を
発
動
し
，
自
衛
隊
の
支
援
を
受
け
て
応
急
対
策
を
進
め
た
。
な
お
奥
越
集
中
豪
悶
に
前
後
し
て
来
襲
し
た
台
風
23
号
・2
4号
も
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
た
の
で
，
こ
れ
ら
の
惨
禍
は
40
・9
風
水
害
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
11
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昭
和
40
年
。
台
風
23
号
。
暴
風
に
よ
る
被
害
続
出
。
建
物
の
倒
壊
，
農
作
物
被
害
最
大
。
死
者
3，
重
軽
傷
90
，建
物
全
壊
39
，
半
壊
11
1。
午
前
8時
30
分
頃
，
高
知
県
安
芸
市
付
近
に
上
陸
北
北
東
進
し
，
正
午
す
ぎ
若
狭
湾
沖へ
抜け
，
午
後
4時
に
は
能
登
半
島
北
部
に
達
し
，
北
東
へ
去
っ
た
。
こ
の
た
め
，
県
下
は
10
日
正
午
頃
か
ら
午
後
3時
頃
ま
で
，
南
寄
り
の
記
録
的
な
暴
風
雨
と
な
り
，
平
均
風
速
20
m/
s，
瞬
間
風
速
40
m/
s前
後
に
達
し
，
暴
風
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
が
，
雨
に
よ
る
被
害
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
最
低
気
圧
=
福
井
97
3.
2m
b 
(敦
賀
97
3
Om
b)
。
最
大
風
速
24
.5
m/
s位
。
最
大
瞬
間
風
速
42
.5
m
/so
総
雨
量
66
mm
)。
3
 
15
0 
。
風
間
19
65
/0
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88
8 
昭
和
40
年。
14
-1
5
日。
奥
越
地
方
集
中
最
雨
。
大
野
郡
西
谷
村
中
島
壊
滅
的
打
撃
。
死
者
80
19
 
11
 
35
4 
12
 
風
雨
19
65
/0
9/
14
 
88
9 
負
傷
者
13
。
行
方
不
明
3。
建
物
全
壊
74
0半
壊
82
。
流
失
19
8 0
西
谷
村
本
戸
雨
量
10
44
mm
(日
雨
量
84
4)
。
豪
雨
区
域
は
長
さ
50
km
幅
10
数
km
。
著
し
い
局
地
的
強
雨
。
14
日午
後，
日
本
海
に
発
生
し
た
低
気
圧
の
中
心
か
ら
，
本
県
の
奥
越
地
方
付
近
を
通
り
，
近
畿
地
方
へ
延
び
て
停
滞
し
た
。
岐
阜
県
揖
斐
川
上
流
か
ら
九
頭
流
川
の
支
流
真
名
川
上
流
域
に
か
け
て
，
1時
間
悶
量
70
-9
0m
mが
数
時
間
も
連
続
し
た
。
西
谷
村
を
中
心
に
，
九
頭
流
川
中
流
域
で
は
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
11
 (
44
) 
昭
和
40
年
。
大
野
郡
西
谷
村
で
の
集
中
豪
悶
は
す
さ
ま
じ
く
，
バ
ケ
ツ
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
に
降
っ
た
。
1
日の
雨量
，
84
4m
mで
，
観
測
史
上
全
国
第
2位
の
記
録
で
あ
っ
た
。
こ
の
'
哀
'
雨
の
た
め
中
心
部
の
中
島
地
区
を
は
じ
め
，
多
く
の
集
落
が
流
失
し
た
。
13
 
風
雨
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昭
和
40
年。
14
-1
5日
集
中
豪
雨
。
こ
の
豪
雨
は
雨
の
強
さ
量
と
も
長
崎
県
諌
早
(1
2.
7.
25
)
の
集
中
豪
雨
に
匹
敵
す
る
稀
有
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
山
間
部
で
激
し
く
関
電
耳
川
発
電
所
の
記
録
で
は
33
1m
m，
平野
部て
や
27
0m
m'
こ達
した
。
40
.9
風
水
害
(1
4-
15
日
集
中
豪
両
と
17
-1
8
日
台
風
24
号
)
に
よ
る
被
害
状
況
。
全
壊
・
流
失
家
屋
l戸
。
半
壊
家
屋
1戸
。
一
部
破
損
11
戸
。
床
上
浸
水
12
6戸
。
床
下
浸
水
43
6戸
。
非
住
家
全
壊
10棟
。
半
壊
10棟
。
一
部
破
損
2棟
。
道
路
決
壊
54
ヶ
所
。
破
損
71
ヶ
所
。
橋
梁
流
失
23
ヶ
所
。
河
)11
103
ヶ
所
。
堤
防
決
壊
46
ヶ所
。
破
損
27
ヶ
所
。
田
冠
水
37
0h
a。
畑
冠
水
3h
a。
2
 
6
 
風
間
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昭
和
40
年。
40
・9
風水
害。
9月
14
日
か
ら
，
降
り
始
め
た
雨
は
，
西
谷
村
で
1ま
10
00
mm
を
突
破
し
た
。
そ
の
た
め
山
津
波
が
起
こ
り
，
中
島
部
落
は
一
夜
に
し
て
，
川
原
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
悲
劇
は
，
未
だ
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
被
害
は
23
号
台
風
，
集
中
豪
雨
，
24
号
台
風
と
合
わ
せ
て
死
傷
者
21
名
に
も
お
よ
ん
だ
。
上
若
生
子
や
下
若
生
子
は
，
濁
流
に
洗
わ
れ
て
道
路
が
決
壊
し
，
佐
関
で
は
民
家
が
8戸
も
土
砂
で
埋
ま
り
，
上
庄
，
下
庄
地
区
は
洪
水
の
中
心
と
な
り
大
き
な
損
害
を
受
け
た
。
ま
た
23
号
台
風
に
よ
っ
て
，
富田
小
学
校
が
全
壊
し
た
。
県
は
15
日に
，
大
野
市
に
対
し
て
災
害
救
助
法
を
発
令
し
自
衛
隊
や
県
警
機
動
隊
が
救
助
に
当
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
全
国
に
知
れ
る
と
，
温
か
い
見
舞
品
や
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
21
 
8
 
12
 
風
雨
崖
崩
れ
19
65
/0
9/
14
 
89
2 
50
(1
4)
 
昭
和
40
年。
16
-1
8
日。
8
日
グ
ア
ム
島
南
西
海
上
に
発
生
し
た
台
風
24
号
は
，
北
上
し
て
7日
夜
愛
知
県
rr首
都
市
に
上
陸
し
，
そ
の
後
新
潟
を
経
て
東
北
地
方
を
横
断
，
北
海
道
南
東
沿
い
に
北
東
進
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
抜
け
た
。
当
地
方
て
や
は
台
風
接
近
の
17
日
以
来
雨
が
降
り
続
き
，
17
日
夜
は
若
狭
地
方
を
中
心
に
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
，
三
方
町
で
は
大
被
害
が
発
生
し
た
。
美
浜
，
敦
賀
の
南
部
で
も
被
害
が
続
出
し
，
去
る
9月
10
日
以
来
福
井
県
と
し
て
1ヶ
月
に
3
回
も
風
水
害
を
被
っ
た
。
嶺
南
地
方
の
被
害
は
次
の
通
り
。
死
者
7名
，
行
方
不
明
l名
，
負
傷
者
8名
。
家
屋
全
壊
26
，
半
壊
59
，
流
失
2，
一
部
損
壊
29
，
非
住
家
80
戸
。
家
屋
浸
水
床
上
18
03
，
床
下
49
60
戸
。
橋
流
失
68
，
堤
防
決
壊
15
2，
道
路
31
5，
山
崩
れ
86
ヶ
所
。
回
流
失
14
5，
冠
水
37
73
，
畑
流
失
48
2，
冠
水
14
1h
a。
鉄
道
12
ヶ
所
。
通
信
関
係
11
9ヶ
所
。
敦
賀
瞥
察
署
管
内
擢
災
世
帯
61
6，
人
員
30
95
人
。な
お
，1
6日
9時
か
ら
18
日
9時
ま
で
の
各
地
の
雨
量
は
次
の
通
り
。
敦
賀
29
6，
小
浜
33
4，
高
浜
37
3，
下
回
40
5，
熊
川
44
5，
三
方
41
5m
m o
(福
井
19
1m
m)
。
8
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昭
和
40
年。
9月
16
日
以
降
，
台
風
23
号・
24
号
の
影
響
に
よ
り
降
水
量
21
4m
m
(た
だし
1
日
に
20
4.
7m
mの
豪
悶
)
。
日
野
川
右
岸
が
武
生
市
で
決
壊
，
鞍
谷
川
左
岸
浅
水
川
の
合
流
点
付
近
で
決
壊
し
た
。
舟
校
の
白
山
神
社
横
道
路
上
で
，
水
位
は
大
人
の
胸
ま
で
達
し
た
。
橋
立
・
舟
5
 
風
間
19
65
/0
9/
16
 
89
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校
・
下
河
端
で
床
上
浸
水
。
昭
和
40
年
。
17
-1
8 日
台
風
24
号
の
豪
雨
に
よ
り
耳
川
に
お
い
て
は
警
戒
水
位
の
1.
70
m を
は
る
か
に
越
え
，
洪
水
水
位
2.
80
mに
迫る
2.
50
mi
こ達
した
。 そ
の
後
17
日 2
2時
頃
に
は
減
水
し
た
も
の
の
，
こ
の
豪
雨
に
は
耳
川
各
所
で
堤
防
の
護
岸
の
欠
損
が
甚
し
い
た
め
，
17
日 1
7時
20
分
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
，
20
時
30
分
に
は
新
庄
・
菅
浜
・
日
向
・
耳
川
流
域
の
各
部
落
の
一
部
に
避
難
命
令
の
勧
告
を
発
令
す
る
と
と
も
に
，
権
災
者
の
救
助
と
復
旧
に
万
全
を
期
し
た
。
6
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昭
和
40
年
。
17
-1
8 日
。
台
風
24
号。
引
統
く
風
雨
で
被
害
増
大
。
17
日
午
後
6 時
，
潮
岬
の
南
方
を
通
り
，
午
後
10
時
頃
愛
知
県
の
渥
美
半
島
に
上
陸
し
，
そ
の
ま
ま
北
東
へ
進
み
，
18
日
未
明
に
新
潟
へ
達
し
た
。
台
風
が
潮
岬
を
通
っ
た
17
日 夕
方
か
ら
，
愛
知
県
東
部
に
達
す
る
夜
半
前
に
か
け
て
，
領
北
地
方
や
日
野
川
上
流
域
で
激
し
い
雨
が
降
り
，
大
災
害
が
発
生
し
た
。
死
者
18
。
負
傷
者
52
。
行
方
不
明
1 。
建
物
全
壊
32
0
半
嬢
67
。
流
失
21
。
浸
水
家
屋
12
44
5。
堤
防
決
壊
22
5。
山
崩
れ
11
2。
以
上
3 つ
の
災
害
で
5 市
6 町
3 村
に
災
害
救
助
法
発
動
。
最
低
気
圧
=
福
井
98
5.
2m
b
(敦
賀
98
5 .
4m
b)
。
最
大
風
速
=
福
井
N1
6.
2m
/s
(敦
賀
N
N
W
16.
7
m/
s) 
(大
野W
NW
8
. 2
m/
s)
。 最
大
瞬
間
風
速
28
.0
m/
s (
敦
賀
26
.1
m/
s)
(大
野
14
.7
m/
s) 。
総
雨
量
=
福
井
18
9m
m
(敦
賀
28
1m
m )
(大
野
13
4m
m )
。
19
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0 
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風
雨
崖
崩
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国間同
一山
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 (
42
) 
,
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 (3
50
)
 
昭
和
40
年。
9月
17
日 -
18
日 。
65
- 1
24
台
風
。 全
国
に
被
害。
本
県
で
は
死
者
18
人
，
負
傷
者
52
人
。
行
方
不
明
1 人
。
そ
の
他
。
風
水
害
。
W- 国
主
19
 
。
風
雨
19
65
/0
9/
17
 
89
6 
料品
部
・国 調
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昭
和
42
年
。
奥
越
地
方
で
底
雪
崩
。
生
き
埋
め
死
亡
し
負
傷;
1 0
23
-2
4
日 気
温
ゆ
る
み
雨
。
昭
和
43
年
。
奥
越
で
底
雪
崩
。
生
き埋
め
3 0
(死
亡
し
負
傷
2 )
。積
雪=
大
野
12
6c
m。
前
日
最
高
気
温
15
.5
(福
井
)。
日雨
量
22
mm
。
l
 
。
雪
19
67
/0
2/
25
 
91
3 
? ?
?
9
 
昭
和
45
年
。
16
-2
0
日 。
寒
波，
冬
に
逆
戻
り
。
滋
賀
県
で
交
通
マ
ヒ
状
態
。
大
野
市
で
強
風
に
よ
り
倒
壊
家
屋
2 。
最
大
瞬
間
風
速
=
福
井
19
.9
m/
s，
敦
賀
27
.7
m/
s。
積
雪
=
平
野
部
10
-2
0c
m，
山
沿
い
地
方
50
-1
00
cm
。
1
 
2
 
。 12
 
雪 風
雨
19
68
/0
3/
08
 
19
70
/0
3/
16
 
92
4 
93
4 
議 小 市
9
 
昭
和
45
年
。
14
-1
6
日 。
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
。
梅
雨
初
期
の
大
雨
と
し
て
は
記
録
。
建
物
半
壊
し
床
下
浸
水
13
4棟
。
水
田
冠
水
82
9h
a。
堤
防
決
壊
し
崖
崩
れ
18
0
県
内
総
雨
量
20
0-
25
0m
m。
福
井
20
3m
m ，
名
目
庄
25
6m
m。
福
井
の
6 月
中
旬
の
雨
量
，明
治
30
年
か
ら
1 位
。
2
 
。
風
雨
崖
崩
れ
19
70
/0
6/
14
 
93
5 
50
 (
16
)
 
昭
和
45
年
。
14
-1
6 日
。
13
日
に
南
シ
ナ
海
に
現
れ
た
弱
い
熱
帯
低
気
圧
は
，
急
速
に
北
東
進
し
て
温
帯
低
気
圧
と
な
り
，
14
日 2
1時
に
は
朝
鮮
半
島
の
南
海
上
に
達
し
て
停
滞
気
味
と
な
っ
た
。
こ
の
低
気
圧
の
北
東
進
に
伴
い
，
日
本
列
島
の
南
海
上
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
は
北
上
を
始
め
て
活
発
と
な
っ
た
。
一
方
，
沿
海
外
|の
冷
た
い
高
気
圧
が
日
本
海
に
張
り
出
し
，
日
本
付
近
は
本
格
的
な
梅
雨
型
の
気
圧
配
置
と
な
っ
た
。
福
井
県
で
は
14
日
早
朝
か
ら
悶
が
降
り
始
め
，
午
後
か
ら
は
雨
が
や
や
強
ま
り
，
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
断
続
的
に
強
い
雨
が
降
っ
た
。
15
日
9 時
ま
てゅ
の
24
時
間
雨
量
は
70
-1
10
mm
iこ
達し
た
。 1
5 日
夕
方
か
ら夜
半
に
か
け
て
前
線
が
や
や
南
下
し
た
の
で
，
県
北
部
で
は
雨
は
一
時
強
ま
っ
たが
，
若
狭
地
方
で
は
引
き
続
き
雨
が
強
か
っ
た
。
一
方，
6 月
15
日 1
5時
に
瀬
戸
内
海
西
部
に
低
気
圧
が
発
生
し
て
，
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と
な
っ
たが
，
若
狭
地
方
で
は
16
日 朝
に
は
雨
は
弱
ま
っ
た
。
16
日
の
後
半
に
は
，
梅
雨
前
線
が
南
海
上
へ
後
退
し
た
の
で
，
雨
は
止
ん
だ
。
14
日
9 時
か
ら
17
日
9 時
ま
で
。
風
雨
崖
崩
れ
19
70
/0
6/
14
 
11
88
 
の
各
地
は
雨
量
は
，
敦
賀
21
0，
熊
)11
227
，
美
浜
21
0，
小
浜
21
7，
名
田
庄
25
6m
m。
嶺
南
の
主
な
被
害
は
次
の
通
り
。
15
日 高
浜
町
音
海
，
神
野
の
県
道
で
土
砂
崩
れ
，
一
時
通
行
止
め
。
16
日
7 時
頃
上
中
町
で
鳥
羽
川
用
水
が
あ
ふ
れ
で
水
田
冠
水
。
16
日 1
1時
頃
小
浜
市
，
高
浜
町
な
どで
b水
田
冠
水
25
0h
a o
16
日
国
鉄
小
浜
線
の
三
方
，
上
中
駅
な
ど
で
道
床
が
浸
水
し
，
列
車
が
徐
行
運
転
。
9
 
1 人
負
傷
。
大
野
市
下
若
生
子
昭
和
45
年
。
11
-1
2
日。
雪
崩
。
大
野
市
湯
上
で
1 人
死
亡
。
で
3 人
負
傷
。
9
 
昭
和
46
年
。
1 月
下
旬
ー
2 月
上
旬
。 平
野
部
を
中
心
と
し
た
局
地
的
大
雪。
死
者
1。
建
物
全
壊
し
半
壊
し
嶺
南
地
方
小
中
学
校
臨
時
休
校
多
し
。
2 月
10
日積
雪
=
平
野
部
50
- 1
00
cm
，山
間部
1.
5-
2m
。
一
日
降
雪
=
熊
)11
60c
m。
l
 
l
 
2
 
12
 。
雪 雪
19
70
/1
2/
11
 
19
71
/0
1/
20
 
94
3 
94
6 
満
ヰ
箔
打
針
ヰ
向
VE 深 山 川 耐 S 一」 N7
50
(1
7)
 
昭
和
46
年
。
25
-2
7 日
。
24
日
に
は
本
州
南
沖
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
は
，
25
日
に
台
湾
付
近
に
，
西
進
し
て
来
た
台
風
18
号
の
影
響
で
次
第
に
北
上
し
，
福
井
県
地
方
で
活
発
に
な
っ
た
。
福
井
県
で
は
25
日
昼
頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
，
同
日
夜
半
前
後
は
足
羽
川
上
流
域
を
中
心
に
し
て
強
〈
降
っ
た
。
26
日
未
明
に
一
時
弱
ま
っ
た
が
，
朝
か
ら
夕
方
に
か
け
て
再
ぴ
強
〈
降
り
，
夜
に
な
っ
て
弱
く
な
った
もの
の，
27
日
午
前
中
は
ま
た
強
く
な
っ
た
。
25
日
9 時
か
ら
27
日
9 時
ま
で
の
総
雨
量は
， 敦
賀
138
，美
浜
120
，小
浜
108
，名
田庄
74m
m。
嶺
南
の
主
な
被
害
は
次
の
通
り
。
26
日 1
9時
頃
小
浜
市
(
加
尾
一
西
小
川
線
)
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
，
道
路
不通
。
26
日
昼
頃
か
ら
，
三
方
郡
美
浜
町
丹
生
の
県
道
て
い
土
砂
崩
れ
。
27
日
未
明
，
小
浜
市
田
茂
谷
で
南
川
の
増
水
に
よ
り
，
国
道
16
2号
線
の
仮
橋
が
沈
下
。 2
7 日
敦
賀
半
島
の
二
村
海
岸
で
山
崩
れ
(高
さ
15
m，
幅
50
m)
が
起
こ
り
，
送
電
線
が
断
線
。
。
風
雨
崖
崩
れ
19
71
/0
7/
25
 
11
90
 
昭和
46
年。
11
-1
3 日
。
県
北
部
の
大
問
。
崖
崩
れ
8 。
堤
防
決
壊
し
死
者
1 。
床
上
浸
40
1 9
橋
流
失
1 。
梅
雨
前
線
活
動
。
総
雨
量
15
0m
m前
後。
3 時
間
雨
量
=
今
庄
77
mm
。
43
(1
2)
 
昭
和
47
年
。
土
砂
採
取
に
起
因
す
る
山
崩
れ
が
金
屋
町
安
居
山
に
発
生
し
，
家
屋
全
壊
l 戸
，
家
屋
半
壊
1 戸
，
家
屋
一
部
損
壊
2 戸
の
被
害
が
生
じ
た
。
1
 
。
風
雨
崖
崩
れ
19
71
/0
7/
11
 
95
6 
37
 (
79
) 
昭
和
50
年
。
日
付
不
詳
。
風
水
害
(
台
風
6 号
)。
床
下
浸
水
16
戸
。
流
出田
畑1
.
1h
a
(今
庄
)
。
破
堤
・
流
失
家
屋
5 戸
。
2
 
17
 
崖
崩
れ
19
72
/1
2/
02
 
96
5 
19
76
/1
2/
03
-1
4 
昭
和
51
年
。
鯖
江
市
西
袋
町
の
裏
山
で
，
地
滑
り
が
発
生
。
す
ぐ
下
の
寺
院
の
家
族
が
避
難
，
近
く
の
一
般
民
家
7 戸
も
避
難
態
勢
に
入
っ
て
い
る
。
地
滑
り
が
起
き
て
い
る
の
は
，
同
町
の
通
称
，
大
窪
の
裏
山
，
高
き
約
20
mの
所で
み深
き
3m
の
大
き
な
地
割
れ
が
で
き
，
さ
ら
に
長
さ
50
mに
わ
た
っ
て
，
亀
裂
が
走
っ
て
い
る 。
ま
た
，
山
す
そ
で
は
湧
水
が
見
ら
れ
完
全
な
地
滑
り
現
象
を
見
せ
て
い
る
。
地
割
れ
が
発
見
さ
れ
た
の
は
，
き
る
9 月
の
台
風
時
。
11
月
29
日
ご
ろ
か
ら
地
滑
り
の
兆
候
が
見
え
は
じ
め
，
1 時
間
に
約
1.
5m
mず
つ
地
割
れ
が
広
が
っ
て
い
る
。
5
 
15
 5
 
風
雨
崖
崩
れ
19
75
/0
8/
??
 
19
76
/1
1/
29
 
97
0 
98
0 
9
 
昭
和
51
年。
19
76
年
12
月
28
日 -
19
77
年、
1 月
7
日
ま
で
大
雪
。
死
者
2 。
住
宅
半
壊
し
住
宅
一
部
損
壊
し
工
場
全
壊
8 。
倉
庫
全
壊
5 。
倉
庫
半
壊
し
そ
の
他
(
小
屋
な
ど
)
20
。
山
崖
崩
れ
5 。
道
路
損
壊
し
床
上
浸
水
3 。
床
下
3。
雪
崩
20
(以
上県
警
1 月
14
日調
)，
国
道
8 号
線
ス
ト
ッ
プ
3 巨
1，
県
道
ス
ト
ッ
プ
5 回
，
国
鉄
運
休
10
6本
，
同
遅
延
5 -
10
0分
，
私
鉄
(
福
井
・
京
福
岡
社
)
運
休
日
本
，
同
遅
延
5 -
20
分
，
パ
ス
運
休
62
路
線
，
北
陸
電
力
2
 
l
 
。
れ
山朋
雪 山 屋
19
76
/1
2/
28
 
98
1 
57
件
。
日
降
雪
量
の
最
大
値
(3
0c
m以
上
)
福
井
63
cm
，
大
野
43
cm
，
敦
賀
65
cm
，坂
升ニ
45
cm
，I
 9
 
池
田
65
cm
，
和
泉
50
cm
，
今
庄
81
cm
，
美
浜
50
cm
，
西
谷
45
cm
，
永
平
寺
63
cm
，
南
六
呂
師
50
cm
，
美
山
44
cm
。
積
雪
量
の
最
大
値
(5
0c
m以
上
)
福
井
95
cm
，
大
野
12
9c
m，
敦
賀
10
2c
m，
坂
井
80
cm
，
池
田
13
4c
m，
和
泉
13
0c
m，
今
庄
17
0c
m，
美
浜
87
cm
，
小
浜
91
cm
，
永
平
寺
12
0c
m，
西
谷
17
0c
m，
南
六
呂
師
17
0c
m，
名
田
庄
50
cm
(以
上
前
年
12
月
28
日
~
本
年
1月
8
日の
値)
。
2
 
1
 
。
雪 崖
崩
れ
19
76
/1
2/
28
 
98
1 
9,
50
(26
) 
昭
和
52
年。
1-
10
日，
13
-1
8
日，
20
-2
8
日
。
こ
の
年
の
1月
上
旬
で
終
わ
り
を
告
げ
た
か
に
見
え
た
大
雪
は
，
連
日
の
低
温
40
cm
以
上
(
敦
賀
)
に
及
ぶ
根
雪
の
上に
，
2月
1
日
以
後
3
回
に
わ
た
っ
て
波
状
的
に
押
し
寄
せ
た
寒
波
に
よ
っ
て
，
更
に
降
り
積
も
っ
た
。
こ
の
大
雪
で，
2月
中
の
根
雪
は
50
cm
以
下
に
融
け
る
こ
と
な
く
，
3月
中
旬
ま
で
根
雪
を
観
測し
た。
死
者
l。
家
屋
全
壊
3。
半
壊
し
一
部
損
壊
し
非
住
家
5。
雪
崩
5。
国
鉄
関
係
:
運
休
10
6本
，
遅
延
最
高
30
0-
45
0分
(16
日
が
多
か
っ
た
)
。
農
林
業
関
係
昨
年
末
か
ら
2月
中
旬
ま
で
90
00
万
円
を
越
え
る
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
私
鉄
・
パ
ス
等
も
運
休
や
遅
延
が
続
出
し
た
。
ま
た
国
道
も
県
境
で
一
時
不
通
と
な
っ
た
。
南
六
呂
師
50
cm
，
永
平
寺
30
cm
。
積
雪
量
の
最
大
値
(5
0c
m以
上
)
福
井
13
8c
m，
大
野
15
6c
m，
敦
賀
13
3c
m，
坂
井
10
5c
m，
越
廼
52
cm
，
池
田
17
0c
m，
和
泉
22
0c
m，
今
庄
20
6c
m，
美
浜
12
6c
m，
小
浜
95
cm
，
名
田
庄
13
3c
m，
西
谷
23
0c
m，
永
平
寺
16
2c
m，
南
六
呂
師
23
5c
m，
河
野
67
cm
(以
上
2月
中)
。
1
 
4
 
。
雪
19
77
/0
2/
01
 
98
3 
国一 同時
ロ
W- 阿国
主
19
77
/0
5/
22
-1
 
昭
和
52
年
。
午
前
4時
半
ご
ろ
，
越
前
町
玉
川
の
玉
川
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
で
，
IÞl
MO
m高
さ
50
m
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
き
た
。
そ
の
後
，
同
7時
ご
ろ
に
か
け
て
数
回
に
わ
た
り
土
砂
が
崩
れ
落
ち
，
そ
の
量
は
約
2万
m'
。海
岸
線
か
ら
30
m~
こ
ま
で
達
し
て
い
る
。
崩
れ
落
ち
た
土
砂
は
，
同
ト
ン
ネ
ル
を
押
し
つ
ぶ
し
，
む
き
出
し
に
な
っ
た
岩
層
が
規
模
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
土
砂
崩
れ
で
，
国
道
30
5号
線
は
全
面
通
行
止
め
。
13
 
崖
崩
れ
19
77
/0
5/
21
 
98
9 
ー lH
ωN
||
料
部
・
国
関
議
中
9
 
昭
和
54
年。
9月
30
日
-1
0月
1
日。
大
型
で
並
の
強
さ
の
台
風
16
号
が
奥
越
東
部
県
境
を
時
速
40
-5
0k
mで
与
北
東
進
し
た
。
大
雨
，
強
風
。
本
県
で
は
30
日2
1時
頃
か
ら
県
西
部
で
強
い
雨
が
降
り
始
め
夜
半
前
か
ら
全
般
に
暴
風
雨
と
な
り
1
日
2時
頃
ま
で
続
い
た
。
最
大
風
速
福
井
N1
6.
1，
敦
賀
NN
W1
4
.9，
福
井
空
港
NN
E2
4.
9。
最
大
瞬
間
風
速
福
井
N3
0.
4，
敦
賀
NW
28
.2
，
福
井
空
港
NN
E3
2.
0 o
1時
間
の
降
水
量
の
最
大
(mm
)
福
井
41
.0
，
敦
賀
32.
5，
大
飯
町
川
上
81
，越
廼
50
，
今
庄
49
，
小
浜
43
，
美
山
42
。
総
降
水
量
mm
(3
0日
20
時
-1
日
9時
)
越
廼
12
4，
福
井
89
，
大
野
74
，
今
庄
13
5，
敦
賀
98
，
美
浜
89
，
川
上
23
5，
小
浜
13
4。
死
者
，
行
方
不
明
者
3。
家
屋
全
壊
5。
半
壊
12
。
流
失
2。
床
上
浸
水
70
3。
道
路
損
壊
15
。
山
崖
崩
れ
31
。
橋
流
失
4。
停
電
29
86
。
以
上
県
警
10
月
1
日
現
在
。
県
土
木
部
関
係
10
月
6
日
現
在
。
河
川
関
係
54
0ヶ
所
，
砂
防
関
係
22
6ヶ
所
，
橋
梁
関
係
8
ヶ
所
，
海
岸
関
係
7
ヶ
所
，
道
路
関
係
26
1ヶ
所
，
総
計
10
42
ヶ所
，
10
1億
8千
万
円
。
農
林
水
産
部
関
係
10
月
6
日
現
在
。
農
業
関
係
25
億
9千
4百
万
円
。
林
業
関
係
14
億
3百
万
円
水
産
業
関
係
4千
万
円
，
総
計
40
億
4千
万円
。
3
 
19
 
。
風
雨
崖
崩
れ
19
79
/0
9/
30
 
10
02
 
9
 
昭
和
54
年
。
大
型
で込
強い
台風
20
号
が
本
州
中
部
を
北
東
進
。
本
県
で
は
19
日
昼
頃
か
ら
夕
方
頃
ま
で
暴
風
雨
と
な
っ
た
。
負
傷
者
l。
家
屋
全
壊
し
半
壊
し
山
崩
れ
2。
交
通
規
制
4
ヶ
所
，
国
鉄
列
車
運
休
・
遅
延
多
数
，
停
電
21
件
50
00
戸
。
県
公
共
土
木
関
係
被
害
総
額
l億
4千
万
円
。
農
林
漁
業
関
係
被
害
総
額
4千
4百
万
円
。
最
大
風
速
m/
s=
福
井
NN
W1
3.
9，
敦
賀
NW
15
.1
，
福
井
空
港
NN
W2
3.
7。
最
大
瞬
間
風
速
m/
s=
福
井
NN
W3
0.
7，
敦
賀
NW
30
.7
，
福
井
空
港
NN
W3
2.
1。
総
降
水
量
mm
(18
日9
時
-1
9
日2
4時
=
福
井
55
.0
，
敦
賀
96
.5
，
越
廼
48
，
美
山
10
3，
大
野
58
，
今
庄
85
，
美
浜
113
111
上
13
3，
小
浜
12
8。
5
 
。
風
雨
崖
崩
れ
19
79
/1
0/
18
 
10
05
 
43
 (1
3)
 
昭
和
55
年
。
下
一
光
町
の
通
称
、
三
本
松山
で、
約
2h
aの
地
滑
・
り
が
発
生
し
た
。
最
高
一
日
16
0酬
の
移
動
を
記
録
し
た
。
前
ヰ
沼
打
仕
3
0
E 漂 い が 刷 、)一
」
U 円一
，
39
 (
33
3)
 
昭
和
56
年
。
五
六
豪雪
。
19
80
年
の
年
末
か
ら
19
81
年
(
昭
和
56
)
1 月
半
ば
ま
で
の
短
期
間
に，
3 回
に
わ
た
っ
て
降
っ
た
記
録
的
大
雪
。
福
井
県
で
は
12
月
27
日か
ら
29
日
に
か
け
て
嶺
北
地
方
を
中
心
に
終
日
雷
を
伴
っ
て
激
し
い
雪
が
降
り
，
30
日
の
積
雪
は
福
井
で
'12
0cm
，
大
野
で、
20
4c
mに
達
し
た
。
明
け
て
1 月
4
日か
ら
8
日
に
か
け
て
再
び
徹
北
地
方
を
中
心
に
大
雪
に
な
り
，
福
井
で
の
5
日
の
日
降
雪
量
は
73
cm
にな
った
。
10
日
か
ら
ま
た
激
し
い
雪
に
な
り
，
特
に
嶺
南
地
方
で
強
<
，
敦
賀
で
は
10
日
か
ら
の
5
日
間
の
降
雪
量
の
合
計
は
2m
を
越
え
た
。
最
深
積
雪
は
15
日
に
福
井
・
敦
賀
共
に
19
6c
mに
達し
勝山
市の
北谷
で与
は
45
0c
m
(14
日 )
と
な
っ
た
。
敦
賀
の
最
深
積
雪
は
三
八
豪
雪
を
上
ま
わ
り
，
観
測
開
始
以
来
第
一
位
の
記
録
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
雪
は
15
人
の
命
を
奪
い
，
交
通
機
関
を
麻
捧
さ
せ
，
県
民
に
精
神
的
・
経
済
的
打
撃
を
与
え
た
。<
被
害
>
被
害
は
死
者
15
人
，
負
傷
者
13
4人
，
建
物
全
半
壊
55
0棟
を
は
じ
め
，
地
域
社
会
の
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
。 被
害
及
び
雪
対
策
経
費
の
総
額
は
1 ，
28
3億
円
に
の
ぼ
り
，
三
八
豪
雪
に
迫
る
も
の
と
い
わ
れ
る
が
比
較
は
難
し
い
。 1
2月
末
の
重
い
雪
の
た
め
1 ，
28
3
ha
の
造
林
の
幹
折
れ
被
害
が
特
徴
的
。
ま
た
，
市
街
地
の
大
量
の
排
雪
が
，
県
庁
お
濠
に
20
m以
上
も
積
み
上
げ
ら
れ
，
福
井
新
山
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
い
た
。
15
 
55
0 
17
 。
崖
崩
れ
雪
19
80
/0
8/
20
 
19
81
/?
? /
?? 
10
13
 
10
21
 
19
81
/0
5/
13
-1
9 
昭
和
56
年
。
小
浜
市
中
小
屋
の
県
道
で
10
日か
ら
12
日
に
か
け
て
山
崩
れ
が
起
こ
り
，
県
道
岡
田
一
深
谷
線
が
長
き
約
70
mt
こ
わ
た
っ
て
土
砂
で
埋
ま
り
，
不
通
と
な
っ
た。
口
小
屋
か
ら
数
百
m
入
っ
た
中
小
屋
の
県
道
。
高
さ
約
50
m幅
約
70
mに
渡
っ
て
約
l 万
m'
の
土
砂
が
崩
れ
，
県
道
(幅
7m
)
と
そ
の
脇
を
流
れ
る
回
村
川
(
幅
9m
)
の
一
部
を
埋
め
た
。
こ
の
た
め
県
道
は
不
通
と
な
り
県
小
浜
土
木
事
務
所
で
は
田
村
川
|
に
仮
橋
を
か
け
，
迂
回
路
を
設
け
た
。
8
 
崖
崩
れ
19
81
/0
5/
10
 
10
24
 
ー l Hω
ω
l
i
9
 
昭
和
56
年
。
大
雨
。
梅
雨
前
線
の
活
発
な
活
動
に
よ
り
1
日
夜
か
ら
3
日
に
か
け
て
雨
が
強
〈
降
っ
た
。
こ
の
期
間
の
雨
量
は
三
国
22
6，
越
廼
12
0，
福
井
16
7，
美
山
17
7，
勝
山
23
0，
大
野
179
，
タ
イ
ラ
山
22
4，
今
庄
190
，敦
賀1
08
mm
。
負
傷
者
2 。
全
壊
8 。
半
壊
7 。
非
住
家
12。
床
上
浸
水
52
9 0
床
下
浸
水
26
82
。 耕
地
冠
水
15
33
ha
。
道
路
通
行
止
31
。 道
路
冠
水
20
。
道
路
損
壊
9 。
橋
梁
流
失
3 。
堤
防
決
壊
3 。
山
崩
れ
76
崖
崩
れ
26
0
土
砂
崩
れ
10
。
欽
軌
道
被
害
3 。
非
難
世
帯
16
7。
電
柱
倒
壊
し
車
両
流
失
3 0
(被
害状
況
7 月
4
日福
井県
ー警
察
本
部
調べ
)
15
 
。
風
雨
崖
崩
れ
19
81
/0
7/
01
 
10
25
 
43
 (
12
) 
昭
和
56
年
。
集
中
豪
雨
。
1
日
か
ら
4
日
に
か
け
梅
雨
前
線
が
中
部
日
本
か
ら
西
日
本
に
か
け
て
停
滞
し
，
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
。
2
日
夜
半
前
か
ら
3
日
未
明
に
か
け
て
の
県
北
部
の
雨
は
1 時
間
に
40
mm
前
後
の
集
中
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
市
で
は
，
重
傷
者
2 人
，
建
物
全
壊
6 戸
，
建
物
半
壊
12
戸
，
建
物
一
部
破
損
5 戸
，
床
上
浸
水
79
戸
，
床
下
浸
水
91
4戸
，
道
路
決
壊
47
ヵ
所
，
田
畑
の
冠
水
27
3 ，
8h
a等
の
被
害
が
生
じ
た
。
18
 
17
 
風
雨
19
81
/0
7/
02
 
10
26
 
43
(1
3)
 
9
 
昭
和
56
年
。
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
，
山
崩
れ
(
八
幡
山
，
足
羽
山
等
)
，
崖
崩
れ
(
内
山
梨
子
町
，
花
堂
等)
が
発
生
し
た
。
本
市
の
斜
面
崩
壊
は
，
合
計
36
ヵ
所
で
あ
っ
た
。
特
に
，
花
堂
北
2 丁
目
の
八
幡
山
南
側
斜
面
で
3
日
午
前
2 時
20
分
頃
に
発
生
し
た
，
崖
崩
れ
で
は
，
男
性
2
人
が
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。
昭
和
57
年
。
台
風
。
大
裂
の
強
い
勢
力
で
27
日 0
0時
す
ぎ
宮
崎
県
都
井
岬
付
近
に
上
陸
。
九
州
東
部
と
山
口
県
を
へ
て
日
本
海
を
北
上
。
28
日 0
9時
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
南
西
海
上
で
温
帯
低
気
圧
と
な
っ
た
。 2
6 日
は
県
西
部
か
ら
次
第
に
南
寄
り
の
風
が
強
ま
り
，
27
日
午
後
を
ピ
ー
ク
2
 
1
 
17
 。
崖
崩
れ
風
雨
19
81
/0
7/
03
 
19
82
/0
8/
26
 
10
27
 
10
34
 
に
28
日
も
か
な
り
強
か
っ
た
。
敦
賀
市
で
2階
の
屋
根
で
作
業
中
の
人
l名
が
強
風
に
よ
り
転
落
死
し
た
。
農
業
関
係
で
水
稲
の
穂
ず
れ
や
倒
伏
及
び
果
樹
，
野
菜
等
の
被
害
30
89
万
円
が
あ
った
。(
県の
調べ
)最
大風
速
m/
s=
福
井
SS
E1
6.
0(
27
日1
3時
30
分
)，
敦賀
SS
E1
3.
8(
27
日1
7時
30
分)
。
最
大
瞬
間
風
速
m/
s=
福
井
SS
E2
9.
4(
27
日1
3時
30
分
)，
敦賀
SS
E2
7.
2(
27
日1
4時
30
分)
。風
速
10
m/
s以
上
持
続
期
間
=
福
井
27
日
9時
50
分
-2
1時
50
分，
敦
賀
27
日
9時
20
分
-1
9時
20
分
。
19
85
/0
6/
25
-1
9 
昭
和
60
年
。
同
日
午
後
4時
15
分
ご
ろ
大
野
市
上
小
池
の
願
教
寺
谷
川
に
あ
る
砂
防
え
ん
堤
工
事
現
場
で
，
右
岸
の
崖
か
ら
高
き
約
30
m，
幅
約
30
mに
わ
た
っ
て
約
10
00
m'
の
岩
石
，
土
砂
が
崩
れ
落
ち
た
。
右
岸
付
近
で
型
枠
組
作
業
を
し
て
い
た
作
業
員
9人
の
う
ち
l人
死亡
，
1人
不
明
。
大
野
地
方
は
22
日
か
ら
雨
が
降
り
続
き
福
井
地
方
気
象
台
の
観
測
で
は
24
日
午
後
6時
まて
、に
85
mm
の
雨
量
を
記
録
。
2
 
12
 
崖
崩
れ
19
85
/0
6/
24
 
10
45
 
9
 
昭
和
61
年
。
国
道
15
7号
線
の
石
川
県
境
(勝
山
市
谷
ト
ン
ネ
ル
)
に
土
石
流
発
生
。
坑
口
か
ら
勝
山
市
内
寄
り
約
10
0m
を
埋
め
，
死
者
I。
軽
傷
2。
雨
量
=
勝
山
24
，
大
野
20
，
福
井
28
。
現
場
付
近
の
積
雪
40
-5
0c
m。
約
8万
が
の
土
砂
が
崩
れ
落
ち
た
。
l
 
7
 
崖
崩
れ
19
86
/0
5/
03
 
10
51
 
国一同
時国
19
88
/1
0/
15
-2
7
 
昭
和
63
年
。
14
日
午
後
11
時
45
分
ご
ろ
，
越
廼
村
八
ツ
俣
白
岩
の
越
前
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
裏
山
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
同
ホ
テ
ル
の
1階
裏
手
に
土
砂
が
押
し
寄
せ
て
LP
カ府
スが
漏れ
出
し
た
た
め
，
宿
泊
客
ら
31
人
が
近
く
の
民
宿
へ
避
難
し
た
。
13
 
崖
崩
れ
19
88
/1
0/
14
 
10
62
 
川相
・国
主
細
部
・
国
岡
平成
元年
。
16
日
夜
，
敦
賀
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で
裏
山
の
土
砂
が
突
然
崩
れ
ホ
ー
ム
を
直
撃
。1
19
89
/0
4/
17
-1
9
1階
の
部
屋
に
い
た
寝
た
き
り
の
老
女
が
生
き
埋
め
と
な
り
死
亡
し
た
。
同
日
午
後
7時
45
分
ご
ろ
，
同
市
中
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
渓
山
荘
」
東
側
の
山
の
幸
ヰ
面
が
地
鳴
り
と
共
に
幅
約
25
m，
高
き
約
15
m'
こ
わ
た
っ
て
崩
れ
，
約
55
0m
'の
土
砂
が
流
れ
出
た
。
土
砂
は
埋
設
さ
れ
て
い
た
上
水
道
管
を
破
裂
さ
せ
，
大
量
の
水
を
含
ん
だ
土
砂
流
と
な
っ
て
そ
の
ま
ま
同
ホ
ー
ム
1階
の
窓
を
突
き
破
り
，
お
年
寄
り
の
部
屋
2室
と
そ
の
両
隣
の
ト
イ
レ
，
浴
室
に
な
だ
れ
込
ん
だ
。
1
 
14
 
崖
崩
れ
19
89
/0
4/
16
 
10
64
 
ー l Hω 品 ll
故市
市
19
89
/0
5/
03
-2
1 
平
成
元
年
。
2
日
午
後
5時
半
ご
ろ
，
大
野
市
下
H佐
野
の
国
道
15
8号
線
で
ア
ス
フ
ア
ル
ト
道
路
が
突
然
，
長
さ
約
60
m，
幅
4.
5m
'こ
わ
た
っ
て
谷
側
に
崩
れ
落
ち
た
。
土
砂
は
約
30
m下
を
通
っ
て
い
る
JR
越
美
北
線
を
直
撃
。
レ
ー
ル
を
約
10
0m
ふ
さ
い
だ
が
，
幸
い
巻
き
込
ま
れ
た
車
や
人
は
い
な
か
っ
た
。
同
国
道
と
越
美
北
線
は
現
在
，
全
面
使
用
不
能
で
復
旧
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
ご
う
音
と
と
も
に
落
下
し
た
土
砂
は
約
l万
m'
。
土
砂
は
約
30
mを
滑
り
落
ち
，
真
下
を
通
っ
て
い
る
越
美
北
線
の
レ
ー
ル
を
押
し
流
し
た
。
ポ
ッ
カ
リ
と
口
を
開
け
た
国
道
の
下
は
空
洞
も
見
え
，
落
下
後
も
断
続
的
に
崩
壊
が
続
い
た
。
原
因
は
調
査
中
だ
が
，
県
大
野
土
木
事
務
所
で
は
，
国
道
の
下
を
上
流
の
勝
原
第
2発
電
所
か
ら
引
い
た
農
業
用
水
の
導
水
管
が
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
漏
水
で
地
盤
が
緩
み
，
午
後
4時
過
ぎ
に
起
き
た
地
震
(
福
井
の
震
度
2
 )
で
一
気
に
崩
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
人
も
い
る
。
12
 
崖
崩
れ
19
89
/0
5/
02
 
10
65
 
19
89
/0
7/
10
-2
3 
平
成
元
年
。
9
日
午
後
5時
半
ご
ろ
，
越
廼
村
八
ツ
俣
の
越
前
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
裏
山
か
ら
流
れ
出
し
た
雨
水
が
建
物
の
I階
に
浸
水
。
フ
ロ
ン
ト
，
ロ
ビ
ー
，
喫
茶
部
な
と
や
約
25
0m
'
に
，
一
時
は
15
cm
ほ
ど
の
水
が
た
ま
っ
た
。
宿
泊
客
16
8人
に
け
が
は
な
く
，
全
員
近
く
の
民
宿
な
ど
に
移
っ
た
。
丹
生
署
の
調
べ
て
廿
午
後
か
ら
の
強
い
雨
で
パ
イ
プ
の
l本
が
土
砂
で
埋
ま
り
，
残
る
2本
の
パ
イ
プ
の
容
量
を
超
え
た
雨
水
が
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
を
越
え
ホ
テ
ル
の
13
 
風
雨
19
89
/0
7/
09
 
10
66
 
19
89
/0
7/
15
-3
1 
裏
窓
な
ど
か
ら
浸
水
し
た
ら
し
い
。
本
県
地
方
に
は
大
雨
洪
水
雷
注
意
報
が
出
て
い
た
。
平
成
元
年
。
14
日
午
前
7 時
ご
ろ
，
有
料
道
路
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
の
三
方
町
海
山
地
籍
で
，
道
路
わ
き
の
山
肌
が
幅
20
m，
高さ
10
m'
こ
わ
た
っ
て
崩
れ
，
土
砂
が
路
面
を
ふ
さ
い
で
い
る
の
を
，
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
の
レ
イ
ン
ポ
ー
会
社
社
員
が
見
つ
け
た
。
管
理
者
の
県
道
路
公
社
は
三
方
町
側
の
料
金
所
を
閉
鎖
，
午
後
か
ら
復
旧
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
が
，
片
側
復
旧
に
1 週
間，
全
面
復
旧
に
は
1
ヶ
月
が
か
か
る
見
込
み
。
け
が
人
は
な
か
っ
た
。
現
場
は
三
方
町
側
の
海
山
料
金
所
か
ら
梅
丈
岳
頂
上
へ
向
か
っ
て
2k
mの
地
点
。北
向
き
の
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
斜
面
が
崩
れ
約
70
0万
m'
の
土
砂
が
道
路
へ
流
れ
出
た
。
同
公
社
に
よ
る
と
，
崩
壊
は
道
路
か
ら
23
mの
高
き
の
斜
面
頂
上
の
2 ，
3m
奥
ま
っ
た
地
点
か
ら
起
こ
っ
て
お
り
，
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
降
っ
た
大
雨
が
山
肌
や
岩
の
切
れ
目
な
ど
か
ら
染
み
込
み
，
水
を
含
ん
で
モ
ル
タ
ル
面
も
ろ
と
も
崩
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
6
 
崖
崩
れ
19
89
/0
7/
14
 
10
67
 
前
ヰ
滴
Fμ 仙尚
一司
向
VE 津知
山明
、)
占
NT
平
成
元
年
。
越
前
海
岸
崖
崩
れ
災
害
。
16
日午
後
3 時
20
分
ご
ろ
，
国
道
305
号
の
越
前
町
玉
川
I 3
9 
(1
02
)
 
地
籍
で
山
側
斜
面
の
岩
石
が
突
然
崩
落
し
，
既
設
の
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
15
m
と
ロ
ッ
ク
キ
ー
パ
-1
5m
を
破
壊
し
た
。
折
し
も
通
り
か
か
っ
た
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
が
こ
の
下
敷
き
と
な
り
乗
員
15
人
全
員
が
死
亡
し
た
。
原
因
を
調
査
し
て
い
た
県
の
岩
石
崩
落
災
害
調
査
委
員
会
は
「
ト
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
う
極
め
て
ま
れ
な
崩
壊
の
形
態
で
あ
り
現
在
の
学
問
，
技
術
レ
ベ
ル
で
は
予
知
は
不
可
能
」
と
結
論
づ
け
た
。
一
方
遺
族
側
は
道
路
管
理
者
と
し
て
の
責
任
を
県
に
求
め
て
お
り
，
今
後
の
補
償
交
渉
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。
崖
崩
れ
規
模
は
，
高
き
約
30
-4
0m
，奥
行き
3
 -
4m
，
幅
約
30
m。
約
l ，
50
0t
，
約
千
m'
の
岩
が
パ
ス
を
直
撃
し
た
。
15
 
13
 
崖
崩
れ
19
89
/0
7/
16
 
10
68
 
19
89
/0
7/
20
-1
9 
平
成
元
年
。
17
日
午
前
9 時
半
ご
ろ
，
和
泉
村
下
山
の
国
道
15
8号
線
・
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
延
長
工
事
現
場
の
山
肌
が
高
き
約
6m
，
幅
約
30
mに
わ
た
っ
て
ず
り
落
ち
，
国
道
は
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
県
大
野
土
木
事
務
所
に
よ
る
と
，
数
日
来
の
雨
が
岩
肌
と
土
の
聞
に
流
れ
，
地
盤
が
緩
ん
だ
ら
し
い
。
雑
木
ご
と
崩
れ
た
土
砂
は
約
l ，
50
0m
'，
復
旧
工
事
で
約
時
間
後
に
は
片
側
通
行
が
可
能
に
な
っ
た
が
，
翌
18
日
も
断
続
的
に
土
砂
が
崩
れ
，
山
肌
は
高
さ
30
mま
で
削
り
取
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
同
日
午
後
7 時
か
ら
再
び
全
面
通
行
止
め
に
し
て
，
安
全
な
迂
回
路
を
確
保
す
る
こ
と
に
し
た
。
11
 
崖
崩
れ
19
89
/0
7/
17
 
10
69
 
19
89
/0
9/
08
-2
5 
平
成
元
年
。
6
日
午
後
8時
ご
ろ
，
越
前
町
玉
川
の
国
道
30
5号
線で
レ幅
20
m，
高き
10
m'
こわ
た
り
土
砂
崩
れ
が
あ
り
，
道
路
わ
き
の
倉
庫
を
つ
ぶ
し
た
。
こ
の
た
め
，
幅
5m
の
国
道
が
ふ
さ
が
れ
不
通
と
な
っ
た
。
復
旧
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
現
場
は
玉
川
の
集
落
か
ら
20
0m
東
側
の
山
中
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
。
さ
ら
に
6
日
午
後
10
時
ご
ろ
，
越
前
町
小
樟
の
民
家
の
裏
山
が
幅
10
mに
わ
た
っ
て
崩
れ
， 2
0m
'の
土
砂
が
住
宅
近
く
ま
で
迫
っ
た
。
こ
の
た
め
，
3 家
族
が
一
時
避
難
し
た
。
13
 
崖
崩
れ
19
89
/0
9/
06
 
10
75
 
19
89
/0
9/
08
-2
5 
平
成
元
年
。
7
日
午
前
10
時
50
分
ご
ろ
，
上
志
比
村
小
舟
波
と
勝
山
市
保
田
聞
の
県
道
藤
巻
下
荒
井
線
で
，
集
中
豪
雨
の
た
め
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
小
舟
波
現
場
は
山
側
の
小
さ
な
谷
か
ら
土
砂
約
16
0m
'が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
谷
止
め
を
乗
り
越
え
て
県
道
に
流
れ
出
し
，
長
さ
約
20
m，
厚
さ
約
2m
に
わ
た
っ
て
道
路
を
埋
め
た
。
さ
ら
に
幅
6m
の
県
道
を
越
え
，
平
行
し
て
走
っ
て
い
る
京
福
電
鉄
越
前
本
線
の
レ
ー
ル
を
長
さ
約
10
m，
厚き
約
50
cm
に
わ
た
っ
て
覆
っ
た
。
保
田
現
場
は
高
き
30
m，
幅
80
m'
こ
わ
た
っ
て
斜
面
が
崩
れ
約
50
0m
'の
土
砂
が
道
路
を
埋
め
た
。
。
産
崩
れ
19
89
/0
9/
07
 
10
76
 
19
90
/0
4/
26
-2
5 
平
成
2 年
。
25
日
午
後
1 時
半
ご
ろ
，
越
廼
村
大
味
の
国
道
30
5号
線
の
山
側
を
走
る
林
道
の
上
l
 
13
 
崖
崩
れ
19
90
/0
4/
25
 
10
79
 
国同
時ロ
川相 ・
国主 料品
却・
図柄
議
中
方
斜
面
で
，
山
肌
が
高
き
10
m，
幅
15
mに
わ
た
っ
て
崩
れ
た
。
草
刈
り
作
業
中
の
女
性
1 人
が
生
き
埋
め
と
な
り
死
亡
し
，
2 人
が
足
の
骨
を
折
る
な
ど
の
け
が
を
し
た
。
約
10
が
の
土
砂
が
突
然
崩
れ
落
ち
た
た
め
逃
げ
遅
れ
た
ら
し
い
。
10
87
 
19
90
/0
9/
20
 
崖
崩
れ
12
 
平
成
2 年
。
20
日午
前
1 時
ご
ろ
，
岐
阜
県
境
に
近
い
大
野
市
温
見
の
国
道
15
7号
線
(
温
見
峠
19
90
/0
9/
2
1-
31
 
か
ら
本
県
寄
り約
2k
mの
地
点
)
で
，
温
見
川
の
支
流
の
赤
谷
川
(1隔
2m
)
が
氾
濫
し
土
砂
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
午
前
3 時
ご
ろ
，
土
砂
流
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
現
場
は
約
50
ml
こ
わ
た
っ
て
土
砂
が
崩
れ
，
赤
谷
川
に
か
か
る
幅
6m
の
橋
が
埋
ま
り
，
道
路
の
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
。
ト
ラ
ッ
ク
は
押
し
流
さ
れ
，
タ
イ
ヤ
が
そ
っ
く
り
土
砂
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
10
94
 
19
91
/0
7/
01
 
風
雨
。
平
成
3 年
。
低
気
圧
が
北
陸
地
方
を
通
過
し
，
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
嶺
北
地
方
を
9
 
崖
崩
れ
中
心
に
雷
を
伴
っ
て
1 時
間
に
20
mm
-3
0m
mの
強
い
雨
が
降
り
，
日
降
水
量
は
40
mm
-9
0m
mに
達
し
た
。
崖
崩
れ
3
ヶ
所
(
越
前
町
2 ，
三
国
町
1 )
。
道
路
の
損
壊
1 ケ
所
(
越
前
町
) ，
国
道
30
5号
線
で
一
時
通
行
止
め
に
な
っ
た
。
床
下
浸
水
5 棟
(三
国町
)。
11
10
 
19
93
/0
2/
23
 
高
波
13
 
平
成
5 年
。
落
石
で
通
行
止
め
，
高
波
で
漁
港
施
設
に
被
害
。
日
本
海
と
本
州
南
岸
の
2 つ
の
9
 
崖
崩
れ
低
気
圧
の
影
響
で
2 月
21
日
-2
3
日
に
か
け
て
の
降
水
量
は
20
mm
-5
0m
m，
多
い
所
は
90
mm
を
超え
た。
2 月
23
日 1
3時
過
ぎ
に
，
越
廼
村
浜
北
山
の
国
道
30
5号
線
に
岩
石
(3
mx
2m
)
が
落
ち
，
通
行
止
め
に
な
っ
た
。
ま
た
，
23
日
-2
4 日
に
か
け
て
は
冬
型
の
気
圧
配
置
て"
10
m/
sを
超
え
る
強
風
が
吹
き
高
波
の
た
め
，
福
井
市
長
橋
町
の
漁
港
の
施
設
に
被
害
が
あ
っ
た
。
11
14
 
19
93
/0
7/
12
 
風
雨
。
1
 平
成
5 年
。
梅
雨
前
線
の
大
雨
で
被
害
。
梅
雨
前
線
が
北
陸
付
近
に
停
滞
し
，
南
か
ら
の
暖
い
9
 
崖
崩
れ
湿
っ
た
気
流
が
入
り
，
各
地
で
み
10
0m
m を
超
え
る
大
雨
と
な
っ
た
。
7 月
12
日
勝
山
市
や
松
岡
町
で
各
々
1 棟
床下
浸水
，
13
日
に
は
鯖
江
市
の
黒
津
川
が
溢
れ
，
42
棟
が
床
下
浸
水
した
。
ま
た
，
福
井
市
の
風
尾
町
の
大
味
川
河
川
敷
で
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
運
転
手
が
投
げ
出
さ
れ
l 名
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
更
に
福
井
市
，
大
野
市
，
勝
山
市
，
丸
岡
町
な
ど
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
た。
14
日
は
福
井
市
の
本
堂
町
の
山
肌
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
護
壁
最
上
部
が
帽
幅
3m
，
長
さ
50
m
崩
れ
た
。
11
15
 
19
93/
08
/1
8 
崖
崩
れ
8
 
平
成
5 年
。
大
雨
で
土
砂
崩
れ
。
停
滞
前
線
が
本
弁
|
付
近
で
活
発
と
な
っ
た
た
め
，
各
地
で
大
9
 
雨
と
な
っ
た
。
8 月
16
日
-1
8
日
に
か
け
て
備
南
地
方
を
中
心
に
50
mm
前
後
の
降
雨
が
あ
り
，
多
い
所
で
は
80
mm
を
超
え
た
。
8 月
18
日
未
明
，
小
浜
市
田
烏
の
国
道
16
2号
線て
'幅
約
20
m，
高
さ
15
mに
わ
た
っ
て
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
た
め
，
一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
11
19
 
19
94
/0
1/
26
 風
雨
2
 
平
成
6 年
。
26
日
低
気
圧
が
日
本
海
を
発
達
し
な
が
ら
三
陸
沖
に
抜
け
，
県
内
で
は
26
日
夕
方
9
 
l室
崩
れ
か
ら
27
日
に
か
け
て
は
10
-3
0m
mの
雨
が
降
っ
た
。
27
日
上
志
比
村
で
京
福
電
鉄
線
路
脇
の
山
肌
が
高
さ
30
m，
1幅
10
ml
こわ
た
っ
て
崩
れ
，
土
砂
約
50
m'
が
レ
ー
ル
を
延
長
20
m程
覆
った
。
始
発
列
車
の
一
両
が
土
砂
に
乗
り
上
げ
，
車
輪
が
土
砂
に
埋
ま
り
，
運
休
し
た
。
11
29
 
19
96
/0
2/
07
 
地
震
(5
.0
)
。
平
成
8 年
。
7
日
午
前
10
時
33
分
ご
ろ
，
奥
越
南
東
部
を
震
源
と
す
る
マ
ク
eニ
チ
ュ
ー
ド
5 .
0の
19
96
/0
2/
08
 
地
震
が
発
生
し
た
。
北
緯
35
. 9。
東
経
13
6.
6 0
h =
10
km
。
大
野
市
役
所
の
窓
ガ
ラ
ス
50
枚
が
ひ
ぴ
割
れ
た
。
大
野
保
健
所
で
も
25
枚
が
割
れ
，
壁
面
が
ひ
び
割
れ
た
。
和
泉
村
役
場
で
は
鉄
筋
柱
や
墜
に
ひ
び
が
入
っ
た
。
渓
度
:
大
野
市
，
和
泉
村
=
5 ，
福
井
市
=
3 ，
敦
賀
市
=
2 ,
 
美
浜
町
=
10
 
J
 R越
美
北
線
が
1時
間
11
分遅
延，
一
部運
休。
